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0000000

岩
波
現
代
文
庫
創
刊
二
〇
年
に
際
し
て

　二
一
世
紀
が
始
ま
っ
て
か
ら
す
で
に
二
〇
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
激

な
進
行
は
世
界
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
世
界
規
模
で
経
済
や
情
報
の
結
び
つ
き
が
強
ま
る
と
と
も

に
、
国
境
を
越
え
た
人
の
移
動
は
日
常
の
光
景
と
な
り
、
今
や
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は

世
界
中
の
様
々
な
出
来
事
と
無
関
係
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
否
応
な
く
も
た

ら
さ
れ
る
「
他
者
」
と
の
出
会
い
や
交
流
は
、
新
た
な
文
化
や
価
値
観
だ
け
で
は
な
く
、
摩
擦
や
衝
突
、
そ
し

て
し
ば
し
ば
憎
悪
ま
で
を
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
う
副
作
用
は
、
そ
の
恩
恵
を
遥

か
に
こ
え
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　今
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国
内
、
国
外
に
か
か
わ
ら
ず
、
異
な
る
歴
史
や
経
験
、
文
化
を
持
つ

「
他
者
」
と
向
き
合
い
、
よ
り
よ
い
関
係
を
結
び
直
し
て
ゆ
く
た
め
の
想
像
力
、
構
想
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　新
世
紀
の
到
来
を
目
前
に
し
た
二
〇
〇
〇
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
岩
波
現
代
文
庫
は
、
こ
の
二
〇
年
を
通
し

て
、
哲
学
や
歴
史
、
経
済
、
自
然
科
学
か
ら
、
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
い
た
る
ま
で
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
書
目
を
刊
行
し
て
き
ま
し
た
。
一
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
書
目
に
は
、
人
類
が
直
面
し
て
き
た
様
々

な
課
題
と
、
試
行
錯
誤
の
営
み
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
読
書
を
通
し
た
過
去
の
「
他
者
」
と
の
出
会
い
か
ら
得

ら
れ
る
知
識
や
経
験
は
、
私
た
ち
が
よ
り
よ
い
社
会
を
作
り
上
げ
て
ゆ
く
た
め
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。

　一
冊
の
本
が
世
界
を
変
え
る
大
き
な
力
を
持
つ
こ
と
を
信
じ
、
岩
波
現
代
文
庫
は
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
を
め
ざ
し
て
ゆ
き
ま
す
。

 

（
二
〇
二
〇
年
一
月
）
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目目

次次

目

次

目

次

学
術
（
青
）
3

同
時
代
の
直
面
す
る
課
題
に
果
敢
に
挑
み
、
深
い
思

索
か
ら
骨
太
の
論
理
を
展
開
す
る
学
術
。
優
れ
た
学

問
的
達
成
を
伝
え
る
書
物
群
を
幅
広
く
収
録
。

文
芸
（
赤
）
46

人
間
性
へ
の
深
い
洞
察
に
あ
ふ
れ
、
文
化
の
あ
り
方

を
問
う
知
的
な
営
み
で
あ
る
文
芸
。
現
代
へ
の
鋭
い

問
題
提
起
を
含
む
刺
激
的
な
作
品
群
を
収
録
。

社
会
（
緑
）
73

人
び
と
の
営
為
を
鋭
く
活
写
し
た
記
録
、
同
時
代
を

見
つ
め
直
す
た
め
の
糧
と
な
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
、
優
れ
た
著
作
の
数
々
を
収
録
。

著
訳
編
者
名
索
引
17

書
名
索
引
1

◇

各
書
目
の
上
に
あ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
と
数
字
は
、
岩
波
現
代
文
庫
を
上

記
の
分
野
に
分
け
て
表
記
し
た
分
類

番
号
で
す
。

Ｇ
＝
学
術

Ｂ
＝
文
芸

Ｓ
＝
社
会

◇

掲
載
さ
れ
て
い
る
書
目
は
、
上
記
の

分
野
別
に
、
刊
行
月
の
新
し
い
順
に

配
列
し
ま
し
た
。

解
説
文
末
尾
に
あ
る
(
)内
の
年
月

は
発
行
年
月
で
す
。

＊
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▼
こ
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
目
は
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
末
現
在
の
在
庫
品
と
二
〇
二
四

年
一
月
の
新
刊
で
す
。

▼
こ
の
目
録
中
の
定
価
は
二
〇
二
三
年
一
二
月
現
在
で
表
示
し
ま
し
た
。
二
〇
二
四
年
一
月
以
降

定
価
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
諒
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
価
は
税
込
み
で
す
。

▼
各
書
目
の
下
に
あ
る
８
桁
の
数
字
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
(国
際
標
準
図
書
番
号
)の
商
品
コ
ー
ド
で

す
。
た
だ
し
、
Ｅ
Ａ
Ｎ
書
籍
出
版
業
コ
ー
ド
(978­
)、
国
コ
ー
ド
(4­
)お
よ
び
小
社
出
版
社
コ
ー

ド
(00­
)は
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
注
文
の
際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
コ
ー
ド
に
「
◆
」
印
の
あ
る
も
の
は
、
電
子
書
籍
で
も
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
各
電
子
書
籍
販
売
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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学
術

GȂ471

笠
原

十
九
司

〈
解
説
〉
齋
藤
一
晴

日
本
軍
の
治
安
戦

ʕ
日
中
戦
争
の
実
相
ʕ

１
７
６
０
円

治
安
戦
と
は
、
占
領
地
、
植
民
地
の
統
治
の
安
定
を
確
保
す

る
た
め
の
戦
略
、
作
戦
、
戦
闘
、
施
策
の
総
称
で
あ
る
。
日

本
軍
が
行
っ
た
治
安
戦
（
三
光
作
戦
）
の
過
程
を
ḷ
り
、
加

害
の
論
理
と
被
害
の
記
憶
か
ら
実
相
を
浮
彫
に
す
る
。

（
２
０
２
３
年
12
月
）
600471Ȃ2

GȂ470

柄
谷
行
人

帝

国

の

構

造

ʕ
中
心
・
周
辺
・
亜
周
辺
ʕ

１
８
３
７
円

『
世
界
史
の
構
造
』
で
は
書
き
き
れ
な
か
っ
た
「
帝
国
」
の
問

題
を
、
従
来
の
歴
史
観
と
は
全
く
異
な
る
独
自
の
「
交
換
様

式
」
の
観
点
か
ら
解
き
明
か
す
、
柄
谷
国
家
論
の
集
大
成
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
考
察
す
る
の
に
も
必
読
。
佐
藤
優
氏
と

の
対
談
を
併
載
。

（
２
０
２
３
年
11
月
）
600470Ȃ5◆

GȂ469

山

田

朗

〈
解
説
〉
古
川
隆
久

増
補

昭
和
天
皇
の
戦
争

ʕ
「
昭
和
天
皇
実
録
」
に
残
さ
れ
た
こ
と
・
消
さ
れ
た
こ
と
ʕ

１
８
３
７
円

平
和
主
義
者
と
さ
れ
る
昭
和
天
皇
が
「
大
元
帥
」
と
し
て
陸

海
軍
を
統
帥
し
て
い
た
こ
と
を
、「
実
録
」
を
読
み
解
き
な
が

ら
明
ら
か
に
す
る
。「
昭
和
天
皇
拝
謁
記
」
や
「
百
武
三
郎
日

記
」
な
ど
の
新
㗦
料
も
あ
わ
せ
検
証
し
た
補
章
を
付
す
。

（
２
０
２
３
年
９
月
）
600469Ȃ9

GȂ468

赤
坂
憲
雄

東
北
学
／
忘
れ
ら
れ
た
東
北

１
８
３
７
円

柳
田
国
男
の
限
界
を
乗
り
こ
え
、「
ひ
と
つ
の
日
本
」
と
い
う

呪
縛
を
ほ
ど
く
手
が
か
り
を
え
る
た
め
に
、
東
北
の
地
で
重

ね
た
野
辺
歩
き
の
驚
き
や
喜
び
に
満
ち
た
紀
行
、
考
察
に
し

て
、「
東
北
学
」と
い
う
方
法
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
も
な
っ
た
、

記
念
碑
的
著
作
。

（
２
０
２
３
年
６
月
）
600468Ȃ2

3― 学 術
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GȂ467

金

水

敏

〈
解
説
〉
内
田
慶
市

コ
レ
モ
日
本
語
ア
ル
カ
？

ʕ
異
人
の
こ
と
ば
が
生
ま
れ
る
と
き
ʕ

１
４
５
２
円

「
こ
れ
な
が
い
き
の
薬
あ
る
。
の
む
よ
ろ
し
い
」
こ
の
台
詞

か
ら
中
国
人
が
思
い
浮
か
ぶ
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
ピ
ジ
ン
と

し
て
生
ま
れ
た
〈
ア
ル
ヨ
こ
と
ば
〉
は
役
割
語
と
な
り
、
そ

れ
が
ま
と
う
中
国
人
イ
メ
ー
ジ
を
変
容
さ
せ
つ
つ
生
き
延
び

て
き
た
。

（
２
０
２
３
年
６
月
）
600467Ȃ5

GȂ466

金

水

敏

〈
解
説
〉
田
中
ゆ
か
り

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
日
本
語

役
割
語
の
Ṗ

１
３
８
６
円

「
そ
う
じ
ゃ
、
わ
し
が
博
士
じ
ゃ
」
と
い
う
博
士
や
「
ご
め
ん

遊
ば
せ
、
よ
ろ
し
く
っ
て
よ
」
と
し
ゃ
べ
る
お
嬢
様
。
現
実

に
は
存
在
し
な
く
て
も
、
い
か
に
も
そ
れ
ら
し
く
感
じ
て
し

ま
う
言
葉
づ
か
い
「
役
割
語
」
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
だ
ろ

う
？

（
２
０
２
３
年
５
月
）
600466Ȃ8◆

GȂ465

ノ
ー
ム
・
チ
ョ
ム
ス
キ
ー

福
井
直
樹
、
辻
子
美
保
子
編
訳

我
々
は
ど
の
よ
う
な
生
き
物
な
の
か

ʕ
言
語
と
政
治
を
め
ぐ
る
二
講
演
ʕ

１
３
８
６
円

政
治
活
動
家
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
土
台
に
科
学
者
と
し
て
の
人

間
観
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
二
〇
一
四
年
来
日
時
の

講
演
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
人
間
の
本
質
と
し
て
の
理
性
に
よ

っ
て
徹
底
的
に
考
え
続
け
る
「
理
性
の
人
」
と
し
て
の
㗡
が

浮
か
び
あ
が
る
。

（
２
０
２
３
年
５
月
）
600465Ȃ1

GȂ464

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

加
藤

剛
訳

越
境
を
生
き
る
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
回
想
録

１
８
３
７
円

『
想
像
の
共
同
体
』
の
著
者
、
Ｂ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
自
身
の

研
究
と
人
生
を
振
り
返
り
、若
い
読
者
に
向
け
て
綴
っ
た
本
。

異
文
化
の
中
で
学
ん
だ
経
験
か
ら
、
自
ら
の
学
問
的
・
文
化

的
枠
組
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
生
き
、
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

を
説
く
。

（
２
０
２
３
年
４
月
）
600464Ȃ4

GȂ463

杉

原

達

越
境
す
る
民
近
代
大
阪
の
朝
鮮
人
史

１
６
７
２
円

近
代
大
阪
の
発
展
は
朝
鮮
か
ら
の
労
働
者
ぬ
き
に
は
考
え
ら

れ
な
い
。
暮
し
の
中
で
朝
鮮
人
と
出
会
っ
た
日
本
人
の
外
国

人
認
識
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
後
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
「
地
域
か
ら
の
世
界

史
」、
待
望
の
文
庫
化
。

（
２
０
２
３
年
３
月
）
600463Ȃ7

学 術 ―4
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GȂ462

赤
坂
憲
雄

排

除

の

現

象

学

１
７
６
０
円

〈
か
れ
ら
〉
と
異
な
る
〈
わ
れ
ら
〉
で
あ
る
こ
と
に
安
寧
を
求

め
る
社
会
に
、
未
来
は
あ
る
の
か
。
い
じ
め
、
ホ
ー
ム
レ
ス

殺
害
、
宗
教
集
団
へ
の
批
判

八
〇
年
代
の
事
件
の
数
々

か
ら
共
同
体
の
暴
力
を
読
み
解
く
。
時
代
を
超
え
て
切
実
に

響
く
㑹
作
評
論
。

（
２
０
２
３
年
３
月
）
600462Ȃ0◆

GȂ461

加
藤
聖
文

満

蒙

開

拓

団

ʕ
国
策
の
虜
囚
ʕ

１
６
７
２
円

満
洲
事
変
を
契
機
と
し
て
計
画
さ
れ
た
日
本
各
地
か
ら
の
農

業
移
民
は
、
日
中
戦
争
の
本
格
化
に
伴
い
、
陸
軍
主
導
の
強

力
な
国
策
と
な
り
、
青
少
年
ま
で
も
が
満
蒙
開
拓
青
少
年
義

勇
軍
と
し
て
送
り
込
ま
れ
た
。
移
民
の
計
画
か
ら
破
局
ま
で

の
全
歴
史
を
ḷ
る
初
の
通
史
。

（
２
０
２
３
年
２
月
）
600461Ȃ3◆

GȂ460

坂
口
ふ
み

〈
解
説
〉
山
本
芳
久

〈
個
〉

の

誕

生

ʕ
キ
リ
ス
ト
教
教
理
を
つ
く
っ
た
人
び
と
ʕ１

７
８
２
円

個
の
個
的
存
在
性
を
指
し
示
す
概
念
（
か
け
が
え
の
な
さ
）

を
中
心
と
す
る
新
た
な
存
在
論
が
古
代
末
期
か
ら
中
世
初
期

に
東
地
中
海
世
界
の
激
動
の
う
ち
で
形
成
さ
れ
た
㗨
第
を
、

哲
学
・
宗
教
・
歴
史
を
横
断
し
伸
び
や
か
な
筆
致
で
描
き
出

す
。

（
２
０
２
３
年
１
月
）
600460Ȃ6◆

GȂ459

川
本
隆
史

〈
共
生
〉
か
ら
考
え
る

ʕ
倫
理
学
集
中
講
義
ʕ

１
０
５
６
円

「
共
生
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
、
ケ
ア
、

教
育
、
臨
床
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
ど
、
現
代
社
会
の
抱
え
る
様

々
な
問
題
群
か
ら
考
え
る
。
講
義
形
式
の
や
わ
ら
か
な
口
調

で
、
倫
理
学
の
教
科
書
と
し
て
も
最
適
な
一
冊
。
巻
末
に
文

献
案
内
を
付
す
。

（
２
０
２
２
年
12
月
）
600459Ȃ0

GȂ458

百

瀬

宏

小

国

ʕ
歴
史
に
み
る
理
念
と
現
実
ʕ

１
８
４
８
円

国
際
政
治
に
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
と
信
じ
ら
れ
た
大
国

も
、
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
北
欧
諸
国
の
よ
う
に
、
そ
の
底

流
に
あ
っ
て
確
実
に
発
言
権
を
増
す
小
国
の
動
向
を
無
視
し

え
な
か
っ
た
。
近
代
以
降
の
小
国
の
実
態
と
変
容
を
精
細
に

ḷ
っ
た
出
色
の
国
際
関
係
史
。

（
２
０
２
２
年
12
月
）
600458Ȃ3
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GȂ457

須
田

努
、
清
水
克
行

現い

代ま

を
生
き
る
日
本
史

１
７
８
２
円

ひ
た
す
ら
暗
記
の
「
受
験
日
本
史
」
と
も
、
難
解
な
「
日
本
史

研
究
」
と
も
異
な
る
、
面
白
く
て
確
か
な
歴
史
叙
述
へ
。
時

代
の
特
質
と
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
㗡
を
、
最
新
研
究
を
踏

ま
え
た
平
明
な
叙
述
で
鮮
や
か
に
描
き
出
す
。
教
養
科
目
の

講
義
か
ら
生
ま
れ
た
斬
新
な
日
本
通
史
。
（
２
０
２
２
年
11
月
）
600457Ȃ6

GȂ456

池
田
浩
士

ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
と
ヒ
ト
ラ
ー

ʕ
戦
後
民
主
主
義
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
ʕ

１
６
９
４
円

第
一
㗨
世
界
大
戦
後
の
戦
後
民
主
主
義
を
体
現
す
る
ヴ
ァ
イ

マ
ル
憲
法
下
で
、ヒ
ト
ラ
ー
は
合
法
的
に
政
権
を
獲
得
し
た
。

大
統
領
緊
急
命
令
条
項
に
よ
る
政
治
の
機
能
不
全
な
ど
ヴ
ァ

イ
マ
ル
共
和
国
の
「
影
」
の
部
分
を
冷
静
に
描
く
と
と
も
に
、

ナ
チ
ズ
ム
の
本
質
を
抉
り
出
す
。

（
２
０
２
２
年
11
月
）
600456Ȃ9

GȂ455

山
本
義
隆

原
子
・
原
子
核
・
原
子
力

ʕ
わ
た
し
が
講
義
で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
ʕ１

６
２
８
円

原
発
事
故
に
よ
り
後
の
世
代
に
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
負
債

を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
わ
れ
わ
れ
に
何
が
で
き
る
か
。
そ
れ

を
問
い
続
け
て
き
た
著
者
が
、
原
子
力
へ
の
理
解
を
深
め
自

分
で
判
断
す
る
手
が
か
り
を
求
め
る
市
民
の
た
め
に
著
し
た

物
理
学
の
入
門
書
。

（
２
０
２
２
年
10
月
）
600455Ȃ2◆

GȂ454

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ

中
山
竜
一
訳

万

民

の

法

１
７
８
２
円

二
十
世
紀
最
大
の
法
哲
学
者
・
政
治
哲
学
者
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ

の
最
晩
年
の
主
著
。「
公
正
と
し
て
の
正
義
」
の
構
想
を
世

界
規
模
に
広
げ
、
平
和
と
正
義
に
満
ち
た
「
万
国
民
衆
の
社

会
」
は
い
か
に
し
て
実
現
可
能
か
を
追
究
。「
公
共
的
理
性

の
観
念
・
再
考
」
を
併
載
。

（
２
０
２
２
年
10
月
）
600454Ȃ5◆

GȂ453

島

薗

進

日
本
仏
教
の
社
会
倫
理

ʕ
正
法
を
生
き
る
ʕ

１
６
９
４
円

仏
教
に
は
本
来
、
社
会
倫
理
的
な
実
践
が
大
き
な
要
素
と
し

て
備
わ
っ
て
い
た
。
近
代
的
な
宗
教
観
の
も
と
で
見
落
と
さ

れ
が
ち
だ
っ
た
倫
理
性
・
社
会
性
の
側
面
を
、
サ
ッ
ダ
ル
マ

（
正
法
）
を
世
に
現
す
生
き
方
と
し
て
捉
え
直
し
、
新
し
い
日

本
仏
教
史
像
を
提
示
す
る
。

（
２
０
２
２
年
９
月
）
600453Ȃ8

学 術 ―6
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GȂ452

吉
見
義
明

〈
解
説
〉
加
藤
陽
子

草
の
根
の
フ
ァ
シ
ズ
ム

ʕ
日
本
民
衆
の
戦
争
体
験
ʕ

１
６
２
８
円

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
を
引
き
起
こ
し
、
日
本
を
崩
壊
さ
せ
た

天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
そ
の
被
害
者
と
さ
れ
て
き
た
民
衆

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た

従
来
の
戦
争
観
に
根
本
的

転
換
を
も
た
ら
し
た
名
著
、
待
望
の
文
庫
化
。

（
２
０
２
２
年
８
月
）
600452Ȃ1◆

GȂ451

イ
エ
ス
タ
・
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン

大
沢
真
理
監
訳

平
等
と
効
率
の
福
祉
革
命

ʕ
新
し
い
女
性
の
役
割
ʕ

１
８
４
８
円

キ
ャ
リ
ア
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
追
求
す
る
女
性
と
、
性
別

分
業
に
従
う
女
性
と
の
間
で
広
が
る
格
差
。
二
極
化
が
社
会

の
効
率
性
を
下
げ
、
格
差
が
世
代
を
越
え
て
継
承
さ
れ
て
し

ま
う
。
こ
の
流
れ
を
転
換
す
る
に
は
？

日
本
に
つ
い
て
も

論
じ
た
充
実
の
訳
者
解
題
を
収
録
。

（
２
０
２
２
年
７
月
）
600451Ȃ4

GȂ450

小
野
紀
明

政
治
思
想
史
と
理
論
の
あ
い
だ

ʕ「
他
者
」
を
め
ぐ
る
対
話
ʕ

１
６
２
８
円

歴
史
的
文
脈
に
重
き
を
置
く
政
治
思
想
史
と
、
現
実
を
原
理

的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
政
治
的
規
範
理
論
。
融
合
し
相
克

す
る
二
者
を
、「
他
者
」
を
軸
に
据
え
架
橋
さ
せ
る
こ
と
で
現

代
理
論
の
全
体
像
に
迫
る
、
規
範
理
論
・
政
治
哲
学
の
画
期

的
な
解
説
書
。

（
２
０
２
２
年
６
月
）
600450Ȃ7

GȂ448・449

Ｊ
・
Ｌ
・
ア
ブ
ー
＝
ル
ゴ
ド

佐
藤
㗨
高
、
斯
波
義
信
、
高
山

博
、
三
浦

徹
訳

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
覇
権
以
前
⟹上
⟹下

ʕ
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
シ
ス
テ
ム
ʕ上・

下
各
１
５
４
０
円

近
代
世
界
成
立
の
は
る
か
前
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
中
東
、
中

国
に
至
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
陸
海
は
、
す
で
に
一
つ
の
世
界
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
。
ブ
ロ
ー
デ
ル
、
ウ
ォ
ー
ラ

ー
ス
テ
イ
ン
を
凌
ぐ
広
い
視
野
と
豊
か
な
筆
致
で
描
き
出
さ

れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
。（
上
・
下
各
２
０
２
２
年
４
月
）
600448Ȃ4/49Ȃ1◆

GȂ447

ア
イ
リ
ス
・
マ
リ
オ
ン
・
ヤ
ン
グ

岡
野
八
代
、
池
田
直
子
訳

〈
解
説
〉
土
屋
和
代

正

義

へ

の

責

任

１
７
８
２
円

自
助
努
力
を
強
要
し
、
弱
い
個
人
た
ち
を
分
断
す
る
政
治
か

ら
、
人
び
と
が
つ
な
が
り
合
う
政
治
へ
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
、

人
種
差
別
、
貧
困
…
…
。
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
構
造
的
・

歴
史
的
不
正
義
の
責
任
を
引
き
受
け
、
政
治
を
変
革
す
る
可

能
性
を
問
う
。

（
２
０
２
２
年
４
月
）
600447Ȃ7◆
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GȂ445・446

大
貫

恵
美
子

〈
解
説
〉
佐
藤
卓
己

ね
じ
曲
げ
ら
れ
た
桜
⟹上
⟹下

ʕ
美
意
識
と
軍
国
主
義
ʕ

上
・
下
各
１
６
９
４
円

第
二
㗨
大
戦
時
、
日
本
の
為
政
者
は
桜
の
美
し
さ
を
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
高
揚
と
戦
争
遂
行
に
利
用
し
た
。
国
家
と
国
民
の

あ
い
だ
に
起
き
た
「
相
互
誤
認
」
を
、
古
代
か
ら
の
桜
の
意

味
と
学
徒
特
攻
隊
員
の
日
記
を
き
め
細
か
に
分
析
し
て
証
明

す
る
。

（
上
・
下
各
２
０
２
２
年
３
月
）
600445Ȃ3/46Ȃ0

GȂ444

河
合
隼
雄

河
合
俊
雄
訳

〈
解
説
〉
河
合
俊
雄

夢
・
神
話
・
物
語
と
日
本
人

ʕ
エ
ラ
ノ
ス
会
議
講
演
録
ʕ

１
２
７
６
円

河
合
隼
雄
が
国
際
的
セ
ミ
ナ
ー
「
エ
ラ
ノ
ス
会
議
」
で
、
日

本
の
夢
・
神
話
・
物
語
な
ど
を
も
と
に
日
本
人
の
心
性
を
解

き
明
か
し
た
講
演
の
記
録
。
著
者
の
代
表
作
に
結
実
す
る
思

想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
た
、
フ
ァ
ン
必
携
の
一
冊
。

（
２
０
２
２
年
３
月
）
600444Ȃ6◆

GȂ443

山
下
英
愛

新
版

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
狭
間
か
ら

ʕ「
慰
安
婦
」
問
題
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
課
題
ʕ

１
６
９
４
円

「
慰
安
婦
」
問
題
、
そ
れ
は
性
差
別
的
な
社
会
構
造
に
お
け
る

女
性
の
人
権
問
題
と
し
て
、
現
代
の
性
暴
力
に
つ
ら
な
る
側

面
を
持
つ
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
㕾
国
「
慰
安
婦
」

運
動
の
歴
史
を
省
察
し
、
被
害
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
世
界
を

ま
な
ざ
す
一
冊
。

（
２
０
２
２
年
２
月
）
600443Ȃ9

GȂ442

川
崎
賢
子

宝

塚

ʕ
変
容
を
続
け
る
「
日
本
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」ʕ

２
０
０
２
円

百
年
の
歴
史
を
誇
る
宝
塚
は
、
性
差
を
越
え
、
性
愛
の
枠
組

み
を
揺
る
が
す
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
毒
と
、
日
常
の
な
か
に
は

求
め
て
も
得
ら
れ
な
い
希
望
、
愛
、
信
頼
の
物
語
と
の
セ
ッ

ト
と
し
て
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
。
そ
の
魅
力
を
掘
り
下

げ
、
宝
塚
の
新
世
紀
を
展
望
す
る
。

（
２
０
２
２
年
２
月
）
600442Ȃ2

GȂ441

竹
村
和
子

〈
解
説
〉
新
田
啓
子

愛

に

つ

い

て

ʕ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
欲
望
の
政
治
学
ʕ１

７
８
２
円

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
は
じ
め
、
近
代
社
会
に
お
い
て
秘
匿

さ
れ
て
き
た
事
柄
を
鋭
く
分
析
す
る
本
書
は
、
政
治
と
倫
理

の
新
た
な
地
平
を
切
り
拓
い
た
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
を
リ

ー
ド
し
つ
づ
け
た
著
者
の
代
表
作
、
待
望
の
文
庫
化
。

（
２
０
２
１
年
12
月
）
600441Ȃ5◆
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GȂ440

長
谷
川
眞
理
子

私
が
進
化
生
物
学
者
に
な
っ
た
理
由

１
２
７
６
円

ド
リ
ト
ル
先
生
の
大
好
き
な
少
女
が
い
か
に
し
て
進
化
生
物

学
者
に
な
っ
た
の
か
。
通
説
だ
っ
た
「
群
淘
汰
」
の
考
え
の

誤
り
に
気
づ
き
、
独
自
の
進
化
生
物
学
の
道
を
切
り
拓
い
て

い
っ
た
著
者
の
人
生
の
歩
み
と
人
間
進
化
に
関
す
る
興
味
深

い
話
が
語
ら
れ
る
。

（
２
０
２
１
年
12
月
）
600440Ȃ8

GȂ439

ᷤ

兆
光

⁋

康
吾
監
訳
／
永
田
小
絵
訳

完
本

中

国

再

考

ʕ
領
域
・
民
族
・
文
化
ʕ

１
５
４
０
円

古
代
中
国
の
天
下
観
は
い
か
に
し
て
現
代
中
国
の
世
界
観
へ

と
転
じ
た
の
か
。「
中
国
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ

る
複
雑
な
議
論
を
歴
史
的
に
考
察
し
、
近
年
ま
す
ま
す
国
際

的
に
重
要
性
を
増
し
て
い
る
こ
の
国
の
基
本
的
構
造
を
明
ら

か
に
す
る
好
著
。

（
２
０
２
１
年
11
月
）
600439Ȃ2◆

GȂ438

倉
沢
愛
子

増
補

女
が
学
者
に
な
る
と
き

ʕ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
奮
闘
記
ʕ

１
６
９
４
円

体
当
た
り
で
挑
ん
だ
ジ
ャ
ワ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、
ア
メ
リ

カ
、
オ
ラ
ン
ダ
で
の
課
題
漬
け
の
留
学
生
活
、
博
士
論
文
執

筆
と
就
職
、
そ
し
て
結
婚
、離
婚
、再
婚
…
…
。
大
学
を
退
職

し
、
七
〇
代
半
ば
を
迎
え
た
今
日
の
心
境
を
綴
っ
た
「
補
章

女
は
学
者
を
や
め
ら
れ
な
い
」
を
収
録
。
（
２
０
２
１
年
８
月
）
600438Ȃ5

GȂ437

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ

リ
ッ
カ
ル
ド
・
ア
マ
デ
イ
訳

歴
史
が
後
ず
さ
り
す
る
と
き

ʕ
熱
い
戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
ʕ

１
９
１
４
円

グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
た
世
界
の
中
で
の
軍
事
衝
突
、
原
理
主

義
、
娯
楽
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
な
ど
、
歴
史
が
あ
た
か
も
進
歩

を
や
め
て
後
ず
さ
り
し
は
じ
め
た
か
に
見
え
る
二
十
一
世
紀

初
め
の
政
治
・
社
会
の
現
実
に
鋭
い
批
判
の
矢
を
放
つ
エ
ー

コ
の
発
言
集
。

（
２
０
２
１
年
５
月
）
600437Ȃ8◆

GȂ436

荒
川
章
二

増
補

軍

隊

と

地

域

ʕ
郷
土
部
隊
と
民
衆
意
識
の
ゆ
く
え
ʕ

１
８
４
８
円

師
団
招
致
、
用
地
の
強
制
接
収
、
動
員
…
…
地
域
社
会
は
軍

隊
・
戦
争
を
い
か
に
受
容
し
た
の
か
。
一
八
八
〇
年
代
か
ら

敗
戦
ま
で
の
静
岡
を
舞
台
に
、
矛
盾
を
孕
み
な
が
ら
も
地
域

に
根
づ
い
て
い
っ
た
軍
が
、
や
が
て
は
民
衆
生
活
を
破
壊
し

て
い
く
過
程
を
克
明
に
描
く
。

（
２
０
２
１
年
４
月
）
600436Ȃ1
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河
合
隼
雄

〈
解
説
〉
河
合
俊
雄

宗
教
と
科
学
の
接
点

１
３
０
９
円

現
代
社
会
に
お
い
て
人
間
は
生
き
て
い
く
の
に
必
要
な
何
か

を
見
失
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ユ
ン
グ
心
理
学
者
の
著

者
が
、
近
代
科
学
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
問
題
を
考
察
し
、
宗

教
と
科
学
の
接
点
に
あ
る
心
理
療
法
に
つ
い
て
論
じ
る
。

（
２
０
２
１
年
４
月
）
600435Ȃ4

GȂ434

成
田
㜇
一

〈
解
説
〉
戸
邉
秀
明

危
機
の
時
代
の
歴
史
学
の
た
め
に

ʕ
歴
史
編
集
３
ʕ

１
８
４
８
円

新
た
な
歴
史
認
識
へ
！

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た

ら
す
現
在
の
危
機
と
、
歴
史
学
の
危
機

二
重
の
危
機
を

見
据
え
な
が
ら
、
様
々
な
拠
点
か
ら
改
め
て
歴
史
学
の
可
能

性
を
模
索
す
る
、
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
「
歴
史
批
評
」

集
。

（
２
０
２
１
年
７
月
）
600434Ȃ7

GȂ433

成
田
㜇
一

〈
解
説
〉
戸
邉
秀
明

〈
戦
後
知
〉
を
歴
史
化
す
る

ʕ
歴
史
編
集
２
ʕ

１
７
８
２
円

敗
戦
か
ら
現
在
に
至
る
思
考
の
総
体
を
〈
戦
後
知
〉
と
し
て

把
握
し
よ
う
と
す
る
企
て
に
、
歴
史
学
は
い
か
に
関
わ
り
う

る
の
か
。
同
時
代
の
想
像
力
を
尖
鋭
に
表
現
す
る
文
学
や
思

想
の
読
解
を
通
じ
て
、
歴
史
学
を
専
門
知
の
閉
域
か
ら
解
き

放
つ
試
み
。

（
２
０
２
１
年
５
月
）
600433Ȃ0

GȂ432

成
田
㜇
一

〈
解
説
〉
戸
邉
秀
明

方
法
と
し
て
の
史
学
史

ʕ
歴
史
編
集
１
ʕ

１
７
８
２
円

歴
史
学
は
現
代
社
会
に
お
い
て
何
を
な
し
う
る
の
か
。「
戦

後
歴
史
学
」
の
再
検
討
が
進
み
、
歴
史
修
正
主
義
の
登
場
に

よ
り
歴
史
観
の
相
克
が
深
ま
る
な
か
で
、
様
々
に
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
た
歴
史
学
の
方
法
を
め
ぐ
る
模
索
を
、
史
学
史
的

な
視
点
か
ら
問
い
直
す
。

（
２
０
２
１
年
３
月
）
600432Ȃ3

GȂ431

村
上

陽
一
郎

文
化
と
し
て
の
科
学
／
技
術

１
１
２
２
円

科
学
／
技
術
は
い
か
に
し
て
専
門
家
内
で
の
閉
鎖
的
な
学
問

か
ら
社
会
に
開
か
れ
た
学
問
に
変
貌
し
た
の
か
。
科
学
／
技

術
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
望
ま
し
い
研
究
や
教
育
の
あ
り
方

を
提
言
。
文
庫
版
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
科
学
／
技
術
と

社
会
に
つ
い
て
論
じ
た
新
稿
を
収
載
。

（
２
０
２
１
年
３
月
）
600431Ȃ6
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黒
川

み
ど
り

被
差
別
部
落
認
識
の
歴
史

ʕ
異
化
と
同
化
の
間
ʕ

１
８
９
２
円

差
別
す
る
側
、
差
別
を
受
け
る
側
双
方
は
部
落
差
別
問
題
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
き
た
の
か

一
八
七
一
年
の
「
解

放
令
」
発
布
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
軌
跡
を
た
ど
っ
た
初

め
て
の
通
史
と
し
て
、
そ
の
後
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
名
著
、
待
望
の
文
庫
化
。

（
２
０
２
１
年
２
月
）
600430Ȃ9◆

GȂ429

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
リ
ベ
ッ
ト

下
條
信
輔
、
安
納
令
奈
訳

マ
イ
ン
ド
・
タ
イ
ム

ʕ
脳
と
意
識
の
時
間
ʕ

１
６
９
４
円

リ
ベ
ッ
ト
が
提
示
す
る
実
験
結
果
に
裏
づ
け
ら
れ
た
驚
愕
の

知
見
は
、
哲
学
に
お
い
て
名
高
い
自
由
意
志
の
論
争
を
は
じ

め
、
神
経
科
学
に
と
ど
ま
ら
ず
幅
広
い
分
野
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
き
た
。
脳
と
心
や
意
識
の
関
係
を
考
え
る
上
で
必

読
の
一
冊
。

（
２
０
２
１
年
２
月
）
600429Ȃ3

GȂ428

永

井

均

哲
お
じ
さ
ん
と
学
く
ん

ʕ
世
の
中
で
は
隠
さ
れ
て
い
る
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
ʕ

１
３
０
９
円

自
分
は
今
、
な
ぜ
こ
の
世
に
存
在
し
て
い
る
の
か
？

学
く

ん
の
根
本
的
な
疑
問
に
、
哲
お
じ
さ
ん
が
答
え
る
こ
と
で
さ

ら
な
る
疑
問
が
生
ま
れ
、哲
学
的
議
論
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

対
話
形
式
で
哲
学
す
る
こ
と
の
面
白
さ
を
伝
え
る
、
画
期
的

な
哲
学
入
門
。

（
２
０
２
１
年
１
月
）
600428Ȃ6

GȂ427

清

水

透

増
補

エ
ル
・
チ
チ
ョ
ン
の
怒
り

ʕ
メ
キ
シ
コ
近
代
と
イ
ン
デ
ィ
オ
の
村
ʕ

１
７
８
２
円

メ
キ
シ
コ
南
端
の
イ
ン
デ
ィ
オ
の
村
に
生
き
る
人
々
に
と
っ

て
、
国
家
と
は
、
近
代
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
一
家
族
と
の

四
〇
年
に
わ
た
る
深
い
交
流
、
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
、

近
現
代
メ
キ
シ
コ
の
激
動
を
マ
ヤ
の
末
裔
た
ち
の
視
点
を
通

じ
て
描
き
出
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
物
語
。（
２
０
２
０
年
12
月
）
600427Ȃ9

GȂ426

齋
藤
純
一

政

治

と

複

数

性

ʕ
民
主
的
な
公
共
性
に
む
け
て
ʕ

１
７
８
２
円

「
余
計
者
」
を
黙
殺
し
、
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
脱－

実
在
化
の

暴
力
に
抗
し
、
一
人
ひ
と
り
の
政
治
的
存
在
者
と
し
て
の
現

わ
れ
を
保
障
し
あ
う
。
ア
ー
レ
ン
ト
や
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
議

論
を
踏
ま
え
、
内
向
き
に
閉
じ
な
い
社
会
統
合
の
可
能
性
を

切
り
開
く
書
。

（
２
０
２
０
年
11
月
）
600426Ȃ2
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IWGBM101（本文合体）_三校_初校再処理_初校.smd  Page 1023/12/21 15:09  v3.60

GȂ425

赤
坂
憲
雄

岡
本
太
郎
の
見
た
日
本

１
９
１
４
円

身
を
や
つ
し
た
民
族
学
者
と
な
っ
て
旅
に
出
た
太
郎
。
東

北
、
沖
縄
、
そ
し
て
㕾
国
へ
。
パ
リ
で
民
族
学
を
学
び
バ
タ

イ
ユ
ら
と
親
し
ん
だ
太
郎
が
、
独
自
の
感
性
で
見
出
し
た
日

本
と
は
。
そ
の
道
行
き
を
鮮
や
か
に
読
み
解
き
、
思
想
家
と

し
て
の
本
質
に
迫
る
。

（
２
０
２
０
年
10
月
）
600425Ȃ5◆

GȂ424

高
橋
昌
明

〈
解
説
〉
永
井
路
子

定
本

酒
㚌
童
子
の
誕
生

ʕ
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
文
化
ʕ

１
５
４
０
円

酒
㚌
童
子
の
原
像
は
都
に
疫
病
を
は
や
ら
す
ケ
ガ
レ
た
疫
鬼

だ
っ
た

緻
密
な
考
証
と
大
胆
な
推
論
に
よ
っ
て
物
語
の

成
り
立
ち
を
解
き
明
か
す
と
と
も
に
、日
本
人
に
内
在
す
る
、

秩
序
を
攪
乱
す
る
存
在
へ
の
脅
威
や
排
除
の
心
理
に
鋭
く
迫

る
。

（
２
０
２
０
年
９
月
）
600424Ȃ8

GȂ423

成
田
㜇
一

〈
解
説
〉
平
野
啓
一
郎

増
補「
戦
争
経
験
」
の
戦
後
史

ʕ
語
ら
れ
た
体
験
／
証
言
／
記
憶
ʕ

１
７
３
８
円

戦
後
、
人
々
は
戦
争
と
の
距
離
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し
て
き
た
。
敗
戦
か
ら
の

時
間
的
経
過
や
社
会
状
況
に
応
じ
て
変
容
す
る
戦
争
に
つ
い

て
の
語
り
の
変
遷
を
通
し
て
戦
後
日
本
社
会
の
特
質
に
迫

る
。

（
２
０
２
０
年
８
月
）
600423Ȃ1

GȂ422

大
沢
真
理

企
業
中
心
社
会
を
超
え
て

ʕ
現
代
日
本
を
〈
ジ
ェ
ン
ダ
ー
〉
で
読
む
ʕ１

６
２
８
円

企
業
中
心
社
会
、
そ
れ
は
大
企
業
の
利
害
が
個
人
や
社
会
の

利
益
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。
長
時
間
労
働
、
過

労
死
、
福
祉
の
貧
困
な
ど
、
戦
後
の
社
会
政
策
論
が
繰
り
返

し
指
摘
し
て
き
た
企
業
中
心
社
会
の
弊
害
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
か
ら
捉
え
直
し
た
先
駆
的
著
作
。
（
２
０
２
０
年
８
月
）
600422Ȃ4

GȂ420・421
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
／
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
リ
ー
マ
ン
編

齋
藤
純
一
、
佐
藤
正
志
、
山
岡
㜇
一
、
谷
澤
正
嗣
、
高
山
裕
二
、
小
田
川
大
典
訳

ロ
ー
ル
ズ
政
治
哲
学
史
講
義
Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
２
０
６
８
円

Ⅱ
２
０
０
２
円

ロ
ー
ル
ズ
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
長
年
行
っ
て
き
た
「
近
代

政
治
哲
学
」
講
座
の
講
義
録
。
自
身
の
〈
公
正
と
し
て
の
正

義
〉
と
い
う
構
想
に
照
ら
し
て
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
伝
統
を

つ
く
っ
た
八
人
の
理
論
家
を
論
じ
る
。『
正
義
論
』
読
解
に

不
可
欠
の
書
。

（
Ⅰ
・
Ⅱ
各
２
０
２
０
年
４
月
）
600420Ȃ0/21Ȃ7
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李

静

和

新
編

つ
ぶ
や
き
の
政
治
思
想

１
０
５
６
円

記
憶
と
忘
却
、
証
言
と
沈
黙
、
加
害
と
被
害
、
か
ら
だ
と
言

葉
、
そ
し
て
、
と
も
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
強

く
し
な
や
か
に
織
り
な
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
。
鵜
飼
哲
・
金
石

範
・
崎
山
多
美
の
三
氏
に
よ
る
応
答
の
文
章
に
加
え
、
待
望

の
書
下
ろ
し
を
収
録
。

（
２
０
２
０
年
４
月
）
600419Ȃ4

GȂ418

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
／
エ
リ
ン
・
ケ
リ
ー
編

田
中
成
明
、
亀
本

洋
、
平
井
亮
輔
訳

公
正
と
し
て
の
正
義

再
説

２
１
１
２
円

『
正
義
論
』で
有
名
な
政
治
学
者
が
、批
判
に
も
応
え
つ
つ「
公

正
と
し
て
の
正
義
」
と
自
ら
名
付
け
た
正
義
の
構
想
の
九
〇

年
代
以
降
の
理
論
的
到
達
点
を
簡
潔
に
示
し
た
最
後
の
著

書
。
学
生
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
一
般
読
者
の
ロ
ー
ル
ズ
入

門
書
と
し
て
も
好
適
。

（
２
０
２
０
年
３
月
）
600418Ȃ7

GȂ417

黒
田
明
伸

貨
幣
シ
ス
テ
ム
の
世
界
史

１
６
９
４
円

貨
幣
の
価
値
は
一
定
で
あ
る
と
我
々
は
常
識
的
に
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
複
数
の
通
貨
が
存
在
し
て
価
値
が
多
元
的
で

あ
る
と
い
う
事
例
は
、
歴
史
上
、
多
く
の
地
域
・
時
代
に
あ

っ
た
。
Ṗ
に
満
ち
た
貨
幣
現
象
を
、
世
界
史
の
中
で
根
本
か

ら
問
い
直
す
。

（
２
０
２
０
年
２
月
）
600417Ȃ0

GȂ416

吉

田

裕

兵
士
た
ち
の
戦
後
史

ʕ
戦
後
日
本
社
会
を
支
え
た
人
び
と
ʕ

１
８
０
４
円

敗
戦
後
、
兵
士
た
ち
は
復
員
し
、
市
民
と
し
て
社
会
の
中
に

戻
っ
て
い
っ
た
。
戦
友
会
に
集
う
者
、
黙
し
て
往
時
を
語
ら

な
い
者
…
…
「
民
主
国
家
」「
平
和
国
家
」
日
本
の
政
治
文
化

を
底
辺
か
ら
さ
さ
え
た
人
び
と
の
意
識
の
あ
り
よ
う
を
「
兵

士
た
ち
の
戦
後
」
の
中
に
さ
ぐ
る
。

（
２
０
２
０
年
２
月
）
600416Ȃ3

GȂ415

上
野

千
鶴
子

近
代
家
族
の
成
立
と
終
焉
新
版

２
１
７
８
円

「
フ
ァ
ミ
リ
ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
視
点
か
ら
揺
れ
動

く
家
族
の
現
実
を
鮮
や
か
に
浮
き
彫
り
に
す
る
と
と
も
に
、

近
代
家
族
の
成
立
を
歴
史
社
会
学
的
に
位
置
づ
け
る
。
戦
後

日
本
の
男
性
知
識
人
の
心
理
を
描
い
た
「
戦
後
批
評
の
正
嫡

江
藤
淳
」
な
ど
を
新
た
に
収
録
。

（
２
０
２
０
年
６
月
）
600415Ȃ6◆
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GȂ414

佐
藤
卓
己

〈
解
説
〉
與
那
覇
潤

『
キ

ン

グ
』
の

時

代

ʕ
国
民
大
衆
雑
誌
の
公
共
性
ʕ

１
９
３
６
円

日
本
で
初
め
て
発
行
部
数
一
〇
〇
万
部
を
達
成
し
た
『
キ
ン

グ
』。
こ
の
国
民
大
衆
雑
誌
を
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
位
置
づ
け
、

「
雑
誌
王
」
野
間
清
治
と
「
講
談
社
文
化
」
が
果
た
し
た
役
割

を
解
き
明
か
す
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
金
字
塔
、
つ
い
に
文
庫

化
！

（
２
０
２
０
年
１
月
）
600414Ȃ9

GȂ413

柄
谷
行
人

哲

学

の

起

源

１
３
４
２
円

ア
テ
ネ
の
直
接
民
主
制
は
、
自
由
ゆ
え
に
平
等
で
あ
っ
た
古

代
イ
オ
ニ
ア
の
イ
ソ
ノ
ミ
ア
（
無
支
配
）
再
建
の
企
て
で
あ

っ
た
。
イ
オ
ニ
ア
の
自
然
哲
学
を
イ
ソ
ノ
ミ
ア
の
記
憶
を
保

持
す
る
も
の
と
し
て
読
み
解
き
、
社
会
構
成
体
の
歴
史
の
起

源
を
刷
新
す
る
試
み
。

（
２
０
２
０
年
１
月
）
600413Ȃ2◆

GȂ412

荒
野
泰
典

「
鎖

国
」
を

見

直

す

１
０
７
８
円

江
戸
時
代
の
日
本
は
「
鎖
国
」
で
は
な
く
「
四
つ
の
口
（
長

崎
・
対
馬
・
蝦
夷
・
琉
球
）」
で
世
界
に
つ
な
が
り
、
開
か
れ

て
い
た

様
々
な
反
発
を
生
み
な
が
ら
も
、
定
説
と
な
っ

た
「
海
禁
・
華
夷
秩
序
論
」
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
わ
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
待
望
の
一
冊
。

（
２
０
１
９
年
12
月
）
600412Ȃ5

GȂ411

大
門
正
克

〈
解
説
〉
安
田
常
雄
、
沢
山
美
果
子

増
補
版

民
衆
の
教
育
経
験

ʕ
戦
前
・
戦
中
の
子
ど
も
た
ち
ʕ

１
５
６
２
円

学
校
、
社
会
、
家
族
…
…
そ
れ
ぞ
れ
の
眼
差
し
の
な
か
で
子

ど
も
が
教
育
を
受
容
し
て
ゆ
く
過
程
を
、
国
民
国
家
に
よ
る

統
合
と
、
民
衆
に
よ
る
反
発
や
対
抗
、
捉
え
返
し
と
の
間
の

複
雑
な
反
復
関
係
と
し
て
と
ら
え
直
す
。
教
育
は
日
本
の
近

代
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
。

（
２
０
１
９
年
９
月
）
600411Ȃ8

GȂ410

堀
尾
輝
久

〈
解
説
〉
世
取
山
洋
介

人
権
と
し
て
の
教
育

１
７
８
２
円

国
民
の
学
習
権
・
教
育
権
の
構
造
と
、
戦
後
史
に
お
け
る
教

育
法
制
の
展
開
と
課
題
を
分
析
し
た
名
著
『
人
権
と
し
て
の

教
育
』（
一
九
九
一
年
）
に
、
近
年
発
表
の
「⽛
国
民
の
教
育
権

と
教
育
の
自
由
⽜
論
再
考
」
と
「
憲
法
と
新
・
旧
教
育
基
本

法
」
を
追
補
。

（
２
０
１
９
年
８
月
）
600410Ȃ1

学 術 ―14
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GȂ409

井
上
達
夫

普

遍

の

再

生

ʕ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
現
代
世
界
論
ʕ

１
５
６
２
円

米
国
の
覇
権
主
義
が
横
行
し
、
普
遍
的
な
道
徳
原
理
は
今
や

死
に
ṫ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
危
機
感
か
ら
、
ラ
デ
ィ
カ
ル

な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
立
つ
著
者
は
、
多
文
化
主
義
や

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
も
対
話
し
つ
つ
、「
普
遍
的
多
元
主
義
」
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
す
る
。

（
２
０
１
９
年
８
月
）
600409Ȃ5

GȂ408

宮
田
光
雄

ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
反
ナ
チ
抵
抗
者
の
生
涯
と
思
想

１
７
８
２
円

キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
の

一
員
と
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
計
画
に
加
わ
り
、
ド
イ
ツ
敗
戦

直
前
に
処
刑
さ
れ
た
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
。

生
命
を
Ṍ
し
て
抵
抗
を
貫
き
、
殉
教
へ
の
道
を
選
ん
だ
、
そ

の
生
涯
と
思
想
を
現
代
に
問
う
。

（
２
０
１
９
年
７
月
）
600408Ȃ8

GȂ407

藤

原

彰

〈
解
説
〉
吉
田

裕

中
国
戦
線
従
軍
記

ʕ
歴
史
家
の
体
験
し
た
戦
場
ʕ

１
２
３
２
円

一
九
歳
で
陸
軍
少
尉
に
任
官
し
、
敗
戦
ま
で
の
四
年
間
、
最

前
線
で
指
揮
を
と
っ
た
経
験
を
ベ
ー
ス
に
戦
後
の
戦
争
史
研

究
を
牽
引
し
た
著
者
の
「
従
軍
記
」。
歴
史
家
の
目
で
日
本

軍
の
あ
り
さ
ま
を
描
き
出
し
た
本
書
は
、
優
れ
た
兵
士
論
・

戦
場
論
で
も
あ
る
。

（
２
０
１
９
年
７
月
）
600407Ȃ1

GȂ406

Ｊ
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス

三
島
憲
一
編
訳

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か

㗦
本
主
義
か

ʕ
危
機
の
な
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ʕ

１
４
３
０
円

ド
イ
ツ
の
社
会
哲
学
者
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
、
最
近
一
〇
年
間

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
危
機
的
状
況
に
つ
い
て
発
表
し
た
政
治
的

エ
ッ
セ
イ
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
集
成
。
ギ
リ
シ
ア
危
機
・
英

の
Ｅ
Ｕ
離
脱
な
ど
、
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
抱
え
る
問
題
を

分
析
し
、
進
む
べ
き
道
を
示
す
。

（
２
０
１
９
年
６
月
）
600406Ȃ4◆

GȂ405

エ
ア
ハ
ル
ト
・
ベ
ー
レ
ン
ツ

鈴
木

直
訳

〈
解
説
〉
円
城

塔

５
分
で
た
の
し
む
数
学
50
話

１
４
３
０
円

通
勤
・
通
学
、
あ
る
い
は
茶
の
間
で
、
５
分
間
だ
け
ち
ょ
っ

と
数
学
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
趣

向
で
一
〇
〇
回
に
わ
た
っ
て
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
好
評
コ
ラ

ム
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
50
話
を
収
録
。
楽
し
く
読
め
て

少
し
幸
福
に
な
れ
る
。

（
２
０
１
９
年
５
月
）
600405Ȃ7

15― 学 術
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GȂ404

赤
坂
憲
雄

象
徴
天
皇
と
い
う
物
語

１
１
８
８
円

昭
和
か
ら
平
成
へ
の
代
替
わ
り
を
眼
前
に
し
な
が
ら
、
象
徴

天
皇
制
に
厳
し
く
迫
り
、
天
皇
制
論
の
新
た
な
地
平
を
切
り

拓
い
た
画
期
的
論
考
が
、
書
き
下
ろ
し
の
補
章
「
象
徴
天
皇

を
め
ぐ
る
祭
祀
の
ゆ
く
え
」
を
加
え
て
、
平
成
の
終
わ
り
に

復
活
。
天
皇
制
論
の
基
本
と
な
る
一
冊
。
（
２
０
１
９
年
４
月
）
600404Ȃ0

GȂ403

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ミ
ラ
ー

山
岡
㜇
一
、
森

達
也
訳

〈
解
説
〉
山
岡
㜇
一

は
じ
め
て
の
政
治
哲
学

１
１
８
８
円

哲
人
の
言
葉
で
な
く
、
ご
く
普
通
の
人
々
の
意
見
・
情
報
を

手
掛
か
り
に
、
政
治
哲
学
を
論
じ
る
。
政
治
哲
学
の
基
本
か

ら
最
先
端
の
議
論
ま
で
、
簡
潔
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
ま

と
め
ら
れ
た
格
好
の
テ
キ
ス
ト
。
文
献
リ
ス
ト
も
最
新
の
文

献
ま
で
カ
バ
ー
し
、
充
実
。

（
２
０
１
９
年
４
月
）
600403Ȃ3◆

GȂ402

中
込
重
明

〈
解
説
〉
延
広
真
治

落
語
の
種
あ
か
し

１
６
９
４
円

古
典
落
語
の
多
く
は
、
噺
本
、
歌
舞
伎
な
ど
先
行
文
芸
・
芸

能
に
材
を
得
て
い
る
。
博
覧
強
記
の
著
者
は
膨
大
な
㗦
料
を

読
み
解
き
、
類
似
の
説
話
を
比
較
対
照
し
、
落
語
成
立
の
過

程
を
探
り
出
す
。
落
語
を
愛
し
た
著
者
が
遺
し
た
面
目
躍
如

の
種
あ
か
し
。

（
２
０
１
９
年
３
月
）
600402Ȃ6

GȂ401

山
内
志
朗

〈
解
説
〉
北
野
圭
介

新
版

天

使

の

記

号

学

ʕ
小
さ
な
中
世
哲
学
入
門
ʕ

１
６
２
８
円

例
え
ば
身
体
、
世
間
、
人
間
的
尺
度
…
…
。
人
は
つ
ね
に
媒

体
と
と
も
に
生
き
て
い
る
。
本
書
で
は
、
肉
体
、
欲
望
、
存

在
の
一
義
性
な
ど
を
考
察
し
な
が
ら
、
中
世
哲
学
の
本
質
に

挑
む
。
中
世
の
知
に
、
現
代
社
会
の
問
題
意
識
か
ら
迫
る
名

著
、
待
望
の
文
庫
化
！

（
２
０
１
９
年
３
月
）
600401Ȃ9

GȂ400

三
島
憲
一

ベ

ン

ヤ

ミ

ン

ʕ
破
壊
・
収
集
・
記
憶
ʕ

１
８
９
２
円

二
〇
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
生
き
、
現
代
思
想
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
。
右
か
左
か
と
い
う
出
来
合

い
の
選
択
を
拒
否
、
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
追
求
し
た
先
進

的
な
そ
の
思
想
と
生
涯
に
、
長
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
を

研
究
し
て
き
た
著
者
が
肉
薄
。

（
２
０
１
９
年
３
月
）
600400Ȃ2

学 術 ―16
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GȂ399

佐
藤
卓
己

〈
解
説
〉
藤
竹

暁

テ

レ

ビ

的

教

養

ʕ
一
億
総
博
知
化
へ
の
系
譜
ʕ

１
６
９
４
円

「
一
億
総
白
痴
化
」
が
危
惧
さ
れ
た
時
代
か
ら
約
半
世
紀
。

戦
前
に
は
じ
ま
る
「
放
送
教
育
運
動
」
の
軌
跡
を
通
し
て
、

従
来
の
娯
楽
文
化
／
報
道
論
で
は
な
く
、〈
教
養
の
メ
デ
ィ

ア
〉
と
し
て
の
テ
レ
ビ
を
論
じ
、
そ
の
可
能
性
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
た
画
期
的
著
作
。

（
２
０
１
９
年
１
月
）
600399Ȃ9

GȂ398

水
島
治
郎

反
転
す
る
福
祉
国
家

ʕ
オ
ラ
ン
ダ
モ
デ
ル
の
光
と
影
ʕ

１
４
７
４
円

オ
ラ
ン
ダ
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
る
雇
用
・
福
祉
改
革
が
進
む
「
寛

容
」
な
国
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
移
民
・
外
国
人
の
「
排
除
」
も
急

速
に
進
行
し
た
。
対
極
的
に
見
え
る
現
実
に
は
ど
の
よ
う
な

論
理
が
潜
ん
で
い
る
の
か
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
揺
れ
る
時
代

を
読
み
解
く
。

（
２
０
１
９
年
１
月
）
600398Ȃ2

GȂ397

二
宮
正
之

小
林
秀
雄
の
こ
と

１
６
２
８
円

外
国
文
学
か
ら
日
本
の
古
典
、
音
楽
や
絵
画
と
い
っ
た
分
野

ま
で
、
自
ら
の
知
識
に
安
住
せ
ず
に
、
自
分
自
身
の
知
の
限

界
を
見
極
め
つ
つ
も
、
新
た
な
知
と
の
出
会
い
を
希
求
し
続

け
た
批
評
家
の
全
体
像
を
伝
え
る
本
格
的
評
論
。
芸
術
選
奨

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
作
。

（
２
０
１
８
年
12
月
）
600397Ȃ5

GȂ396

熊

沢

誠

過
労
死
・
過
労
自
殺
の
現
代
史

ʕ
働
き
す
ぎ
に
斃
れ
る
人
た
ち
ʕ

１
６
９
４
円

企
業
社
会
の
し
が
ら
み
や
「
強
制
さ
れ
た
自
発
性
」
に
絡
め

と
ら
れ
な
が
ら
、
限
界
を
こ
え
る
ま
で
働
く
ふ
つ
う
の
労
働

者
た
ち
。
膨
大
な
数
の
過
労
死
・
過
労
自
殺
の
事
例
を
徹
底

的
に
凝
視
し
た
本
書
は
、
現
状
を
変
え
て
い
く
た
め
の
、
鎮

魂
の
物
語
で
あ
る
。

（
２
０
１
８
年
12
月
）
600396Ȃ8

GȂ394・395

楊

海

英

〈
解
説
〉
藤
原
作
弥

墓

標

な

き

草

原
⟹上
⟹下

ʕ
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
文
化
大
革
命
・
虐
殺
の
記
録
ʕ

上
・
下
各
１
５
６
２
円

他
に
先
が
け
て
文
革
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
内
モ
ン
ゴ
ル
で

は
、
日
本
時
代
に
教
育
を
受
け
た
者
た
ち
が
粛
清
さ
れ
、
略

奪
と
殺
害
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
。
悲
劇
の
実
態
を
体

験
者
の
証
言
を
軸
に
克
明
に
た
ど
る
。
第
一
四
回
司
馬
遼
太

郎
賞
受
賞
作
。

（
上
２
０
１
８
年
10
月
、
下
12
月
）
600394Ȃ4/95Ȃ1
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ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン

池
本
幸
生
、
野
上
裕
生
、
佐
藤

仁
訳

不
平
等
の
再
検
討

ʕ
潜
在
能
力
と
自
由
ʕ

１
７
８
２
円

所
得
分
配
の
面
か
ら
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
不
平
等
や
福

祉
の
問
題
を
、
人
間
の
多
様
性
に
着
目
し
た
新
た
な
ア
プ
ロ

ー
チ
で
分
析
。
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
著
者
が
本

書
で
編
み
出
し
た
手
法
は
、
倫
理
学
・
法
律
学
な
ど
関
連
分

野
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

（
２
０
１
８
年
10
月
）
600393Ȃ7◆

GȂ391・392

宮
地
正
人

幕
末
維
新
変
革
史
⟹上
⟹下

上
・
下
各
１
９
５
８
円

ペ
リ
ー
来
航
前
夜
か
ら
西
南
戦
争
終
結
に
至
る
変
革
過
程
の

大
き
な
流
れ
を
、
維
新
期
史
料
に
通
暁
す
る
著
者
が
、
長
年

の
研
究
成
果
を
注
ぎ
込
み
、
当
事
者
た
ち
の
息
遣
い
を
伝
え

る
記
録
・
書
簡
・
日
記
等
を
駆
使
し
て
筋
道
立
て
て
描
き
出

す
幕
末
維
新
通
史
。

（
上
２
０
１
８
年
10
月
、
下
11
月
）
600391Ȃ3/92Ȃ0

GȂ390

伊

藤

清

確

率

論

と

私

１
１
０
０
円

日
本
の
確
率
論
研
究
の
基
礎
を
築
き
、多
く
の
俊
秀
を
育
て
、

ガ
ウ
ス
賞
第
一
回
受
賞
の
ほ
か
数
々
の
栄
誉
に
輝
い
た
伊
藤

清
。
数
学
者
に
な
る
ま
で
の
生
い
立
ち
、「
確
率
解
析
」
誕
生

の
経
緯
や
「
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉
」
な
ど
数
学
へ
の
深
い
思

い
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
集
。

（
２
０
１
８
年
10
月
）
600390Ȃ6

GȂ389

大
澤
真
幸

自
由
と
い
う
牢
獄

ʕ
責
任
・
公
共
性
・
㗦
本
主
義
ʕ

１
６
２
８
円

大
澤
自
由
論
が
最
も
ク
リ
ア
に
提
示
さ
れ
る
主
著
が
文
庫

に
。「
自
由
の
牢
獄
」「
責
任
論
」「〈
公
共
性
〉
の
条
件
」
の
三

つ
の
章
と
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
も
援
用
し
な
が
ら
〈
自
由
〉

の
新
し
い
概
念
を
提
起
す
る
章
と
で
構
成
。
河
合
隼
雄
学
芸

賞
受
賞
作
。

（
２
０
１
８
年
９
月
）
600389Ȃ0

GȂ388

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ

和
田
忠
彦
訳

永
遠
の
フ
ァ
シ
ズ
ム

１
１
２
２
円

現
代
イ
タ
リ
ア
の
代
表
的
知
識
人
が
、
ネ
オ
ナ
チ
の
台
頭
、

難
民
問
題
な
ど
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
を
取
り
上
げ
つ
つ
フ

ァ
ジ
ー
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
危
険
性
を
説
く
。
知
識
人
の
責
任

や
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
な
ど
も
鋭
く
問
い
詰
め
た
、
ま
さ
に
今

読
ま
れ
る
べ
き
思
想
的
問
題
提
起
の
書
。
（
２
０
１
８
年
８
月
）
600388Ȃ3
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末
木

文
美
士

『
碧

巌

録
』
を

読

む

１
２
５
４
円

「
宗
門
第
一
の
書
」
と
称
さ
れ
、
日
本
の
禅
に
多
大
な
影
響
を

あ
た
え
た
禅
教
本
の
最
高
峰
を
、
言
語
に
よ
る
言
語
の
解
体

行
為
と
い
う
視
点
か
ら
読
み
解
く
。
読
者
を
巻
き
込
み
な
が

ら
自
在
に
展
開
す
る
「
文
字
禅
」
の
世
界
、
そ
の
魅
力
を
伝

え
る
入
門
書
。

（
２
０
１
８
年
８
月
）
600387Ȃ6

GȂ386

鹿
野
政
直

沖

縄

の

淵

ʕ
伊
波
普
㛺
と
そ
の
時
代
ʕ

１
７
６
０
円

民
族
文
化
の
自
立
と
従
属
の
は
ざ
ま
で
苦
闘
し
つ
つ
、「
沖

縄
学
」
を
切
り
拓
い
た
伊
波
普
㛺
。
そ
の
生
涯
と
思
索
を
軸

に
沖
縄
近
代
の
精
神
史
を
描
く
評
伝
。
現
代
文
庫
版
に
は
、

「
沖
縄
学
」
を
も
相
対
化
し
つ
つ
根
源
的
に
日
本
を
問
い
直

す
詩
人
・
八
重
洋
一
郎
の
言
葉
を
収
録
。
（
２
０
１
８
年
８
月
）
600386Ȃ9

GȂ385

鹿
野
政
直

沖
縄
の
戦
後
思
想
を
考
え
る

１
４
９
６
円

敗
戦
か
ら
占
領
、
そ
し
て
復
帰
を
経
て
今
日
ま
で
、
基
地
の

重
圧
と
対
峙
し
続
け
て
き
た
沖
縄
の
人
び
と
。
苦
難
の
歩
み

の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
曲
折
に
満
ち
た
思
想
像
を
、
深
い
共

感
を
も
っ
て
描
き
出
し
、
沖
縄
の
「
い
ま
」
と
向
き
合
う
視

座
を
提
示
す
る
。
人
名
索
引
付
き
。

（
２
０
１
８
年
７
月
）
600385Ȃ2

GȂ384

マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー

鈴
木
直
子
訳

新
版
占
領
の
記
憶

記
憶
の
占
領

ʕ
戦
後
沖
縄
・
日
本
と
ア
メ
リ
カ
ʕ

１
８
２
６
円

日
本
に
と
っ
て
、ア
メ
リ
カ
占
領
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
本
土
と
沖
縄
、
ま
た
、
男
性
と
女
性
に
よ
る
視
点
の
違

い
か
ら
、
そ
の
記
憶
は
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ

た
か
。
占
領
を
描
い
た
様
々
な
文
学
作
品
を
素
材
に
戦
後
の

時
空
間
を
読
み
解
く
。

（
２
０
１
８
年
７
月
）
600384Ȃ5

GȂ382

中
沢
新
一
、
河
合
俊
雄
編

思
想
家

河
合
隼
雄

１
３
２
０
円

河
合
隼
雄
の
著
作
は
、
心
理
学
の
枠
を
こ
え
神
話
・
昔
話
研

究
か
ら
独
特
の
日
本
文
化
論
ま
で
広
が
り
を
見
せ
た
。
そ
の

思
想
を
、
中
沢
新
一
、
鷲
田
清
一
、
赤
坂
憲
雄
、
養
老
孟
司
、

大
澤
真
幸
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る
当
代
一
流
の
識
者

た
ち
が
分
析
す
る
。

（
２
０
１
８
年
５
月
）
600382Ȃ1
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谷
川
俊
太
郎
、
河
合
俊
雄
編

臨
床
家

河
合
隼
雄

１
３
２
０
円

心
理
療
法
の
普
及
だ
け
で
な
く
多
方
面
で
活
躍
し
た
河
合
隼

雄
の
臨
床
家
と
し
て
の
㗡
を
、
事
例
発
表
の
記
録
、
教
育
分

析
を
受
け
た
心
理
学
者
の
体
験
談
、
分
析
家
の
道
へ
と
導
い

た
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
マ
ン
博
士
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
し

て
多
角
的
に
捉
え
る
。

（
２
０
１
８
年
４
月
）
600381Ȃ4

GȂ380

保

苅

実

〈
解
説
〉
本
橋
哲
也

ラ
デ
ィ
カ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

ʕ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
歴
史
実
践
ʕ

１
８
４
８
円

異
な
る
他
者
の
営
為
を
〈
歴
史
実
践
〉
と
捉
え
、
複
数
の
声

の
共
奏
可
能
性
を
全
身
で
信
じ
抜
く

根
源
的
多
元
性
の

前
に
立
ち
す
く
む
世
界
に
、
人
文
学
と
い
う
希
望
を
も
っ
て

対
峙
す
る
た
め
の
魅
力
的
な
仕
掛
け
に
満
ち
た
畢
生
の
名

著
、
つ
い
に
復
刊
！

（
２
０
１
８
年
４
月
）
600380Ȃ7

GȂ379

永

井

均

新
版

哲
学
の
密
か
な
闘
い

１
４
０
８
円

人
生
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
は
闘
う
こ
と
─
─
哲
学
者
・
永

井
均
の
、「
常
識
」
を
突
き
崩
す
思
考
過
程
が
た
ど
れ
る
論
文

集
。「
自
己
」「
道
徳
」「
言
語
」
な
ど
、
著
者
が
長
年
哲
学
の

テ
ー
マ
と
し
て
き
た
問
題
群
が
、
様
々
な
意
表
を
突
く
文
章

を
通
し
て
浮
び
上
が
る
！

（
２
０
１
８
年
３
月
）
600379Ȃ1

GȂ378

松
浦
寿
輝

〈
解
説
〉
島
田
雅
彦

平

面

論

ʕ
一
八
八
〇
年
代
西
欧
ʕ

１
１
８
８
円

白
紙
に
残
さ
れ
た
表
象
の
痕
跡
、
絵
画
の
二
㗨
元
、
ス
ク
リ

ー
ン
に
投
射
さ
れ
る
光
の
運
動
…
…
。
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
ジ

ャ
ン
ル
を
横
断
し
つ
つ
、
二
〇
世
紀
の
思
考
風
景
を
決
定
し

た
表
象
空
間
の
政
治
学
を
明
る
み
に
出
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

な
論
考
。

（
２
０
１
８
年
３
月
）
600378Ȃ4

GȂ376

中

村

元

前
田
專
學
監
修

〈
解
説
〉
前
田
專
學

〈
仏
典
を
よ
む
〉
4

大
乗
の
教
え
⟹下

ʕ
浄
土
三
部
経
・
華
厳
経
ほ
か
ʕ

１
１
０
０
円

日
本
仏
教
の
中
で
最
も
多
く
の
信
徒
を
持
つ
浄
土
教
の
根
本

経
典
で
あ
る
浄
土
三
部
経
、菩
Ḉ
行
を
強
調
す
る『
華
厳
経
』、

護
国
経
典
と
し
て
名
高
い
『
金
光
明
経
』
な
ど
日
本
人
に
と

っ
て
重
要
な
仏
典
を
解
説
。
最
も
わ
か
り
や
す
い
〈
お
経
入

門
〉
シ
リ
ー
ズ
、
完
結
！

（
２
０
１
８
年
６
月
）
600376Ȃ0
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中

村

元

前
田
專
學
監
修

〈
解
説
〉
前
田
專
學

〈
仏
典
を
よ
む
〉
3

大
乗
の
教
え
⟹上

ʕ
般
若
心
経
・
法
華
経
ほ
か
ʕ

１
１
０
０
円

仏
教
が
発
展
・
興
隆
す
る
中
で
生
ま
れ
、
日
本
に
伝
来
し
、

日
本
人
の
精
神
形
成
の
基
と
な
っ
た
大
乗
仏
教
。『
般
若
心

経
』『
金
剛
般
若
経
』『
維
摩
経
』『
勝
㞾
経
』『
法
華
経
』『
観

音
経
』
な
ど
、
日
本
仏
教
の
骨
格
を
な
し
た
重
要
な
大
乗
仏

典
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

（
２
０
１
８
年
４
月
）
600375Ȃ3

GȂ374

中

村

元

前
田
專
學
監
修

〈
解
説
〉
前
田
專
學

〈
仏
典
を
よ
む
〉
2

真
理
の
こ
と
ば

１
１
０
０
円

原
始
仏
典
の
な
か
で
最
も
有
名
な
「
法
句
経
」、
仏
弟
子
た
ち

の
告
白
「
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
」「
テ
ー
リ
ー
ガ
ー
タ
ー
」、
在

家
信
者
の
心
得
を
説
い
た
「
シ
ン
ガ
ー
ラ
へ
の
教
え
」
な
ど

仏
教
興
隆
期
の
重
要
な
経
典
を
仏
教
学
の
泰
斗
が
わ
か
り
や

す
く
解
説
。

（
２
０
１
８
年
２
月
）
600374Ȃ6

GȂ373

中

村

元

前
田
專
學
監
修

〈
解
説
〉
前
田
專
學

〈
仏
典
を
よ
む
〉
1

ブ
ッ
ダ
の
生
涯

１
１
２
２
円

仏
教
学
の
大
家
・
中
村
元
の
好
評
を
得
た
ラ
ジ
オ
連
続
講
義

シ
リ
ー
ズ
を
文
庫
化
。
第
一
巻
の
本
書
は
、ブ
ッ
ダ
の
誕
生
、

悪
魔
の
誘
惑
と
の
闘
い
、
最
後
の
説
法
に
至
る
ま
で
、
ブ
ッ

ダ
の
生
涯
に
即
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
最
初
期
の
原
始

仏
典
を
よ
み
解
く
。

（
２
０
１
７
年
12
月
）
600373Ȃ9

GȂ372

清

水

透

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
五
〇
〇
年

ʕ
歴
史
の
ト
ル
ソ
ー
ʕ

１
５
４
０
円

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
「
発
見
」
以
来
、
約
五
〇
〇
年
の
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
は
、私
た
ち
に
何
を
問
い
か
け
る
の
か
。

「
発
見
」
さ
れ
る
側
に
寄
り
添
う
視
点
か
ら
長
年
考
察
を
重

ね
て
き
た
著
者
が
、
既
成
の
歴
史
観
に
根
底
的
な
問
い
直
し

を
促
す
ユ
ニ
ー
ク
な
講
義
録
。

（
２
０
１
７
年
12
月
）
600372Ȃ2

GȂ371
Ｄ
・
Ｌ
・
グ
ッ
ド
ス
テ
ィ
ー
ン
、
Ｊ
・
Ｒ
・
グ
ッ
ド
ス
テ
ィ
ー
ン

砂
川
重
信
訳

フ
ァ
イ
ン
マ
ン
の
特
別
講
義

ʕ
惑
星
運
動
を
語
る
ʕ

１
１
８
８
円

知
ら
れ
ざ
る
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
の
名
講
義
を
再
現
。
ニ
ュ
ー
ト

ン
の
『
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
』
に
な
ら
い
、
三
角
形
の
合
同
・
相
似

だ
け
を
使
っ
て
、
惑
星
の
運
動
・
万
有
引
力
の
法
則
を
説
明

す
る
。
そ
の
魅
力
を
味
わ
う
た
め
の
解
説
や
フ
ァ
イ
ン
マ
ン

を
め
ぐ
る
回
想
は
印
象
深
い
。

（
２
０
１
７
年
12
月
）
600371Ȃ5
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柄
谷
行
人

新
版

漱

石

論

集

成

１
６
９
４
円

著
者
の
漱
石
論
の
原
点
と
も
い
え
る
「
意
識
と
自
然
」（
一
九

六
九
年
）
か
ら
九
〇
年
代
ま
で
の
漱
石
に
関
す
る
評
論
、
講

演
録
、
エ
ッ
セ
イ
等
を
精
選
し
、
集
成
。
古
今
東
西
の
文
学
・

哲
学
と
も
比
較
対
照
し
て
考
察
し
、
多
面
的
な
切
り
口
か
ら

せ
ま
る
漱
石
論
の
決
定
版
。

（
２
０
１
７
年
11
月
）
600370Ȃ8◆

GȂ369

宮
地
正
人

歴
史
の
な
か
の
新
選
組

１
４
９
６
円

激
動
の
幕
末
維
新
期
に
異
彩
を
放
ち
、
今
な
お
人
々
を
惹
き

つ
け
る
新
選
組
。
そ
の
実
像
に
維
新
史
研
究
の
第
一
人
者
が

信
頼
に
足
る
史
料
を
駆
使
し
て
迫
っ
た
画
期
的
〝
新
選
組
史

論
〟。
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え
た
増
補
版
。「
浪
士
組
・
新
徴

組
隊
士
出
身
地
別
一
覧
表
」
を
付
載
。

（
２
０
１
７
年
11
月
）
600369Ȃ2

GȂ368

中
沢
新
一

新
版

は
じ
ま
り
の
レ
ー
ニ
ン

１
２
５
４
円

レ
ー
ニ
ン
の
生
の
律
動
に
触
れ
る
唯
物
論
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
。
西
欧
形
而
上
学
の
底
を
突
き
破

る
、
二
〇
世
紀
の
グ
ノ
ー
シ
ス
思
想
の
可
能
性
と
は
何
か
。

ロ
シ
ア
革
命
か
ら
一
〇
〇
年
後
の
今
、
鮮
や
か
に
甦
る
、
誰

も
書
か
な
か
っ
た
レ
ー
ニ
ン
論
。

（
２
０
１
７
年
10
月
）
600368Ȃ5

GȂ366

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン

黒
崎

卓
、
山
崎
幸
治
訳

貧

困

と

飢

饉

１
８
０
４
円

二
〇
世
紀
に
世
界
各
地
で
起
き
た
「
大
飢
饉
」
の
原
因
は
、

食
料
総
供
給
量
の
不
足
で
は
な
く
人
々
が
十
分
な
食
料
を
入

手
す
る
権
原
（
能
力
と
㗦
格
）
が
損
な
わ
れ
た
結
果
で
あ
っ

た
。
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
の
、
開
発
経
済
学
に
新
た

な
地
平
を
切
り
開
い
た
画
期
的
な
書
。

（
２
０
１
７
年
７
月
）
600366Ȃ1◆

GȂ365

赤
澤
史
朗

〈
解
説
〉
西
村

明

靖

国

神

社

ʕ「
殉
国
」
と
「
平
和
」
を
め
ぐ
る
戦
後
史
ʕ１

５
６
２
円

「
靖
国
問
題
」
の
本
質
と
は
何
か
。
敗
戦
後
に
標
榜
し
た
「
平

和
主
義
」
が
徐
々
に
後
退
し
、
つ
い
に
は
Ａ
級
戦
犯
合
祀
に

至
っ
た
「
慰
霊
」
追
悼
の
変
遷
を
跡
づ
け
、
国
家
観
・
戦
争

観
・
宗
教
観
こ
そ
が
戦
後
一
貫
し
て
靖
国
を
め
ぐ
る
最
大
の

争
点
で
あ
る
こ
と
を
解
き
明
か
す
。

（
２
０
１
７
年
７
月
）
600365Ȃ4

学 術 ―22
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GȂ364

熊
野
純
彦

〈
解
説
〉
佐
々
木
雄
大

レ

ヴ

ィ

ナ

ス

ʕ
移
ろ
い
ゆ
く
も
の
へ
の
視
線
ʕ

１
４
９
６
円

戦
争
と
虐
殺
の
世
紀
を
生
き
延
び
た
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
問
題
と

し
た
「
時
間
」「
所
有
」「
存
在
」「
他
者
」
と
は
何
か
？

難

解
と
い
わ
れ
る
そ
の
二
つ
の
主
著
の
テ
ク
ス
ト
を
読
み
解

き
、
現
代
を
生
き
抜
く
強
ἣ
な
思
考
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た

著
者
初
期
の
名
著
。

（
２
０
１
７
年
６
月
）
600364Ȃ7

GȂ363

竹
内
光
浩
、
本
堂

明
、
武
藤
武
美
編
〈
解
説
〉
宮
村
治
雄

語

る

藤

田

省

三

ʕ
現
代
の
古
典
を
よ
む
と
い
う
こ
と
ʕ

１
５
４
０
円

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
批
評
精
神
を
も
っ
て
時
代
状
況
に
対
峙
し
続

け
た
思
想
史
家
・
藤
田
省
三
。「
談
論
風
発
」
の
人
・
藤
田
の
、

鮮
や
か
な
切
り
口
で
問
題
の
本
質
を
抉
り
出
す
「
語
り
」
を

生
き
生
き
と
再
現
、
書
か
れ
た
著
作
に
は
な
い
も
う
一
つ
の

魅
力
を
伝
え
る
。

（
２
０
１
７
年
６
月
）
600363Ȃ0

GȂ361

古
関
彰
一

日
本
国
憲
法
の
誕
生
増
補
改
訂
版

１
８
９
２
円

現
憲
法
制
定
過
程
で
何
が
起
き
た
か
。
第
九
条
制
定
の
背
景

に
存
在
し
た
も
の
と
は
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
、
日
本
側
の
動
向
を
解

明
し
て
定
評
あ
る
必
読
書
が
、
新
㗦
料
に
基
づ
く
知
見
に
よ

り
、
さ
ら
に
充
実
。
戦
後
の
平
和
主
義
の
原
点
を
再
照
射
す

る
論
点
も
加
え
た
改
訂
版
。

（
２
０
１
７
年
４
月
）
600361Ȃ6

GȂ359・360

奥
平
康
弘

〈
解
説
〉
長
谷
部
恭
男
、
島
薗
進

「
萬
世
一
系
」
の
研
究
⟹上
⟹下

ʕ「
皇
室
典
範
的
な
る
も
の
」
へ
の
視
座
ʕ

上
１
４
３
０
円

下
１
４
０
８
円

憲
法
学
研
究
の
泰
斗
が
、
戦
後
と
明
治
、
新
旧
二
つ
の
皇
室

典
範
を
読
み
解
き
、
制
度
と
し
て
の
天
皇
制
の
形
成
過
程
と

そ
の
基
本
的
性
格
を
検
証
。
日
本
国
憲
法
の
下
で
の
天
皇
・

皇
室
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
た
め
の
論
点
を
提

示
す
る
。

（
上
・
下
各
２
０
１
７
年
３
月
）
600359Ȃ3/60Ȃ9

GȂ358

井
上
達
夫

自

由

の

秩

序

ʕ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
法
哲
学
講
義
ʕ

１
０
３
４
円

「
自
由
」
や
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
は
秩
序
な
し
に
は
考
え
ら
れ

な
い
と
い
う
。
で
は
、「
自
由
」
を
可
能
に
す
る
秩
序
と
は
何

か
。「
自
由
」
と
「
正
義
」
と
の
関
わ
り
と
は
？

法
哲
学
の

第
一
人
者
に
よ
る
七
日
間
の
熱
血
講
義
と
、
聴
講
生
た
ち
が

鋭
い
質
問
で
迫
る
刺
激
的
な
討
議
。

（
２
０
１
７
年
３
月
）
600358Ȃ6
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GȂ357

加
藤
典
洋

増
補

日
本
人
の
自
画
像

１
６
２
８
円

「
日
本
人
」
と
い
う
「
ま
と
ま
り
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
過
程

を
批
判
的
に
検
討
し
、
共
同
性
を
め
ぐ
る
新
た
な
思
考
の
方

向
性
を
示
し
た
、
画
期
を
な
す
論
考
。「
ま
と
ま
り
」
か
ら

「
つ
な
が
り
」
へ
、「
内
在
」
か
ら
「
関
係
」
へ
の
〈
転
轍
〉
は
、

ど
の
よ
う
に
可
能
と
な
る
の
か
。

（
２
０
１
７
年
１
月
）
600357Ȃ9

GȂ356

吉

田

元

〈
解
説
〉
吉
村
俊
之

江

戸

の

酒

ʕ
つ
く
る
・
売
る
・
味
わ
う
ʕ

１
１
８
８
円

江
戸
初
期
に
は
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
い
た
酒
づ
く
り
の
技
術

は
、
そ
の
後
三
百
年
の
間
に
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
磨
き
上
げ
ら

れ
て
い
っ
た
。
江
戸
時
代
の
日
本
酒
を
め
ぐ
る
歴
史
・
社

会
・
文
化
の
諸
側
面
を
、
史
料
を
読
み
解
き
な
が
ら
精
細
に

描
き
出
す
。

（
２
０
１
６
年
12
月
）
600356Ȃ2

GȂ355

三
島
憲
一

ニ
ー
チ
ェ
か
く
語
り
き

１
１
８
８
円

ニ
ー
チ
ェ
は
何
を
語
り
、
後
世
の
芸
術
家
や
思
想
家
は
ど
う

読
ん
だ
の
か
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
三
島
由
紀
夫
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
学
派
な
ど
が
共
感
を
抱
い
た
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
を
紹
介

し
、
ニ
ー
チ
ェ
読
解
の
多
様
性
に
説
き
及
ぶ
。
岩
波
現
代
文

庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
２
０
１
６
年
12
月
）
600355Ȃ5

GȂ354

岩
渕
功
一

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

ʕ
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
が
ア
ジ
ア
を
ひ
ら
く
ʕ１

５
６
２
円

日
本
と
ア
ジ
ア
の
間
で
は
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
は
ど
の
よ

う
に
出
会
い
、
日
常
化
し
て
い
っ
た
の
か
。
日
本
の
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
欲
望
と
内
向
き
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の

危
う
い
関
係
を
あ
ぶ
り
出
し
た
先
駆
的
研
究
が
、
最
新
の
論

考
を
加
え
て
蘇
る
。

（
２
０
１
６
年
９
月
）
600354Ȃ8

GȂ353

風
間
洋
一

宇
宙
の
統
一
理
論
を
求
め
て

ʕ
物
理
は
い
か
に
考
え
ら
れ
た
か
ʕ

１
５
６
２
円

彼
方
の
銀
河
か
ら
太
陽
系
、
地
球
、
人
間
、
そ
れ
ら
を
造
る

分
子
、
原
子
、
極
微
の
素
粒
子
。
宇
宙
に
は
多
様
な
存
在
と

運
動
形
式
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
統
一
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し

て
き
た
人
類
の
情
熱
と
思
考
を
描
く
。
ヒ
ッ
グ
ズ
粒
子
発
見

や
超
弦
理
論
の
も
つ
意
味
を
語
る
。

（
２
０
１
６
年
９
月
）
600353Ȃ1

学 術 ―24
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GȂ351・352

松
沢
弘
陽
、
植
手
通
有
、
平
石
直
昭
編
〈
解
説
〉
平
石
直
昭

定
本

丸
山
眞
男
回
顧
談
⟹上
⟹下

上
１
６
２
８
円

下
１
５
６
２
円

晩
年
の
丸
山
が
、
自
ら
の
生
涯
を
同
時
代
の
な
か
に
据
え
て

語
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記
録
。
興
味
深
い
事
実
と
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
語
り
口
に
よ
る
、
昭
和
史
の
貴
重
な
証
言
。
読
解

を
助
け
る
詳
細
な
注
を
増
補
し
た
決
定
版
。
下
巻
に
人
名
索

引
を
収
録
。

（
上
２
０
１
６
年
７
月
、
下
８
月
）
600351Ȃ7/52Ȃ4

GȂ350

永

井

均

改
訂
版

な
ぜ
意
識
は
実
在
し
な
い
の
か

１
１
２
２
円

「
意
識
」
や
「
心
」
と
は
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
か
？

な
ぜ
私

た
ち
は
実
在
し
て
い
る
と
感
じ
る
の
か
？

古
く
か
ら
の
哲

学
の
難
問
に
著
者
独
自
の
独
在
論
と
言
語
哲
学
・
分
析
哲
学

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
挑
む
。
講
義
形
式
で
好
評
の
単
行
本
版
の

内
容
を
全
面
的
に
改
訂
。

（
２
０
１
６
年
６
月
）
600350Ȃ0

GȂ349

河
合
隼
雄
／
河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
鶴
見
俊
輔

〈
物
語
と
日
本
人
の
心
〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅵ

定
本
昔
話
と
日
本
人
の
心

１
７
６
０
円

「
浦
島
太
郎
」「
鶴
女
房
」
な
ど
古
く
か
ら
日
本
人
に
親
し
ま

れ
て
い
る
昔
話
に
は
、
ど
の
よ
う
な
日
本
人
独
特
の
意
識
が

現
わ
れ
て
い
る
か
。
ユ
ン
グ
心
理
学
の
視
点
か
ら
、
世
界
の

物
語
と
比
較
し
つ
つ
読
み
解
く
。
著
者
自
身
に
よ
る
解
題
を

付
し
た
定
本
。

（
２
０
１
７
年
４
月
）
600349Ȃ4

GȂ348

河
合
隼
雄
／
河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
岩
宮
恵
子

〈
物
語
と
日
本
人
の
心
〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅴ

昔
話
と
現
代

１
２
１
０
円

昔
話
の
中
に
は
、
今
も
変
わ
ら
な
い
人
間
の
心
性
の
深
層
が

映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
昔
話
に
出
て
く
る
殺
害
、
自
殺
、
変

身
㞍
、
異
類
聟
、
夢
な
ど
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
ユ
ン
グ

心
理
学
の
手
法
で
現
代
人
の
心
の
深
層
を
浮
き
彫
り
に
す

る
。
岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
２
０
１
７
年
２
月
）
600348Ȃ7

GȂ347

河
合
隼
雄
／
河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
鎌
田
東
二

〈
物
語
と
日
本
人
の
心
〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅳ

神
話
の
心
理
学

ʕ
現
代
人
の
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
ʕ

１
１
０
０
円

神
話
の
中
に
は
、
現
代
を
生
き
る
た
め
の
深
い
知
恵
が
詰
ま

っ
て
い
る
！

思
春
期
の
悩
み
、
男
女
の
恋
愛
、
親
と
子
の

ᷤ
藤
な
ど
誰
も
が
直
面
す
る
人
生
の
問
題
に
つ
い
て
、
世
界

の
さ
ま
ざ
ま
な
神
話
に
ヒ
ン
ト
を
読
み
解
く
「
神
々
の
処
方

箋
」。

（
２
０
１
６
年
12
月
）
600347Ȃ0
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GȂ346

河
合
隼
雄
／
河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
中
沢
新
一

〈
物
語
と
日
本
人
の
心
〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅲ

神
話
と
日
本
人
の
心

１
７
６
０
円

日
本
人
の
心
理
の
深
層
に
存
在
す
る
日
本
神
話
の
意
味
と
魅

力
を
、
世
界
の
神
話
・
物
語
と
の
比
較
の
中
で
、
わ
か
り
や

す
く
読
み
解
き
、
現
代
社
会
の
課
題
を
探
る
。
ユ
ン
グ
派
分

析
家
㗦
格
論
文
の
テ
ー
マ
を
全
面
展
開
し
た
著
者
晩
年
の
主

著
、
初
の
文
庫
化
。

（
２
０
１
６
年
10
月
）
600346Ȃ3

GȂ345

河
合
隼
雄
／
河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
小
川
洋
子

〈
物
語
と
日
本
人
の
心
〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ

物
語
を
生
き
る

ʕ
今
は
昔
、
昔
は
今
ʕ

１
３
６
４
円

『
竹
取
物
語
』『
宇
津
保
物
語
』『
落
窪
物
語
』『
浜
松
中
納
言

物
語
』『
平
中
物
語
』
な
ど
の
日
本
の
王
朝
物
語
に
現
れ
る
様

々
な
パ
タ
ー
ン
を
、
心
理
療
法
家
独
特
の
視
点
か
ら
読
み
解

き
、
現
代
人
が
自
分
た
ち
の
物
語
を
作
る
上
で
参
考
に
な
る

知
恵
を
見
い
だ
す
。

（
２
０
１
６
年
８
月
）
600345Ȃ6

GȂ344

河
合
隼
雄
／
河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
河
合
俊
雄

〈
物
語
と
日
本
人
の
心
〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ

源
氏
物
語
と
日
本
人

ʕ
紫
マ
ン
ダ
ラ
ʕ

１
５
４
０
円

『
源
氏
物
語
』
は
光
源
氏
の
物
語
で
は
な
く
紫
式
部
の
物
語
だ

っ
た
！

そ
こ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
日
本
人
の
心
の
世
界
が
描
か

れ
て
い
た
か
？

心
理
療
法
家
・
河
合
隼
雄
が
日
本
人
の
心

性
の
古
層
に
せ
ま
る
。
母
性
社
会
日
本
を
生
き
る
現
代
人
が

直
面
す
る
問
題
を
解
く
鍵
が
こ
こ
に
あ
る
。
（
２
０
１
６
年
６
月
）
600344Ȃ9

GȂ343

深
谷
克
己

南
部
百
姓
命
助
の
生
涯

ʕ
幕
末
一
揆
と
民
衆
世
界
ʕ

１
５
６
２
円

幕
末
、
岩
手
の
陸
中
海
岸
沿
い
地
域
で
起
こ
っ
た
一
揆
を
率

い
た
百
姓
命
助
。「
獄
中
記
」
ほ
か
の
史
料
や
、
現
地
調
査
を

も
と
に
そ
の
波
瀾
の
生
涯
を
た
ど
り
、
維
新
前
夜
の
農
漁
村

に
生
き
た
人
々
の
暮
ら
し
の
実
態
、
彼
ら
の
世
界
観
、
時
代

の
う
ね
り
を
生
き
生
き
と
描
き
出
す
。

（
２
０
１
６
年
５
月
）
600343Ȃ2

GȂ342

野
家
啓
一

歴
史
を
哲
学
す
る

ʕ
七
日
間
の
集
中
講
義
ʕ

１
２
１
０
円

「
歴
史
的
事
実
」
と
さ
れ
る
も
の
は
何
か
？

科
学
哲
学
・
分

析
哲
学
の
視
点
か
ら「
歴
史
の
物
語
り
論
」「
歴
史
修
正
主
義
」

な
ど
歴
史
認
識
の
問
題
を
七
日
間
の
講
義
形
式
で
わ
か
り
や

す
く
解
説
す
る
。
歴
史
家
・
遅
塚
忠
躬
の
批
判
に
応
え
た
反

批
判
も
収
録
。

（
２
０
１
６
年
３
月
）
600342Ȃ5
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GȂ341

中

村

明

日

本

語

文

体

論

１
６
９
４
円

近
代
・
現
代
の
作
家
の
名
文
を
㗨
々
に
挙
げ
な
が
ら
、
日
本

語
の
文
体
の
特
質
を
具
体
的
に
分
か
り
易
く
説
い
た
一
冊
。

読
者
が
作
者
の
文
章
に
参
加
し
働
き
か
け
る
過
程
で
、
独
自

の
文
体
が
㗡
を
現
す
こ
と
に
な
る
。
日
本
語
の
持
つ
魅
力
、

楽
し
さ
が
縦
横
に
語
ら
れ
る
。

（
２
０
１
６
年
２
月
）
600341Ȃ8

GȂ340

二
宮
宏
之

〈
解
説
〉
林
田
伸
一

マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
を
読
む

１
３
８
６
円

雑
誌
「
ア
ナ
ー
ル
」
を
創
刊
し
、
現
代
歴
史
学
の
革
新
に
大

き
く
寄
与
し
た
歴
史
家
ブ
ロ
ッ
ク
。
ユ
ダ
ヤ
系
の
出
自
を
持

ち
ナ
チ
の
銃
弾
に
斃
れ
た
波
瀾
万
丈
の
生
涯
と『
封
建
社
会
』

な
ど
三
つ
の
主
著
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
史
の
碩
学
が
わ
か

り
や
す
く
語
る
。

（
２
０
１
６
年
１
月
）
600340Ȃ1

GȂ339

中
野
三
敏

書
誌
学
談
義

江
戸
の
板
本

１
４
３
０
円

書
誌
学
と
は
時
代
の
産
物
と
し
て
の
書
物
そ
の
も
の
か
ら
様

々
な
「
情
報
」
を
引
き
出
す
た
め
の
技
術
で
あ
る
。
近
世
文

学
研
究
の
泰
斗
が
、
江
戸
の
板
本
を
手
に
と
り
理
解
す
る
た

め
の
基
礎
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
伝
授
す
る
、
和
本
リ
テ
ラ

シ
ー
を
育
む
た
め
の
最
良
の
入
門
書
。

（
２
０
１
５
年
12
月
）
600339Ȃ5

GȂ338

生
井
英
考

ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ク
ル
ー
ズ
に
う
っ
て
つ
け
の
日

ʕ
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
文
化
と
イ
メ
ー
ジ
ʕ１

８
９
２
円

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
一
体
ど
の
よ
う
な
経
験
だ
っ
た

の
か
。
政
治
や
軍
事
を
め
ぐ
る
状
況
か
ら
報
道
・
文
学
・
記

念
碑
・
写
真
・
映
画
な
ど
の
戦
争
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
表
象

ま
で
、
多
面
的
な
切
り
口
か
ら
の
考
察
を
通
じ
て
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
の
本
質
に
迫
る
。

（
２
０
１
５
年
12
月
）
600338Ȃ8

GȂ337

杉

田

敦

境
界
線
の
政
治
学
増
補
版

１
３
２
０
円

国
家
の
内
部
と
外
部
、
正
義
と
邪
悪
、
日
常
と
非
日
常
な
ど

の
間
に
引
か
れ
た
境
界
線
に
こ
そ
、
政
治
は
立
ち
現
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
近
代
の
政
治
理
解
に
縛
ら
れ
る
我
々
の
思
考

を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
る
論
集
。
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た

旧
版
に
二
論
文
を
増
補
す
る
。

（
２
０
１
５
年
12
月
）
600337Ȃ1
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GȂ335

上
野

千
鶴
子

発

情

装

置
新
版

１
６
７
２
円

ヒ
ト
が
欲
情
す
る
の
は
、
そ
う
さ
せ
る
「
文
化
装
置
」
ゆ
え

と
、
大
胆
に
暴
露
。
援
助
交
際
・
婚
活
殺
人
・「
こ
じ
ら
せ
女

子
」
な
ど
時
代
ご
と
の
性
風
景
や
、
春
画
・
写
真
・
オ
ブ
ジ
ェ

な
ど
古
今
東
西
の
ア
ー
ト
か
ら
、
発
情
を
強
い
る
「
エ
ロ
ス

の
シ
ナ
リ
オ
」
を
読
み
解
く
。

（
２
０
１
５
年
11
月
）
600335Ȃ7◆

GȂ334

上
野

千
鶴
子

差

異

の

政

治

学
新
版

１
７
６
０
円

「
わ
れ
わ
れ
」
と
「
か
れ
ら
」、「
内
部
」
と
「
外
部
」
と
の
間

に
ひ
か
れ
る
切
断
線
。
常
に
「
非
対
称
」
で
あ
る
切
断
線
に

働
く
力
学
を
読
み
解
き
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
パ

ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
の
意
義
と
、
今
後
の
可
能
性
を
提
示
す

る
。

（
２
０
１
５
年
11
月
）
600334Ȃ0◆

GȂ330

河
合
俊
雄

ユ

ン

グ
魂
の
現
実
性

リ
ア
リ
テ
ィ
ー

１
３
８
６
円

個
人
を
超
え
た
無
意
識
を
強
調
し
、
独
自
の
心
理
学
・
心
理

療
法
の
理
論
を
打
ち
立
て
、
文
学
・
宗
教
・
芸
術
な
ど
様
々

な
分
野
に
影
響
を
与
え
た
ユ
ン
グ
。
神
秘
主
義
的
と
も
い
え

る
対
象
を
取
り
上
げ
た
そ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
思
想
に
真
正
面

か
ら
挑
ん
だ
知
的
評
伝
。

（
２
０
１
５
年
９
月
）
600330Ȃ2

GȂ328

高

橋

巖

〈
解
説
〉
若
松
英
輔

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
哲
学
入
門

ʕ
も
う
一
つ
の
近
代
思
想
史
ʕ

１
４
０
８
円

フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ゲ
ー
テ
な
ど
、
人
間
を
概
念
的
論

理
的
に
追
求
し
た
哲
学
者
た
ち
は
、
そ
の
思
索
の
根
源
に
霊

的
な
る
も
の
へ
の
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
。
神
秘
学
者
シ
ュ
タ

イ
ナ
ー
に
よ
り
捉
え
ら
れ
た
「
も
う
一
つ
の
」
近
代
思
想
史

が
、
つ
い
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

（
２
０
１
５
年
６
月
）
600328Ȃ9

GȂ326

谷

川

稔

十
字
架
と
三
色
旗

ʕ
近
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
教
分
離
ʕ

１
３
６
４
円

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
人
び
と
の
生
活
規
範
を
ど
う
変
え
た
の

か
。
革
命
期
か
ら
現
代
に
至
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
共
和
派

の
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
闘
争
の
あ
と
を
た
ど
る
。「
自
由
・

平
等
・
友
愛
」
の
共
和
国
像
の
陰
に
隠
さ
れ
た
、
も
う
一
つ

の
近
代
フ
ラ
ン
ス
史
。

（
２
０
１
５
年
５
月
）
600326Ȃ5
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GȂ325

斉

藤

孝

〈
解
説
〉
木
畑
洋
一

戦
間
期
国
際
政
治
史

１
４
９
６
円

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
が
「
危
機
の
二
〇
年
」
と
呼
ん
だ
、
二
つ
の
世

界
大
戦
の
あ
い
だ
の
「
戦
間
期
」。
こ
の
国
際
政
治
史
を
、
単

な
る
国
家
間
の
外
交
関
係
で
は
な
く
、
各
国
の
内
政
史
、
経

済
史
、
社
会
史
、
思
想
史
な
ど
の
諸
分
野
と
の
関
連
で
構
造

的
に
捉
え
る
画
期
的
な
概
説
書
。

（
２
０
１
５
年
５
月
）
600325Ȃ8

GȂ323

柄
谷
行
人

世

界

史

の

構

造

１
５
４
０
円

世
界
史
の
全
過
程
を
交
換
様
式
の
観
点
か
ら
根
本
的
に
と
ら

え
直
し
、
人
類
社
会
の
秘
め
ら
れ
た
㗨
元
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
た
本
書
は
、
私
た
ち
に
未
来
へ
の
想
像
力
と
実
績
へ
の
信

頼
を
回
復
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
理
念
的
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
ま

ま
現
実
的
で
あ
る
稀
有
の
思
索
。
改
訂
版
。（
２
０
１
５
年
１
月
）
600323Ȃ4◆

GȂ321

大

貫

隆

イ
エ
ス
と
い
う
経
験

１
４
３
０
円

歴
史
上
の
人
物
で
あ
っ
た
イ
エ
ス
は
、
彼
自
身
の
「
今
」
を

ど
う
理
解
し
経
験
し
て
い
た
の
か
。
復
活
信
仰
か
ら
生
誕
へ

と
Ḫ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
「
標
準
文
法
」
と
は
逆
向
き
に
福
音

書
の
物
語
を
読
み
な
お
し
、
イ
エ
ス
の
経
験
の
全
体
像
を
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
く
。

（
２
０
１
４
年
10
月
）
600321Ȃ0

GȂ318

戸
川
芳
郎

古
代
中
国
の
思
想

１
１
８
８
円

中
国
文
明
の
始
ま
り
か
ら
漢
魏
の
時
代
に
い
た
る
思
想
の
流

れ
を
、
一
五
の
テ
ー
マ
で
語
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
概
説
書
。
孔

子
、
墨
家
、
孟
子
、
荘
子
、
老
子
、
荀
子
、
諸
子
百
家
、
司
馬

遷
、
董
仲
舒
…
…
。
陰
陽
思
想
、
黄
老
思
想
、
経
学
、
讖
緯
思

想
、
生
成
論
…
…
。
詳
細
な
索
引
付
き
。
（
２
０
１
４
年
９
月
）
600318Ȃ0

GȂ317

中

村

元

原
始
仏
典
を
読
む

１
６
７
２
円

原
始
仏
典
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
な
ど
を
読

み
な
が
ら
、
釈
尊
の
教
え
と
生
涯
を
平
明
に
解
き
明
か
す
。

普
遍
的
な
法
に
目
覚
め
た
人
全
て
が
ブ
ッ
ダ
で
あ
る
こ
と
、

仏
教
の
根
本
的
理
法
が
、「
慈
悲
」
の
精
神
に
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。

（
２
０
１
４
年
９
月
）
600317Ȃ3
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GȂ314

田
中
仁
彦

デ
カ
ル
ト
の
旅
／
デ
カ
ル
ト
の
夢

ʕ
『
方
法
序
説
』
を
読
む
ʕ

１
４
９
６
円

天
動
説
の
崩
壊
を
目
撃
し
た
デ
カ
ル
ト
は
、
カ
オ
ス
と
化
し

た
世
界
を
手
探
り
で
進
み
、
つ
い
に
近
代
と
い
う
新
し
い
世

界
の
原
理
を
探
り
あ
て
た
。
Ṗ
の
バ
ラ
十
字
団
を
追
う
青
春

彷
徨
と
「
炉
部
屋
の
夢
」
を
追
体
験
し
、『
方
法
序
説
』
誕
生

の
秘
密
を
解
明
す
る
。

（
２
０
１
４
年
７
月
）
600314Ȃ2

GȂ313

谷
川

多
佳
子

デ
カ
ル
ト
『
方
法
序
説
』
を
読
む

１
１
２
２
円

こ
の
あ
ま
り
に
も
有
名
な
著
作
は
今
日
ま
で
ど
の
よ
う
に
読

ま
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
現
代
思
想
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ

る
の
か
。『
方
法
序
説
』
の
思
索
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
背
景

を
追
究
し
、
デ
カ
ル
ト
思
想
の
全
体
像
を
平
明
に
読
み
解
い

て
ゆ
く
入
門
書
。

（
２
０
１
４
年
６
月
）
600313Ȃ5

GȂ312

テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
-ス
ズ
キ

田
代
泰
子
訳

〈
解
説
〉
成
田
㜇
一

過
去
は
死
な
な
い

ʕ
メ
デ
ィ
ア
・
記
憶
・
歴
史
ʕ

１
５
６
２
円

長
き
論
争
を
超
え
て
、
歴
史
へ
の
新
た
な
対
話
は
い
か
に
し

て
可
能
に
な
る
か
。
過
去
の
イ
メ
ー
ジ
を
再
生
産
す
る
小

説
・
写
真
・
映
画
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
が
提
示
す
る
歴
史
像
を
解
読
し
、「
歴
史
へ
の
真
摯
さ
」
を

読
者
に
促
す
。

（
２
０
１
４
年
６
月
）
600312Ȃ8

GȂ310

柴
田
南
雄

〈
解
説
〉
佐
野
光
司

音
楽
史
と
音
楽
論

１
３
２
０
円

音
楽
は
人
類
史
上
い
か
に
変
遷
し
て
き
た
か
。
本
書
は
日
本

を
軸
に
東
洋
・
西
洋
音
楽
史
を
共
時
的
に
比
較
す
る
画
期
的

試
み
。
現
代
の
世
界
音
楽
を
非
西
欧
音
楽
と
西
洋
古
典
音
楽

が
融
合
し
た
音
と
し
て
描
き
だ
す
。
実
作
と
理
論
活
動
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
凝
縮
し
た
力
作
。

（
２
０
１
４
年
４
月
）
600310Ȃ4

GȂ307・308

Ｅ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

川
北

稔
訳

コ
ロ
ン
ブ
ス
か
ら
カ
ス
ト
ロ
ま
で
Ⅰ
Ⅱ

ʕ
カ
リ
ブ
海
域
史
、
一
四
九
二
Ȃ一
九
六
九
ʕ

Ⅰ
１
６
２
８
円

Ⅱ
品
切

帝
国
主
義
に
侵
さ
れ
、
分
断
さ
れ
て
き
た
カ
リ
ブ
海
域
の
五

世
紀
に
及
ぶ
歴
史
を
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
島
生
ま
れ
の
黒
人
歴

史
家
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
政
治
指
導
者
で
も
あ
る
著
者
が
鋭

い
感
性
で
描
く
。
西
洋
中
心
の
世
界
史
観
か
ら
脱
却
す
る
た

め
の
果
敢
な
試
み
。

（
Ⅰ
=２
０
１
４
年
１
月
、
Ⅱ
=２
月
）
600307Ȃ4/08Ȃ1
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GȂ302

若
松
英
輔

岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』
を
読
む

１
０
７
８
円

『
茶
の
本
』
は
、
英
文
で
出
版
さ
れ
た
岡
倉
天
心
の
代
表
作
。

茶
道
が
「
美
の
宗
教
」
で
あ
り
、
普
遍
的
な
霊
性
の
顕
現
で

あ
る
こ
と
を
、
西
洋
に
初
め
て
伝
え
た
。
気
鋭
の
批
評
家
が

新
た
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
哲
人
の
思
想
の
核
心
に
迫
る
。

岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
２
０
１
３
年
12
月
）
600302Ȃ9

GȂ300

伊
藤
正
雄
訳

現
代
語
訳

学
問
の
す
す
め

１
４
５
２
円

『
学
問
の
す
す
め
』
は
、
福
沢
諭
吉
の
主
著
で
あ
り
、
明
治
期

を
代
表
す
る
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
で
あ
る
。
今
な
お
読
み
継
が

れ
て
い
る
国
民
的
古
典
を
、
原
文
の
意
味
を
尊
重
し
た
わ
か

り
易
い
現
代
語
訳
で
、
現
代
の
読
者
に
味
わ
い
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
の
一
冊
。

（
２
０
１
３
年
10
月
）
600300Ȃ5

GȂ296

安
丸
良
夫

出

口

な

お

ʕ
女
性
教
祖
と
救
済
思
想
ʕ

１
６
７
２
円

生
活
苦
と
家
族
の
不
幸
が
重
な
る
な
か
、
大
本
教
を
開
教
し

た
出
口
な
お
（
一
八
三
六
─
一
九
一
八
）。
す
べ
て
の
人
に

改
心
を
も
と
め
る
、
そ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
千
年
王
国
的
終
末

思
想
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
。
民
衆
思
想
史
家
が
宗
教

者
の
内
面
に
迫
る
評
伝
の
㑹
作
。

（
２
０
１
３
年
７
月
）
600296Ȃ1

GȂ294

中
川
正
之

漢
語
か
ら
み
え
る
世
界
と
世
間

ʕ
日
本
語
と
中
国
語
は
ど
こ
で
ず
れ
る
か
ʕ１

０
５
６
円

漢
語
は
漢
字
音
か
ら
な
る
語
だ
が
、
意
味
や
用
法
が
中
国
語

と
ず
れ
た
も
の
が
多
い
。
漢
語
に
は
体
感
に
基
づ
く
「
世
間

語
」
と
抽
象
的
な
「
世
界
語
」
の
別
が
あ
る
が
、
中
国
語
に
は

な
い
。
日
本
語
と
中
国
語
の
ず
れ
の
原
因
を
探
究
し
、
両
国

の
文
化
の
違
い
を
論
ず
る
。

（
２
０
１
３
年
５
月
）
600294Ȃ7

GȂ293

小
林
敏
明

西
田
哲
学
を
開
く

ʕ
〈
永
遠
の
今
〉
を
め
ぐ
っ
て
ʕ

１
２
９
８
円

西
田
哲
学
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
永
遠
の
今
」
を
考
察
す
る
。

宗
教
学
、
精
神
病
理
学
、
現
代
思
想
な
ど
、
様
々
な
議
論
の

場
に
引
き
出
す
こ
と
で
、西
田
の
思
想
を
外
部
に
開
放
し
て
、

西
田
哲
学
の
新
た
な
可
能
性
を
照
ら
し
出
す
。

岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
２
０
１
３
年
５
月
）
600293Ȃ0
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GȂ287

志
賀
浩
二

〈
数
学
が
生
ま
れ
る
物
語
〉
第
1
週

数
の
誕
生

１
０
５
６
円

数
と
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
。
第
１
週
で
は
、
数
学
学

習
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
自
然
数
、
分
数
、
小
数
を
学
び

ま
す
。
楽
し
く
学
ぶ
う
ち
に
数
が
生
み
出
さ
れ
る
し
く
み
が

わ
か
り
、だ
ん
だ
ん
と
数
学
の
考
え
方
に
慣
れ
て
い
き
ま
す
。

（
２
０
１
３
年
４
月
）
600287Ȃ9

GȂ284

ラ
ン
ド
ル
・
コ
リ
ン
ズ

井
上

俊
、
磯
部
卓
三
訳

脱
常
識
の
社
会
学
第
二
版

ʕ
社
会
の
読
み
方
入
門
ʕ

１
４
３
０
円

な
ぜ
我
々
は
疑
い
も
せ
ず
取
引
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
な
ぜ

結
婚
す
る
の
だ
ろ
う
。
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
片
づ
け
ら

れ
て
い
る
日
常
の
生
活
を
め
ぐ
る
「
常
識
」。
そ
の
深
層
構

造
を
、
儀
礼
と
象
徴
の
理
論
を
通
し
て
脱
常
識
化
し
解
明
し

て
ゆ
く
社
会
学
の
入
門
書
。

（
２
０
１
３
年
３
月
）
600284Ȃ8

GȂ283

井
筒
俊
彦

〈
解
説
〉
若
松
英
輔

『
コ
ー
ラ
ン
』
を
読
む

１
７
３
８
円

『
コ
ー
ラ
ン
』を
テ
キ
ス
ト
に
そ
っ
て
解
読
す
る
こ
と
で
、「
終

末
論
」「
預
言
者
」「
啓
示
」
等
の
根
本
概
念
と
、『
コ
ー
ラ
ン
』

の
深
い
精
神
性
が
明
確
に
さ
れ
る
。
優
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の

入
門
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
最
良
の
「
井
筒
哲
学
入
門
」
の

書
で
も
あ
る
。

（
２
０
１
３
年
２
月
）
600283Ȃ1◆

GȂ281

江

沢

洋

だ
れ
が
原
子
を
み
た
か

１
７
８
２
円

原
子
を
見
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
時
代
に
な
ぜ
そ
の
存
在
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。
単
な
る
歴
史
的
な
解
説
で

は
な
く
、
各
時
代
の
科
学
者
の
探
求
の
過
程
を
、
著
者
ら
の

身
近
な
実
験
で
確
認
し
な
が
ら
考
察
す
る
。
物
理
と
は
何
か

を
根
本
か
ら
考
え
る
一
冊
。

（
２
０
１
３
年
１
月
）
600281Ȃ7

GȂ280

網
野
善
彦

〈
解
説
〉
安
丸
良
夫

宮
本
常
一
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』
を
読
む

１
３
８
６
円

既
存
の
日
本
像
に
鋭
く
切
り
こ
む
日
本
中
世
史
家
が
、
宮
本

常
一
の
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』
を
読
み
ぬ
き
、
歴
史
の
中

の
老
人
・
女
性
・
子
供
・
遍
歴
民
の
役
割
や
東
日
本
と
西
日

本
と
の
間
の
大
き
な
差
異
に
着
目
し
た
そ
の
先
駆
性
を
明
ら

か
に
す
る
。

（
２
０
１
３
年
１
月
）
600280Ȃ0
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GȂ275～277
ド
ミ
ト
リ
・
フ
ォ
ミ
ー
ン
、
セ
ル
ゲ
イ
・
ゲ
ン
キ
ン
、
イ
リ
ヤ
・
イ
テ
ン
ベ
ル
ク

志
賀
浩
二
、
田
中
紀
子
訳

〈
解
説
〉
佐
藤
雅
彦

や
わ
ら
か
な
思
考
を
育
て
る
数
学
問
題
集
1
～
3

１
＝
１
４
５
２
円

２
＝
１
２
１
０
円

３
＝
１
２
７
６
円

ロ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
十
代
は
じ
め
か
ら
夢
中
に
な
っ
て

取
り
組
ん
だ
、
と
っ
て
お
き
の
問
題
が
ぎ
っ
し
り
。
解
く
の

に
求
め
ら
れ
る
の
は
中
学
レ
ベ
ル
の
知
識
と
考
え
つ
づ
け
る

根
気
、
そ
し
て
や
わ
ら
か
な
頭
。
解
き
方
が
ふ
っ
と
見
え
た

と
き
の
気
分
は
最
高
。

（
１
=２
０
１
２
年
11
月
、
２
・
３
=12
月
）

600275Ȃ6/76Ȃ3/77Ȃ0◆

GȂ271

上
野

千
鶴
子

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
新
版

１
６
５
０
円

「
従
軍
慰
安
婦
」
の
存
在
は
周
知
の
も
の
だ
っ
た
の
に
、
当
事

者
に
よ
る
告
発
ま
で
な
ぜ
彼
女
ら
の
存
在
は
「
見
え
て
」
い

な
か
っ
た
の
か
。
な
ぜ
い
ま
だ
に
解
決
し
な
い
の
か
。「
慰

安
婦
」
問
題
を
真
正
面
か
ら
論
じ
話
題
と
な
っ
た
著
作
に
、

そ
の
後
の
論
考
を
加
え
た
新
版
。

（
２
０
１
２
年
10
月
）
600271Ȃ8◆

GȂ270

上
野

千
鶴
子

生
き
延
び
る
た
め
の
思
想
新
版

１
７
６
０
円

女
性
も
兵
士
と
な
る
の
が
「
平
等
」
か
、
自
爆
テ
ロ
や
連
合

赤
軍
事
件
に
か
か
わ
っ
た
女
た
ち
の
立
ち
位
置
と
は
─
─
。

「
死
ぬ
た
め
の
思
想
」
で
は
な
く
、
弱
者
が
弱
者
と
し
て
生
き

ら
れ
る
た
め
の
思
想
を
紡
い
だ
論
考
群
。
東
日
本
大
震
災
後

の
東
大
最
終
講
義
も
収
録
。

（
２
０
１
２
年
10
月
）
600270Ȃ1◆

GȂ265

復
本
一
郎

俳

句

実

践

講

義

１
４
９
６
円

俳
句
の
実
作
指
導
を
通
し
て
、
わ
か
り
易
く
、
俳
句
文
学
の

歴
史
と
そ
の
理
論
を
講
義
す
る
。
近
世
の
芭
蕉
、
鬼
貫
、
近

代
の
子
規
に
い
た
る
俳
論
、
俳
句
を
通
し
て
、「
切
字
」「
季

語
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
俳
句
文
学
の
勘
所
、
奥
深
い

魅
力
を
解
説
す
る
。

（
２
０
１
２
年
５
月
）
600265Ȃ7

GȂ263

イ
・
ヨ
ン
ス
ク

「
国
語
」
と
い
う
思
想

ʕ
近
代
日
本
の
言
語
認
識
ʕ

２
０
６
８
円

明
治
期
の
日
本
が
国
家
統
合
の
要
と
し
て
創
出
し
た
「
国

語
」。
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
せ
め
ぎ
合
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
展

開
を
上
田
万
年
・
保
科
孝
一
ら
の
言
語
思
想
を
軸
に
克
明
に

跡
づ
け
つ
つ
、
思
想
と
し
て
の
国
語
の
歴
史
と
そ
の
意
味
を

問
い
か
け
る
画
期
的
労
作
。

（
２
０
１
２
年
２
月
）
600263Ȃ3
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GȂ261

ア
ラ
ン
・
ソ
ー
カ
ル
、
ジ
ャ
ン
・
ブ
リ
ク
モ
ン

田
崎
晴
明
、
大
野
克
嗣
、
堀

茂
樹
訳

「
知
」

の

欺

瞞

ʕ
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
に
お
け
る
科
学
の
濫
用
ʕ

１
７
３
８
円

世
界
中
で
大
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
前
代
未
聞
の
偽
論
文
事

件
。
論
文
の
著
者
ソ
ー
カ
ル
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の

か
。
本
書
で
す
べ
て
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

思
想
の
著
述
に
見
ら
れ
る
科
学
用
語
の
明
白
な
濫
用
・
誤
用

の
数
々
。
な
ぜ
起
こ
る
の
か
。

（
２
０
１
２
年
２
月
）
600261Ȃ9

GȂ256

小
坂
国
継

西
田
哲
学
の
基
層

ʕ
宗
教
的
自
覚
の
論
理
ʕ

１
３
６
４
円

本
書
は
、
様
々
な
概
念
（
純
粋
経
験
、
絶
対
無
、
場
所
の
論

理
）
を
使
用
し
て
変
化
・
発
展
し
た
と
さ
れ
る
西
田
哲
学
が
、

終
始
一
貫
し
て
「
宗
教
的
自
覚
」
の
論
理
化
を
最
大
の
テ
ー

マ
と
し
た
と
す
る
観
点
か
ら
、
論
じ
ら
れ
た
独
自
の
西
田
論

で
あ
る
。
岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
（
２
０
１
１
年
11
月
）
600256Ȃ5

GȂ255

杉
山
光
信
編

日
高
六
郎
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

１
４
９
６
円

教
壇
と
書
斎
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
時
代
と
向
き
合
い
、
現

場
の
人
々
の
声
に
耳
を
傾
け
、発
言
し
て
き
た
日
高
六
郎
が
、

厖
大
な
著
作
の
中
か
ら
、
社
会
学
者
、
思
想
家
と
し
て
戦
争
、

近
代
主
義
、
市
民
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
論
じ
た
重
要
作
品

を
厳
選
。
岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
（
２
０
１
１
年
11
月
）
600255Ȃ8

GȂ252

緒
方
貞
子

〈
解
説
〉
酒
井
哲
哉

満

州

事

変

ʕ
政
策
の
形
成
過
程
ʕ

１
６
９
４
円

満
州
事
変
は
い
か
に
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
な
ぜ
連
盟
脱
退

に
至
っ
た
の
か
。
関
東
軍
・
陸
軍
中
央
部
・
政
府
指
導
者
な

ど
の
諸
勢
力
間
で
働
い
た
力
学
を
分
析
し
、
戦
争
へ
の
道
を

突
き
進
ん
だ
日
本
の
歩
み
を
立
体
的
に
描
き
出
し
た
記
念
碑

的
な
著
作
。

（
２
０
１
１
年
８
月
）
600252Ȃ7

GȂ251

上
野

千
鶴
子

不
惑
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

１
４
０
８
円

「
売
ら
れ
た
ケ
ン
カ
、
買
い
ま
す
」。
折
に
ふ
れ
共
感
、
時
に

物
議
も
か
も
し
て
き
た
上
野
千
鶴
子
の
発
言
は
、
四
〇
年
の

時
を
刻
ん
だ
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
歩
み
と
共
に
あ
っ
た
。
そ
の

軌
跡
を
余
さ
ず
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
再
現
し
た
迫
力
の
発
言

集
。
岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
２
０
１
１
年
５
月
）
600251Ȃ0◆

学 術 ―34

IWGBM101（本文合体）_三校_初校再処理_初校.smd  Page 3323/12/21 15:09  v3.60

GȂ249

井
上
達
夫

現

代

の

貧

困

ʕ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
日
本
社
会
論
ʕ

１
４
９
６
円

日
本
社
会
の
病
は
、ど
こ
に
あ
る
の
か
。
天
皇
制
と
い
う「
関

係
の
貧
困
」、
会
社
主
義
と
い
う
「
共
同
性
の
貧
困
」、
コ
ン

セ
ン
サ
ス
原
理
に
よ
る
「
合
意
の
貧
困
」
を
解
明
。
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
に
基
づ
く
社
会
の
再
編
へ
む
け
て
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な

青
写
真
を
描
く
。

（
２
０
１
１
年
３
月
）
600249Ȃ7

GȂ243

吉
川
忠
夫

王

羲

之

ʕ
六
朝
貴
族
の
世
界
ʕ

１
２
９
８
円

偉
大
な
書
家
と
し
て
著
名
な
王
羲
之
（
お
う
ぎ
し
）
は
、
四

世
紀
、六
朝
時
代
の
貴
族
で
あ
り
㑹
出
し
た
知
識
人
で
あ
る
。

本
書
は
そ
の
生
涯
と
生
活
、
思
想
と
信
仰
の
全
体
像
を
時
代

と
と
も
に
描
き
、
そ
の
書
の
背
後
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を

深
く
解
明
す
る
。
新
稿
も
収
録
。

（
２
０
１
０
年
10
月
）
600243Ȃ5

GȂ238

永

井

均

〈
解
説
〉
入
不
二
基
義

転
校
生
と
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク

ʕ
独
在
性
を
め
ぐ
る
セ
ミ
ナ
ー
ʕ

１
３
２
０
円

「
私
が
私
で
あ
る
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？

脳
と
身
体

が
入
れ
替
わ
っ
た
「
転
校
生
」
で
あ
る
〈
私
〉
は
ブ
ラ
ッ
ク
ジ

ャ
ッ
ク
の
よ
う
な
天
才
的
外
科
医
の
手
術
で
も
と
の
〈
私
〉

に
戻
れ
る
の
か
？

思
考
実
験
を
も
と
に
先
生
と
学
生
十
二

人
が
繰
り
広
げ
る
哲
学
セ
ミ
ナ
ー
。

（
２
０
１
０
年
５
月
）
600238Ȃ1

GȂ236

藤
原
帰
一

新
編

平
和
の
リ
ア
リ
ズ
ム

１
６
２
８
円

権
力
闘
争
と
し
て
の
国
際
政
治
の
実
情
を
前
提
と
し
た
う
え

で
、
平
和
の
条
件
を
粘
り
強
く
探
っ
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た
著

者
の
知
的
挑
戦
は
、現
代
世
界
に
生
起
す
る
諸
問
題
を
前
に
、

時
論
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
旧
版
に
新
論
考
を
多

数
加
え
、
全
面
的
に
再
編
集
。

（
２
０
１
０
年
４
月
）
600236Ȃ7

GȂ233

柄
谷
行
人

ト
ラ
ン
ス
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

ʕ
カ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
ʕ

１
８
７
０
円

カ
ン
ト
か
ら
マ
ル
ク
ス
を
読
み
、
マ
ル
ク
ス
か
ら
カ
ン
ト
を

読
む
。
移
動
と
視
差
に
よ
る
批
評
（
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
テ
ィ
ー

ク
）
を
方
法
と
し
て
、
社
会
主
義
の
倫
理
的
根
源
を
明
ら
か

に
し
、
来
る
べ
き
社
会
へ
の
実
践
を
構
想
す
る
。
英
語
版
に

基
き
改
訂
。

（
２
０
１
０
年
１
月
）
600233Ȃ6◆
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GȂ229

岡

義

武

〈
解
説
〉
坂
本
義
和

国

際

政

治

史

１
８
４
８
円

東
京
大
学
法
学
部
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
政
治
史
・
外
交

史
を
講
じ
た
岡
義
武
（
一
九
〇
二
―
一
九
九
〇

）
が
一
九
五
五
年
に
岩
波

全
書
の
一
冊
と
し
て
著
し
た
名
著
。
国
際
政
治
の
構
造
の
歴

史
的
変
化
を
描
き
出
し
た
画
期
的
な
内
容
は
、
今
も
必
読
の

古
典
と
し
て
生
き
て
い
る
。

（
２
０
０
９
年
９
月
）
600229Ȃ9

GȂ228

坂
野
潤
治

近
代
日
本
の
国
家
構
想

ʕ
一
八
七
一
Ȃ一
九
三
六
ʕ

１
３
６
４
円

近
代
日
本
の
政
治
家
や
思
想
家
は
、ど
ん
な
国
家
像
を
描
き
、

そ
れ
を
い
か
に
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
現
代
の
政
治
状

況
を
見
据
え
つ
つ
、
廃
藩
置
県
か
ら
戦
時
体
制
成
立
ま
で
の

政
治
史
を
、
多
様
な
政
治
体
制
構
想
の
相
剋
の
過
程
と
し
て

描
き
出
す
出
色
の
論
考
。

（
２
０
０
９
年
８
月
）
600228Ȃ2

GȂ225

河
合
隼
雄

河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
河
合
俊
雄

〈
心
理
療
法
〉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅵ

心
理
療
法
入
門

１
３
２
０
円

心
理
療
法
に
と
っ
て
必
要
と
思
わ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
、身
体
性
、

人
間
関
係
、
個
性
と
の
関
わ
り
な
ど
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て

解
説
し
た
入
門
書
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
め
ざ
す
人
に
は
も
ち

ろ
ん
、
教
育
者
な
ど
心
の
問
題
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
に
役

立
つ
本
。

（
２
０
１
０
年
３
月
）
600225Ȃ1

GȂ224

河
合
隼
雄

河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
末
木
文
美
士

〈
心
理
療
法
〉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅴ

ユ
ン
グ
心
理
学
と
仏
教

１
５
４
０
円

日
本
人
の
著
者
が
、
ユ
ン
グ
派
の
分
析
を
深
め
る
に
あ
た
っ

て
、
い
か
に
仏
教
の
力
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

帰
国
後
の
臨
床
経
験
、
牧
牛
図
、
禅
や
華
厳
の
世
界
な
ど
…
。

著
者
が
心
理
学
と
仏
教
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
初
め
て
本
格

的
に
論
じ
た
書
。

（
２
０
１
０
年
１
月
）
600224Ȃ4

GȂ223

河
合
隼
雄

河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
山
田
慶
兒

〈
心
理
療
法
〉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅳ

心
理
療
法
序
説

１
５
４
０
円

心
理
療
法
は
人
間
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
ユ

ン
グ
心
理
学
を
日
本
に
導
入
し
た
著
者
が
、
心
理
療
法
の
科

学
性
、
技
法
や
諸
問
題
、
心
理
療
法
家
の
訓
練
、
さ
ら
に
教

育
や
宗
教
と
の
関
連
を
考
察
。
河
合
心
理
学
の
約
三
〇
年
の

成
果
が
こ
こ
に
結
晶
。

（
２
０
０
９
年
11
月
）
600223Ȃ7
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GȂ221

河
合
隼
雄

河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
鷲
田
清
一

〈
心
理
療
法
〉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
際

１
４
９
６
円

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
実
際
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
場
面
で
直
面
す

る
問
題
と
は
何
か
？

ユ
ン
グ
派
心
理
学
の
泰
斗
で
あ
る
著

者
が
、
自
身
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
験
を
踏
ま
え
て
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
し
て
の
心
構
え
の
基
本
を
語
っ
た
、
河
合
心
理
療

法
入
門
の
実
践
編
。

（
２
０
０
９
年
７
月
）
600221Ȃ3

GȂ220

河
合
隼
雄

河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
茂
木
健
一
郎

〈
心
理
療
法
〉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ

ユ
ン
グ
心
理
学
入
門

１
６
５
０
円

河
合
隼
雄
の
処
女
作
で
あ
り
、
日
本
で
最
初
の
ユ
ン
グ
心
理

学
の
本
格
的
入
門
書
。
著
者
の
心
理
療
法
の
出
発
点
が
わ
か

る
本
で
あ
り
、
後
に
展
開
す
る
重
要
な
テ
ー
マ
が
数
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
文
庫
化
に
際
し
、「
序
説

ユ
ン
グ
心
理
学

に
学
ぶ
」
を
併
録
。

（
２
０
０
９
年
５
月
）
600220Ȃ6

GȂ217

上
野

千
鶴
子

セ
ク
シ
ィ
・
ギ
ャ
ル
の
大
研
究

ʕ
女
の
読
み
方
・
読
ま
れ
方
・
読
ま
せ
方
ʕ１

１
０
０
円

も
の
欲
し
げ
な
目
に
半
開
き
の
唇
、
し
な
り
く
ね
ら
せ
た
肢

体
。
世
に
流
布
す
る
お
色
気
広
告
を
、
上
野
千
鶴
子
が
ズ
バ

リ
分
析
。
社
会
が
演
出
す
る
「
女
ら
し
さ
」「
男
ら
し
さ
」
の

実
態
を
大
胆
に
、
そ
し
て
軽
妙
な
筆
致
で
あ
ば
き
出
す
。
キ

ケ
ン
で
快
感
一
杯
の
処
女
作
。

（
２
０
０
９
年
５
月
）
600217Ȃ6◆

GȂ216

上
野

千
鶴
子

家
父
長
制
と
㗦
本
制

ʕ
マ
ル
ク
ス
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
地
平
ʕ１

６
７
２
円

階
級
闘
争
で
も
性
解
放
運
動
で
も
突
破
し
え
な
か
っ
た
、
近

代
㗦
本
制
社
会
に
特
有
の
女
性
抑
圧
構
造
を
、「
市
場
」と「
家

族
」
と
の
相
互
依
存
関
係
に
着
目
し
、
理
論
・
歴
史
の
双
方

か
ら
明
快
に
分
析
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
の
新
た
な
地
平
を

拓
い
た
著
者
の
代
表
作
。

（
２
０
０
９
年
５
月
）
600216Ȃ9◆

GȂ214

ケ
ネ
ス
・
ル
オ
フ

高
橋

紘
監
修
／
木
村
剛
久
、
福
島
睦
男
訳
〈
解
説
〉
原

武
史

国

民

の

天

皇

ʕ
戦
後
日
本
の
民
主
主
義
と
天
皇
制
ʕ

１
６
５
０
円

昭
和
天
皇
か
ら
現
天
皇
へ
、
皇
室
の
行
動
様
式
は
ど
う
変
容

し
た
か
。
現
天
皇
即
位
後
の
二
〇
年
、
象
徴
と
し
て
の
天
皇

制
は
い
か
に
推
移
し
て
国
民
の
支
持
を
得
た
の
か
。
国
民
の

皇
室
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
を
ど
う
見
る
か
。
戦
後
天
皇
制
を

考
察
し
た
労
作
。

（
２
０
０
９
年
４
月
）
600214Ȃ5
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GȂ213

荒

井

献

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
言
葉

ʕ
福
音
書
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
く
ʕ

１
５
６
２
円

新
約
聖
書
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
は
、
現
代
に
生
き

る
読
者
に
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
げ
か
け
て
い
る
の

か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
福
音
書
記
者
の
立
場
や
時
代
背
景
に
よ
る

微
妙
な
違
い
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
言
葉
を
読
み
解
く
。

（
２
０
０
９
年
３
月
）
600213Ȃ8

GȂ212

原
田
信
男

〈
解
説
〉
神
崎
宣
武

江

戸

の

食

生

活

１
４
３
０
円

大
都
市
江
戸
の
食
べ
物
商
売
は
、
現
代
の
飲
食
産
業
に
も
匹

敵
す
る
ほ
ど
の
繁
盛
ぶ
り
。
武
士
の
日
記
に
み
る
食
生
活
、

肉
食
の
忌
避
と
そ
の
実
態
、
ア
イ
ヌ
や
琉
球
の
多
様
な
食
生

活
な
ど
、
食
を
め
ぐ
る
江
戸
期
の
生
活
文
化
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
文
献
を
紹
介
し
つ
つ
考
察
す
る
。

（
２
０
０
９
年
２
月
）
600212Ȃ1

GȂ210・211

Ｊ
・
カ
ラ
ー

富
山
太
佳
夫
、
折
島
正
司
訳

新
版

デ
ィ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
品
切

Ⅱ
１
２
１
０
円

現
代
思
想
で
は
、
何
を
デ
ィ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
ト（
解
体
）す
る

の
か
。
気
鋭
の
文
芸
理
論
家
が
、
テ
ク
ス
ト
理
論
、
読
書
行

為
論
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
論
等
を
中
核
に
す
え
、
文
学
作
品
や

フ
ロ
イ
ト
を
解
読
。
思
想
・
哲
学
の
最
新
配
置
図
を
描
く
現

代
思
想
の
名
著
。

（
Ⅰ
=２
０
０
９
年
２
月
、
Ⅱ
=３
月
）
600210Ȃ7/11Ȃ4

GȂ205

真
木
悠
介

〈
解
説
〉
大
澤
真
幸

自

我

の

起

原

ʕ
愛
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
動
物
社
会
学
ʕ

１
１
０
０
円

生
命
史
に
お
け
る
「
個
体
」
発
生
と
そ
の
主
体
化
の
画
期
的

意
義
と
は
何
か
。
遺
伝
子
理
論
・
動
物
行
動
学
等
の
成
果
か

ら
、
動
物
個
体
の
行
動
の
秘
密
を
探
り
、「
自
我
」
成
立
の
前

提
を
鮮
や
か
に
解
明
す
る
。「
人
間
的
自
我
」
を
探
究
す
る

比
較
社
会
学
の
㑹
作
。

（
２
０
０
８
年
11
月
）
600205Ȃ3

GȂ204

川

北

稔

民
衆
の
大
英
帝
国

ʕ
近
世
イ
ギ
リ
ス
社
会
と
ア
メ
リ
カ
移
民
ʕ１

３
２
０
円

一
七
・
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
貧
民
層
に
と
っ
て
、
帝

国
の
形
成
は
何
を
意
味
し
た
か
。
落
魄
し
年
季
奉
公
の
契
約

を
し
て
海
を
渡
っ
た
者
、
兵
士
、
流
刑
者
、
農
民
。
人
の
行

き
来
の
側
面
か
ら
大
英
帝
国
の
㗡
を
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
描
く

「
帝
国
」
の
社
会
史
。

（
２
０
０
８
年
11
月
）
600204Ȃ6
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GȂ202

柄
谷
行
人

定
本

日
本
近
代
文
学
の
起
源

１
６
７
２
円

明
治
二
〇
年
代
文
学
に
お
け
る
「
近
代
」「
文
学
」「
作
家
」

「
自
己
」「
表
現
」
と
い
う
近
代
文
学
の
装
置
そ
れ
自
体
を
再

吟
味
し
た
論
考
を
全
面
改
稿
し
た
決
定
版
。
文
学
が
成
立
し

て
思
考
の
枠
組
み
に
な
る
過
程
を
精
神
史
と
し
て
描
い
た
古

典
的
名
著
。

（
２
０
０
８
年
10
月
）
600202Ȃ2◆

GȂ201

山
内
昌
之

〈
解
説
〉
中
島
岳
志

ス
ル
タ
ン
ガ
リ
エ
フ
の
夢

ʕ
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
ロ
シ
ア
革
命
ʕ

１
６
５
０
円

ロ
シ
ア
革
命
が
は
ら
む
西
欧
中
心
主
義
の
限
界
を
い
ち
早
く

見
抜
い
て
い
た
タ
タ
ー
ル
人
革
命
家
ス
ル
タ
ン
ガ
リ
エ
フ（
一

八
九
二
―
一
九
四
〇

）。
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
風
土
と
歴
史
を
背
景
に
そ

の
「
ム
ス
リ
ム
民
族
共
産
主
義
」
を
詳
説
し
、
激
動
の
中
央

ア
ジ
ア
理
解
の
礎
石
を
提
示
す
る
。

（
２
０
０
９
年
１
月
）
600201Ȃ5

GȂ197

大

野

晋

源

氏

物

語

１
８
１
５
円

五
四
巻
の
物
語
が
巻
数
順
に
執
筆
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、

何
を
意
味
す
る
か
。
ほ
の
か
な
言
葉
遣
い
か
ら
主
題
の
展
開

を
ど
う
つ
か
む
か
。
紫
式
部
の
恋
愛
と
失
意
を
歌
集
・
日
記

か
ら
読
み
取
り
、
創
作
と
の
関
連
を
鋭
く
見
抜
い
た
画
期
的

源
氏
論
。

（
２
０
０
８
年
９
月
）
600197Ȃ1

GȂ193

豊
下
Ṙ
彦

昭
和
天
皇
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
見

１
２
１
０
円

戦
後
史
の
Ṗ
で
あ
り
続
け
た
全
一
一
回
の
極
秘
会
談
の
実
相

が
「
松
井
文
書
」
解
読
で
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
本
書

で
は
、
戦
後
レ
ジ
ー
ム
形
成
に
、
昭
和
天
皇
が
能
動
的
に
関

与
し
た
事
実
を
指
摘
、
従
来
の
昭
和
天
皇
像
を
根
底
か
ら
覆

す
。
岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
２
０
０
８
年
７
月
）
600193Ȃ3◆

GȂ186

安
丸
良
夫

近
代
天
皇
像
の
形
成

１
４
９
６
円

明
治
維
新
を
は
さ
む
約
一
世
紀
の
間
に
、
天
皇
制
を
め
ぐ
る

観
念
の
大
部
分
が
作
り
出
さ
れ
た
。
そ
の
生
成
と
展
開
の
過

程
か
ら
何
が
明
ら
か
に
な
る
か
。
膨
大
な
史
料
を
読
み
込

み
、
思
想
史
の
手
法
で
天
皇
制
の
本
質
と
受
容
基
盤
を
解
明

す
る
渾
身
の
一
冊
。

（
２
０
０
７
年
10
月
）
600186Ȃ5

39― 学 術
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GȂ177

Ｒ
・
Ｐ
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン

釜
江
常
好
、
大
貫
昌
子
訳

光
と
物
質
の
ふ
し
ぎ
な
理
論

ʕ
私
の
量
子
電
磁
力
学
ʕ

１
２
１
０
円

「
ね
え
、
リ
チ
ャ
ー
ド
、
あ
な
た
は
何
を
研
究
し
て
る
の
？
」

友
達
の
奥
さ
ん
が
尋
ね
て
き
た
。
は
て
さ
て
、
ど
う
す
る
、

フ
ァ
イ
ン
マ
ン
さ
ん
。
物
理
が
全
然
わ
か
ら
な
い
人
に
、
超

難
解
な
自
分
の
研
究
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
？

面
目
躍

如
の
語
り
が
冴
え
る
。

（
２
０
０
７
年
６
月
）
600177Ȃ3

GȂ172

ス
ー
ザ
ン
・
ス
ト
レ
ン
ジ

小
林
襄
治
訳

カ
ジ
ノ
㗦
本
主
義

１
３
２
０
円

巨
大
な
カ
ジ
ノ
と
化
し
た
国
際
的
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
が
、
世
界

経
済
を
牽
引
し
て
い
る
。
本
書
は
グ
ロ
ー
バ
ル
㗦
本
主
義
の

背
骨
で
あ
る
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
の
暗
部
を
初
め
て
解
明
す

る
だ
け
で
な
く
、
九
〇
年
代
の
国
際
通
貨
危
機
を
予
言
し
た

出
色
の
一
冊
。

（
２
０
０
７
年
３
月
）
600172Ȃ8

GȂ161

奥
平
康
弘

治
安
維
持
法
小
史

１
４
９
６
円

一
九
二
五
年
制
定
の
こ
の
法
律
は
い
か
な
る
意
味
で
稀
代
の

悪
法
だ
っ
た
の
か
。
鍵
と
し
て
の
「
国
体
」
概
念
、
拡
張
解

釈
や
恣
意
的
な
運
用
、
度
重
な
る
「
改
正
」
な
ど
を
解
明
し
、

戦
前
日
本
の
特
異
な
治
安
立
法
の
実
像
を
克
明
に
描
き
だ
す

必
読
書
。

（
２
０
０
６
年
６
月
）
600161Ȃ2

GȂ156

山

口

定

フ

ァ

シ

ズ

ム

１
７
６
０
円

そ
れ
は
独
裁
政
治
の
極
限
形
態
か
。
な
ぜ
国
際
的
に
波
及
し

た
の
か
。
本
書
は
極
め
て
複
雑
か
つ
論
争
的
な
フ
ァ
シ
ズ
ム

概
念
の
特
質
を
運
動
、
思
想
、
体
制
と
い
う
三
側
面
か
ら
分

析
し
、
比
較
史
的
観
点
で
多
様
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
家
を
考
察

し
た
名
著
。

（
２
０
０
６
年
３
月
）
600156Ȃ8

GȂ139

野
家
啓
一

物

語

の

哲

学

１
８
３
７
円

柳
田
國
男
の
口
承
論
、
解
釈
学
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
、
科
学
史

に
お
け
る
歴
史
叙
述
な
ど
の
成
果
か
ら
物
語
り
行
為
に
よ
る

歴
史
の
成
立
を
追
究
。
小
さ
な
物
語
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
の
歴
史
の
可
能
性
を
考
察
す
る
。
単
行
本
を
大
幅
に
増
補

し
た
歴
史
哲
学
の
方
法
序
説
。

（
２
０
０
５
年
２
月
）
600139Ȃ1

学 術 ―40
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GȂ135

石
井
淳
蔵

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
神
話品

切

ヒ
ッ
ト
商
品
は
理
論
的
に
生
み
出
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
物
語

は
、
開
発
現
場
の
経
緯
と
合
致
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
合
理

的
・
実
証
的
手
法
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
、
ポ
ス
ト
近
代
の

消
費
を
考
察
す
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
基
本
文
献
に
し

て
、
す
ぐ
れ
た
現
代
文
化
論
。

（
２
０
０
４
年
12
月
）
600135Ȃ3◆

GȂ124

中

村

元

前
田
專
學
解
説

仏

典

の

こ

と

ば

ʕ
現
代
に
呼
び
か
け
る
智
慧
ʕ

１
２
９
８
円

仏
典
が
時
空
を
超
え
て
、
現
代
人
の
心
の
悩
み
に
呼
び
か
け

て
や
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
碩
学
が
仏
教
の
社
会
思
想
の
全

体
像
を
わ
か
り
や
す
く
説
き
、
混
迷
す
る
現
代
の
緊
急
の
課

題
に
仏
教
の
教
え
は
ど
う
応
え
る
か
を
解
明
し
よ
う
と
し
た

「
仏
典
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」。

（
２
０
０
４
年
６
月
）
600124Ȃ7

GȂ108

真
木
悠
介

時
間
の
比
較
社
会
学

１
７
１
６
円

文
化
と
社
会
の
形
態
に
よ
っ
て
異
な
る
時
間
の
感
覚
と
観
念

を
比
較
検
討
し
、
近
代
的
自
我
に
特
有
の
時
間
意
識
が
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
を
、
自
然
と
人
間
、
共
同
体
と
都
市
、

市
場
と
貨
幣
等
々
の
関
係
の
な
か
で
解
明
す
る
。
現
代
社
会

学
の
名
著
。

（
２
０
０
３
年
８
月
）
600108Ȃ7

GȂ106

佐

原

真

魏
志
倭
人
伝
の
考
古
学

１
６
５
０
円

邪
馬
台
国
等
で
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
生
活
が
営
ま
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
魏
志
倭
人
伝
の
記
事
に
、
考
古
学
的
事
実
を

照
ら
し
合
わ
せ
、情
熱
の
考
古
学
者
が
倭
国
の
実
態
に
迫
る
。

完
成
に
強
い
意
志
を
持
ち
な
が
ら
も
病
に
倒
れ
た
著
者
の
、

最
新
に
し
て
最
後
の
到
達
点
。

（
２
０
０
３
年
７
月
）
600106Ȃ3

GȂ99

佐

藤

研

聖

書

時

代

史
新
約
Ἣ

１
２
５
４
円

新
約
聖
書
の
書
か
れ
た
時
期
の
ロ
ー
マ
史
と
ユ
ダ
ヤ
史
を
踏

ま
え
た
、
二
世
紀
末
ま
で
の
初
期
キ
リ
ス
ト
教
史
。
ナ
ザ
レ

の
イ
エ
ス
に
端
を
発
す
る
「
ユ
ダ
ヤ
教
イ
エ
ス
派
」
の
運
動

が
、
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強

固
に
し
よ
う
と
格
闘
す
る
㗡
を
描
く
。

（
２
０
０
３
年
５
月
）
600099Ȃ8
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GȂ98

山
我
哲
雄

聖

書

時

代

史
旧
約
Ἣ

１
５
４
０
円

旧
約
聖
書
は
、歴
史
上
の
出
来
事
と
さ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
、

後
代
の
信
念
と
解
釈
を
伝
え
、
そ
れ
を
神
の
意
志
・
行
為
の

表
現
と
し
て
真
剣
に
受
け
止
め
る
よ
う
に
説
く
。
イ
ス
ラ
エ

ル
民
族
の
カ
ナ
ン
の
地
へ
の
定
着
か
ら
ヘ
ロ
デ
に
よ
る
エ
ル

サ
レ
ム
征
服
ま
で
の
歴
史
。

（
２
０
０
３
年
２
月
）
600098Ȃ1

GȂ96

姜

尚

中

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
近
代

１
５
４
０
円

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
近
代
の
合
理
化
が
審
美
的
宗
教
や
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
、
原
理
主
義
を
甦
ら
せ
る
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
に
立
ち

向
か
っ
た
。
本
書
は
近
代
的
な
知
の
問
題
系
と
現
代
ア
メ
リ

カ
ニ
ズ
ム
の
問
題
を
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
手
が
か
り
に
読
み
解
い

て
い
く
試
み
で
あ
る
。

（
２
０
０
３
年
１
月
）
600096Ȃ7

GȂ91

進
藤
榮
一

分
割
さ
れ
た
領
土

ʕ
も
う
ひ
と
つ
の
戦
後
史
ʕ

１
３
２
０
円

天
皇
、
憲
法
、
領
土
問
題
…
。
様
々
な
選
択
肢
の
中
で
ど
う

い
う
政
治
力
学
が
働
き
、
戦
後
日
本
が
形
作
ら
れ
た
の
か
。

「
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
衝
撃
を
与
え

た
論
文
「
分
割
さ
れ
た
領
土
」
を
始
め
、
国
際
政
治
の
中
で

の
占
領
・
戦
後
史
を
問
う
新
編
集
版
。

（
２
０
０
２
年
11
月
）
600091Ȃ2

GȂ81

高
木
貞
治

〈
解
説
〉
彌
永
昌
吉

数

学

小

景

１
０
３
４
円

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
グ
の
橋
渡
り
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
世
界
周
遊

戯
、
魔
方
陣
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
題
材
に
と
り
、
数
学
的
発
想

を
武
器
に
見
事
解
決
、
類
体
論
の
創
造
で
世
界
的
に
名
を
知

ら
れ
る
数
学
者
が
、
数
学
的
な
物
の
見
方
、
数
学
の
面
白
さ

を
存
分
に
伝
え
る
。

（
２
０
０
２
年
４
月
）
600081Ȃ3

GȂ76

多
木
浩
二

〈
解
説
〉
大
島

洋

天

皇

の

肖

像

１
１
６
６
円

明
治
維
新
後
の
近
代
国
家
確
立
に
向
け
て
、
権
力
の
視
覚
化

の
た
め
に
天
皇
は
巡
幸
し
、
御
真
影
が
つ
く
ら
れ
た
。
理
想

の
近
代
国
家
元
首
の
肖
像
と
す
る
に
は
ど
ん
な
方
法
が
と
ら

れ
た
の
か
。
近
代
史
研
究
に
衝
撃
を
与
え
た
画
期
的
論
考
。

敗
戦
後
の
御
真
影
の
最
後
に
つ
い
て
増
補
。（
２
０
０
２
年
１
月
）
600076Ȃ9
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GȂ68

武
田
清
子

天

皇

観

の

相

剋

ʕ
１
９
４
５
年
前
後
ʕ

１
６
２
８
円

廃
止
か
保
持
か

日
本
降
伏
を
め
ぐ
る
英
・
米
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
中
国
な
ど
連
合
国
側
の
さ
ま
ざ
ま
な
天
皇
観
の

対
立
・
相
剋
を
は
じ
め
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
、
戦
後
改

革
を
伝
統
社
会
変
容
の
ド
ラ
マ
と
し
て
解
明
し
た
画
期
的
研

究
。

（
２
０
０
１
年
11
月
）
600068Ȃ4

GȂ57

飯
田

真
、
中
井
久
夫

〈
解
説
〉
養
老
孟
司

天
才
の
精
神
病
理

ʕ
科
学
的
創
造
の
秘
密
ʕ

１
２
７
６
円

科
学
的
創
造
は
科
学
者
の
強
烈
な
個
性
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ

ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
ら
六
人
の
天
才
科
学

者
の
精
神
病
理
と
創
造
性
の
Ṗ
に
迫
る
。
分
裂
病
圏
、
躁
う

つ
病
圏
、
神
経
症
圏
に
分
類
さ
れ
る
病
理
と
創
造
性
の
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
人
間
研
究
。

（
２
０
０
１
年
７
月
）
600057Ȃ8

GȂ52

中
井
久
夫

〈
解
説
〉
江
口
重
幸

治

療

文

化

論

ʕ
精
神
医
学
的
再
構
築
の
試
み
ʕ

１
２
７
６
円

何
を
病
気
と
し
、
誰
を
治
療
者
と
し
、
何
を
も
っ
て
治
療
な

の
か
。
普
遍
症
候
群
・
文
化
依
存
症
候
群
・
個
人
症
候
群
の

軸
を
立
て
、
精
神
病
理
と
文
化
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考

察
す
る
。
治
療
文
化
の
問
題
か
ら
精
神
医
療
を
根
源
的
に
問

い
直
す
画
期
的
論
考
。

（
２
０
０
１
年
５
月
）
600052Ȃ3

GȂ50

鶴
見
俊
輔

〈
解
説
〉
加
藤
典
洋

戦
時
期
日
本
の
精
神
史

ʕ
１
９
３
１
～
１
９
４
５
年
ʕ

１
５
９
５
円

フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
日
本
知
識
人
の
軌
跡
を
通
し
て
「
転
向
」

の
事
実
と
意
味
を
問
い
直
し
、
そ
れ
が
日
本
の
精
神
史
を
貫

く
「
文
化
の
鎖
国
性
」
と
い
う
特
質
と
通
底
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
知
識
と
思
想
の
あ
り
方
に
反
省
を
迫
る
現
代

日
本
思
想
史
前
Ἣ
。

（
２
０
０
１
年
４
月
）
600050Ȃ9

GȂ49

Ἑ
原
義
信

街

並

み

の

美

学

１
６
５
０
円

街
並
み
は
、
人
々
が
歴
史
の
な
か
で
つ
く
り
あ
げ
、
風
土
と

の
か
か
わ
り
の
な
か
で
成
立
し
た
。
世
界
各
地
の
街
並
み
を

比
較
し
、
建
築
や
空
間
を
理
論
的
に
考
察
す
る
。
美
し
い
街

並
み
を
つ
く
る
創
造
的
手
法
を
具
体
的
に
提
案
し
た
、
街
づ

く
り
の
基
本
文
献
。

（
２
０
０
１
年
４
月
）
600049Ȃ3
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GȂ48

Ｒ
・
Ｐ
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン

江
沢

洋
訳

物
理
法
則
は
い
か
に
し
て
発
見
さ
れ
た
か

１
６
０
６
円

物
理
法
則
と
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
ち
、
そ
れ
は
科
学
に

対
す
る
ど
の
よ
う
な
態
度
か
ら
発
見
に
至
っ
た
の
か
。
語
り

の
名
手
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
さ
ん
が
、
そ
の
心
躍
る
展
開
を
若
者

に
熱
っ
ぽ
く
語
る
。
物
理
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
世
界
に
万
人
を

誘
う
、
楽
し
い
入
門
書
。

（
２
０
０
１
年
３
月
）
600048Ȃ6

GȂ30

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン

近
藤
晋
一
、
飯
田
藤
㗨
、
有
賀

貞
訳
〈
解
説
〉
船
橋
洋
一

ア
メ
リ
カ
外
交
50
年

１
５
４
０
円

ソ
連
「
封
じ
込
め
政
策
」
の
理
論
的
基
礎
を
示
す
な
ど
ア
メ

リ
カ
の
戦
後
世
界
政
策
を
構
想
し
た
著
者
が
、
伝
統
的
な
ア

メ
リ
カ
外
交
の
現
実
感
覚
の
欠
如
を
批
判
し
つ
つ
、
対
ソ
関

係
、
核
問
題
ま
で
を
論
じ
世
界
的
反
響
を
ま
き
お
こ
し
た
外

交
論
の
古
典
。

（
２
０
０
０
年
10
月
）
600030Ȃ1

GȂ19

多
木
浩
二

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
作
品
」
精
読

１
２
１
０
円

礼
拝
さ
れ
る
対
象
か
ら
展
示
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に

複
製
技
術
に
よ
っ
て
大
衆
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
芸

術
。
近
代
に
訪
れ
た
決
定
的
な
知
覚
の
変
容
と
は
何
か
。
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
の
代
表
的
著
作
の
挑
戦
的
読
解
に
よ
っ
て
歴
史
認

識
の
新
し
い
方
法
を
さ
ぐ
る
。

（
２
０
０
０
年
６
月
）
600019Ȃ6

GȂ17

宮
崎
市
定

〈
解
説
〉
礪
波

護

現
代
語
訳

論

語

１
６
５
０
円

論
語
は
堅
苦
し
い
儒
教
の
聖
典
や
教
訓
集
で
は
な
い
。
人
間

関
係
の
複
雑
さ
を
知
り
つ
く
し
た
孔
子
の
人
間
論
で
あ
る
。

東
西
の
古
典
に
通
暁
し
た
碩
学
に
よ
る
、
伝
統
的
な
注
釈
か

ら
自
由
な
、現
代
人
の
処
世
を
考
え
る
た
め
の
斬
新
な
訳
解
。

（
２
０
０
０
年
５
月
）
600017Ȃ2

GȂ11

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー

塩
川
伸
明
訳

〈
解
説
〉
渓
内

謙

ロ

シ

ア

革

命

ʕ
レ
ー
ニ
ン
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
へ
、
一
九
一
七
Ȃ一
九
二
九
年
ʕ

１
５
４
０
円

本
書
は
著
者
が
三
十
年
余
の
歳
月
を
費
し
て
完
成
し
た
大
著

『
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ロ
シ
ア
史
』
四
部
作
に
基
づ
く
。
一
九
二
〇
年

代
を
レ
ー
ニ
ン
の
ロ
シ
ア
革
命
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
の
ロ
シ
ア

革
命
へ
の
転
換
と
し
て
と
ら
え
、
革
命
の
変
貌
す
る
過
程
を

解
明
す
る
。

（
２
０
０
０
年
２
月
）
600011Ȃ0
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GȂ9

木
田

元
編
著

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
の
構
築

１
２
７
６
円

二
〇
世
紀
最
高
の
哲
学
書
と
さ
れ
て
き
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

『
存
在
と
時
間
』
は
、
構
想
さ
れ
た
三
分
の
一
し
か
書
か
れ
て

い
な
い
未
完
の
書
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
文
献
を
徹
底
渉
猟

し
て
未
完
部
分
を
構
築
し
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
像
を
一
新
す
る
Ṗ

解
き
『
存
在
と
時
間
』。

（
２
０
０
０
年
１
月
）
600009Ȃ7

GȂ7

小
平
邦
彦

幾

何

へ

の

誘

い

１
２
７
６
円

フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
受
賞
数
学
者
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
幾
何
入

門
。
図
形
の
科
学
と
し
て
の
平
面
幾
何
の
厳
密
な
体
系
を
わ

か
り
や
す
く
展
開
し
、
現
代
数
学
か
ら
の
考
察
、
複
素
数
の

応
用
ま
で
を
た
ど
る
。
読
み
進
む
う
ち
い
つ
し
か
幾
何
の
世

界
に
魅
了
さ
れ
て
い
く
。

（
２
０
０
０
年
１
月
）
600007Ȃ3

GȂ6

Ｊ
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス

三
島
憲
一
編
訳

近
代

未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

１
４
３
０
円

公
共
性
と
合
理
性
の
理
念
の
実
現
が
近
代
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
論
争
の
出
発
点
と
な
っ
た
表
題
作

を
は
じ
め
、
歴
史
家
論
争
に
火
を
つ
け
た
論
考
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
、
生
活
世
界
の
植
民
地
化
な
ど
の
重
要
テ
ー
マ
論
文

を
収
め
た
社
会
論
集
。

（
２
０
０
０
年
１
月
）
600006Ȃ6

GȂ1

中
村

雄
二
郎

〈
解
説
〉
木
村

敏

共

通

感

覚

論

１
５
４
０
円

コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
は
五
感
を
統
合
す
る
根
源
的
能
力
の
〈
共

通
感
覚
〉
と
〈
常
識
〉
を
意
味
す
る
。
古
今
の
知
見
を
縦
横

に
駆
使
し
て
、
人
間
や
芸
術
の
重
要
な
問
題
が
コ
モ
ン
・
セ

ン
ス
の
問
題
に
か
か
わ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
現
代
哲
学

の
記
念
碑
的
著
作
。

（
２
０
０
０
年
１
月
）
600001Ȃ1
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文
芸

BȂ356

さ
だ

ま
さ
し

〈
解
説
〉
春
風
亭
一
之
輔

さ

だ

の

辞

書

１
１
０
０
円

「
目
が
点
に
な
る
」
の
『
広
辞
苑
』
収
録
を
ご
縁
に
家
族
・
故

郷
・
ご
先
祖
、
友
・
仲
間
・
恩
人
、
歴
史
・
土
地
・
希
望
、
本
・

音
楽
・
映
画
を
語
る
二
七
の
三
題
噺
。
温
か
な
人
柄
、
ユ
ー

モ
ア
に
セ
ン
ス
、
多
芸
多
才
の
秘
密
が
見
え
る
。

（
２
０
２
４
年
１
月
）
602356Ȃ0

BȂ355

大

澤

聡

定
本

批
評
メ
デ
ィ
ア
論

ʕ
戦
前
期
日
本
の
論
壇
と
文
壇
ʕ

１
７
３
８
円

「
論
壇
」「
文
壇
」
と
は
何
か
。
批
評
は
い
か
に
し
て
可
能
か
。

日
本
の
言
論
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
群
の
生
成
過
程
に
立
ち
返

り
、
膨
大
な
㗦
料
博
捜
に
裏
づ
け
ら
れ
た
圧
倒
的
な
文
体
で

知
の
構
造
を
え
ぐ
り
出
し
た
注
目
の
書
が
、「
定
本
」
と
し
て

再
生
す
る
。

（
２
０
２
４
年
１
月
）
602355Ȃ3

BȂ354

笙
野
頼
子

未

闘

病

記

ʕ
膠
原
病
、「
混
合
性
結
合
組
織
病
」
の
ʕ

１
４
０
８
円

芥
川
賞
作
家
が
十
代
か
ら
苦
し
ん
だ
痛
み
と
消
耗
は
十
万
人

に
数
人
の
難
病
だ
っ
た
。
突
然
襲
わ
れ
た
劇
症
、
病
と
「
同

行
二
人
」
の
半
生
を
書
き
切
っ
た
野
間
文
芸
賞
受
賞
作
待
望

の
文
庫
化
。
日
本
慢
性
看
護
学
会
講
演
録
「
膠
原
病
を
生
き

抜
こ
う
」
を
収
録
。

（
２
０
２
３
年
11
月
）
602354Ȃ6

BȂ353

井
波
律
子

〈
解
説
〉
井
波
陵
一

新
版

一

陽

来

復

ʕ
中
国
古
典
に
四
季
を
味
わ
う
ʕ

１
２
４
３
円

一
年
で
最
も
夜
が
長
い
冬
至
の
日
に
、
陰
が
極
ま
り
陽
が
戻

っ
て
く
る
こ
と
を
い
う
「
一
陽
来
復
」。
巡
り
ゆ
く
季
節
を

彩
る
花
木
や
懐
か
し
い
風
物
に
、
中
国
古
典
詩
文
の
鮮
や
か

な
情
景
を
重
ね
、
心
伸
び
や
か
に
生
き
る
日
常
を
綴
る
滋
味

あ
ふ
れ
る
随
筆
集
。

（
２
０
２
３
年
10
月
）
602353Ȃ9◆
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BȂ352

桐
野
夏
生

日

没
９
９
０
円

小
説
家
・
マ
ッ
ツ
夢
井
の
も
と
に
届
い
た
一
通
の
手
紙
。
そ

れ
は
「
文
化
文
芸
倫
理
向
上
委
員
会
」
と
名
乗
る
政
府
組
織

か
ら
の
召
喚
状
だ
っ
た

。
海
崖
に
聳
え
る
〈
作
家
収
容

所
〉
を
舞
台
に
極
限
の
恐
怖
を
描
い
た
衝
撃
作
、
待
望
の
文

庫
化
！

（
２
０
２
３
年
10
月
）
602352Ȃ2

BȂ351

笙
野
頼
子

母
の
発
達
・
ア
ケ
ボ
ノ
ノ
帯

１
２
４
３
円

「
世
間
が
母
や
と
い
う
偽
の
母
を
や
っ
つ
け
る
正
義
の
味
方

み
た
よ
う
な
お
か
あ
さ
ん
に
な
る
」。
母
は
縮
ん
で
殺
さ
れ

五
十
音
に
分
裂
し
て
再
生
す
る
。
母
性
神
話
の
着
ぐ
る
み
を

脱
い
で
ᷰ
ら
っ
て
ウ
ン
コ
に
し
た
一
読
必
笑
、
驚
異
の
お
か

あ
さ
ん
小
説
が
甦
る
。

（
２
０
２
３
年
９
月
）
602351Ȃ5

BȂ350

加
藤
典
洋

〈
解
説
〉
荒
川
洋
治

大
き
な
字
で
書
く
こ
と
／

僕
の
一
〇
〇
〇
と
一
つ
の
夜

１
４
７
４
円

自
分
自
身
の
こ
と
、
父
の
こ
と
、
友
人
た
ち
の
こ
と
…
…
批

評
家
・
加
藤
典
洋
が
自
ら
を
回
顧
す
る
連
載
を
中
心
に
、
発

病
後
も
書
き
続
け
ら
れ
た
最
後
の
こ
と
ば
た
ち
。
同
時
期
に

書
か
れ
、
没
後
刊
行
さ
れ
た
私
家
版
の
詩
集
と
併
録
。

（
２
０
２
３
年
３
月
）
602350Ȃ8

BȂ349

加
藤
典
洋

〈
解
説
〉
野
口
良
平

増
補

も
う
す
ぐ
や
っ
て
く
る
尊
皇
攘
夷
思
想
の
た
め
に

１
９
５
８
円

幕
末
、
戦
前
、
そ
し
て
現
在
。
三
度
訪
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
正
体
に
、
一
五
〇
年
の
時
を
へ
て
我
々
は
向
き
合
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
起
源
が
幕
末
の
尊
皇
攘
夷
思
想
で
あ
る

。
加
藤
典
洋
に
よ
る
晩
年
の
思
索
の
増
補
決
定
版
。

（
２
０
２
３
年
２
月
）
602349Ȃ2

BȂ348

佐
藤
正
午

小
説
家
の
四
季
2007
―
2015

１
１
４
４
円

『
ア
ン
ダ
ー
リ
ポ
ー
ト
』『
身
の
上
話
』『
鳩
の
撃
退
法
』、
そ

し
て
…
…
。
季
節
が
う
つ
ろ
い
、
名
作
が
生
ま
れ
ゆ
く
日
々

の
な
か
、
作
家
は
何
を
思
案
し
、
ど
ん
な
言
葉
と
出
⁊
う
の

か
。
軽
妙
洒
脱
に
綴
ら
れ
る
「
文
芸
的
身
辺
雑
記
」、
第
二
期

を
収
録
！

（
２
０
２
２
年
12
月
）
602348Ȃ5◆
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BȂ347

佐
藤
正
午

小
説
家
の
四
季
1988
―
2002

１
２
３
２
円

小
説
家
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
に
、
な
に
を
見
つ
め
て

い
る
の
だ
ろ
う

。
机
の
向
こ
う
で
過
ぎ
ゆ
く
季
節
を
、

飄
々
と
慈
し
み
、
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
ᷓ
れ
る
筆
致
で
綴

る
。
佐
世
保
発
の
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
的
エ
ッ
セ
イ
」、
第
一
期

を
収
録
！

（
２
０
２
２
年
11
月
）
602347Ȃ8◆

BȂ346

呉

濁

流

〈
解
説
〉
山
口

守

ア

ジ

ア

の

孤

児

１
４
５
２
円

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
で
は
日
本
人
と
同
等
に
扱
わ
れ
ず
、
新

天
地
を
求
め
て
渡
っ
た
中
国
で
も
、
決
し
て
同
胞
と
は
見
な

さ
れ
な
い
。
植
民
統
治
下
の
台
湾
人
が
生
き
た
矛
盾
と
苦
悩

を
描
き
、
戦
後
に
日
本
語
で
発
表
さ
れ
た
、
台
湾
文
学
の
古

典
的
名
作
。

（
２
０
２
２
年
９
月
）
602346Ȃ1

BȂ345

長
谷
川

櫂

〈
解
説
〉
中
村
桂
子

和

の

思

想

ʕ
日
本
人
の
創
造
力
ʕ

１
０
７
８
円

花
は
盛
り
に
、月
は
十
五
夜
に
見
て
こ
そ
と
望
む
人
は
多
い
。

し
か
し
同
時
に
こ
の
国
の
人
々
は
、
散
り
ゆ
く
花
に
ま
ま
な

ら
ぬ
人
生
を
、
隠
れ
た
月
に
恋
し
い
人
を
重
ね
な
が
ら
生
き

て
き
た
。「
和
」
と
い
う
創
造
力
の
本
質
を
読
み
解
く
快
著
。

（
２
０
２
２
年
７
月
）
602345Ȃ4

BȂ344

山
本
幸
司

狡

智

の

文

化

史

ʕ
人
は
な
ぜ
ὃ
す
の
か
ʕ

１
２
３
２
円

Ἓ
、
偽
り
、
詐
欺
、
謀
略
…
…
。
秩
序
や
倫
理
を
も
っ
て
排

除
し
よ
う
と
し
て
も
、
決
し
て
人
間
世
界
か
ら
排
除
し
き
れ

な
い
「
狡
智
」
と
い
う
知
の
あ
り
方
。
古
今
東
西
の
史
実
や

物
語
を
素
材
に
、
人
間
の
本
性
に
根
ざ
す
こ
の
厄
介
な
知
の

深
層
を
掘
り
下
げ
る
文
化
史
的
考
察
。

（
２
０
２
２
年
６
月
）
602344Ȃ7

BȂ343

梨
木
香
歩

〈
解
説
〉
若
松
英
輔

ほ
ん
と
う
の
リ
ー
ダ
ー
の
み
つ
け
か
た
増
補
版

８
８
０
円

非
常
時
と
い
う
か
け
声
の
も
と
、
同
調
圧
力
が
強
ま
る
な
か

で
、
誰
か
の
大
き
な
声
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
自
身

で
考
え
抜
く
た
め
に
。
村
ぐ
る
み
の
選
挙
不
正
を
告
発
し
た

一
人
の
少
女
を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ
イ
を
新
た
に
増
補
。

（
２
０
２
２
年
５
月
）
602343Ȃ0◆
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中
井
久
夫

〈
解
説
〉
小
池
昌
代

私
の
日
本
語
雑
記

１
２
９
８
円

精
神
科
医
、
ま
た
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
翻
訳
家
で
も
あ
る
著
者

の
、
多
彩
な
言
語
経
験
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
集
。
様
々
な
言

語
を
操
る
著
者
な
ら
で
は
の
日
本
語
論
、文
章
表
現
の
極
意
、

言
語
の
起
源
に
つ
い
て
の
洞
察
な
ど
知
的
刺
激
に
満
ち
た
エ

ッ
セ
イ
を
満
載
。

（
２
０
２
２
年
１
月
）
602342Ȃ3◆

BȂ341

樹
村

み
の
り

〈
解
説
〉
鈴
木
朋
絵

彼

ら

の

犯

罪

１
３
２
０
円

凄
惨
な
強
姦
殺
人
と
そ
の
根
底
に
あ
る
女
性
差
別
、
カ
ル
ト

の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
家
庭
内
暴
力
と
息
子
殺
し

…
…
。
事
件
が
照
射
す
る
人
間
と
社
会
の
深
淵
を
描
い
た
㑹

作
短
編
漫
画
集
。
ポ
ス
ト
フ
ク
シ
マ
の
近
未
来
を
予
測
し
た

新
作
短
編
を
収
録
。

（
２
０
２
１
年
10
月
）
602341Ȃ6

BȂ340

亀
山
郁
夫

〈
解
説
〉
野
崎
歓

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
の
旅

ʕ
遍
歴
す
る
魂
の
記
録
ʕ

１
４
５
２
円

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
翻
訳
・
研
究
者
と
し
て
名
高
い
著
者

の
自
伝
的
エ
ッ
セ
イ
。
少
年
時
代
の
『
罪
と
罰
』
読
書
体
験
、

ソ
連
留
学
時
の
ス
パ
イ
容
疑
事
件
な
ど
、
人
生
に
お
け
る
自

身
の
ᷤ
藤
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
世
界
を
重
ね
つ
つ

語
る
。

（
２
０
２
１
年
10
月
）
602340Ȃ9

BȂ338・339

石
坂

啓
漫
画

本
多
勝
一
原
作
／
萱
野

茂
監
修
〈
解
説
〉
中
川
裕

ハ

ル

コ

ロ
1
・
2

１
・
２
各
＝
１
４
３
０
円

和
人
が
本
格
的
に
侵
入
す
る
前
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
ア

イ
ヌ
の
人
々
は
ど
ん
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
た
の
か
。
一
人

の
ア
イ
ヌ
女
性
ハ
ル
コ
ロ
の
生
涯
を
軸
に
、
日
常
や
祭
り
、

誕
生
と
死
に
ま
つ
わ
る
文
化
な
ど
、
ア
イ
ヌ
の
世
界
を
生
き

生
き
と
描
く
物
語
。

（
１
・
２
各
２
０
２
１
年
６
月
）
602338Ȃ6/39Ȃ3

BȂ337

き
た
や
ま
お
さ
む

コ
ブ
の
な
い
駱
駝

ʕ
き
た
や
ま
お
さ
む
「
心
」
の
軌
跡
ʕ

１
２
９
８
円

伝
説
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
、
フ
ォ
ー
ク
・
ク
ル
セ
ダ
ー
ズ
で
活

躍
し
、
ま
た
作
詞
家
と
し
て
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
手
が
け
な

が
ら
も
、
そ
の
後
、
精
神
科
医
と
な
っ
た
著
者
の
自
伝
。
波

乱
に
満
ち
た
人
生
を
振
り
返
り
、
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
説
く
。

鴻
上
尚
史
氏
と
の
対
談
を
収
録
。

（
２
０
２
１
年
６
月
）
602337Ȃ9
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三
遊
亭

圓
生

〈
解
説
〉
寺
脇
研

六
代
目
圓
生

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
寄
席
切
絵
図

１
４
５
２
円

長
い
芸
歴
で
多
く
の
寄
席
に
出
演
し
て
き
た
六
代
目
圓
生

が
、
寄
席
が
繁
盛
し
た
時
代
の
記
憶
を
語
り
下
ろ
す
。
各
地

の
寄
席
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、
雰
囲
気
、
周
辺
の
街
並
み
、
心

に
の
こ
る
芸
人
、
芸
談
な
ど
を
、
粋
な
口
跡
の
ま
ま
に
綴
る
。

（
２
０
２
１
年
12
月
）
602336Ȃ2

BȂ335

三
遊
亭

圓
生

〈
解
説
〉
京
須
偕
充

六
代
目
圓
生

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
寄
席
楽
屋
帳

１
６
７
２
円

噺
家
人
生
を
振
り
返
り
、
寄
席
歳
時
記
や
風
物
詩
、
楽
屋
の

符
牒
な
ど
を
綴
る
。
さ
ら
に
『
寄
席
育
ち
』
以
後
、
落
語
協

会
会
長
就
任
、
レ
コ
ー
ド
全
集
録
音
、
御
前
口
演
な
ど
、
昭

和
の
名
人
と
賞
さ
れ
た
日
々
を
語
る
。
聞
き
手
・
山
本
進
。

（
２
０
２
１
年
10
月
）
602335Ȃ5

BȂ334

三
遊
亭

圓
生

〈
解
説
〉
田
中
優
子

六
代
目
圓
生

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

明
治
の
寄
席
芸
人

１
６
０
６
円

幼
い
こ
ろ
か
ら
寄
席
に
出
演
、
大
勢
の
芸
人
と
出
会
っ
た
六

代
目
圓
生
。
本
書
で
は
、
圓
朝
、
圓
遊
、
圓
喬
な
ど
名
人
上

手
か
ら
知
ら
れ
ざ
る
芸
人
ま
で
、
一
六
〇
余
名
の
芸
と
人
物

像
を
つ
ぶ
さ
に
語
る
。『
文
芸
㖣
楽
部
』
な
ど
の
記
事
も
収

録
。

（
２
０
２
１
年
８
月
）
602334Ȃ8

BȂ333

三
遊
亭

圓
生

〈
解
説
〉
延
広
真
治

六
代
目
圓
生

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

寄

席

育

ち

１
７
３
８
円

圓
生
み
ず
か
ら
、
生
い
立
ち
、
修
業
時
代
、
芸
談
、
噺
家
列
伝

な
ど
、
芸
一
筋
の
人
生
を
つ
ぶ
さ
に
語
る
。
聞
き
手
・
山
本

進
に
よ
っ
て
、
圓
生
の
口
跡
そ
の
ま
ま
に
綴
ら
れ
、
味
わ
い

深
い
。
綿
密
な
考
証
も
施
さ
れ
、
落
語
史
の
㗦
料
と
し
て
も

貴
重
。

（
２
０
２
１
年
６
月
）
602333Ȃ1

BȂ332

川
端
康
雄

増
補

オ
ー
ウ
ェ
ル
の
マ
ザ
ー
・
グ
ー
ス

ʕ
歌
の
力
、
語
り
の
力
ʕ

１
６
７
２
円

『
一
九
八
四
年
』『
動
物
農
場
』
な
ど
政
治
的
な
含
意
が
強
調

さ
れ
が
ち
な
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
作
品
群
の
中
に
、
童
謡
や
伝
統

文
化
、
ユ
ー
モ
ア
の
要
素
を
読
み
解
き
、
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
に

込
め
ら
れ
た
「
希
望
」
を
救
い
出
す
、
著
者
の
代
表
作
。
関

連
エ
ッ
セ
イ
を
加
え
た
決
定
版
。

（
２
０
２
１
年
４
月
）
602332Ȃ4
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辺

見

庸

〈
解
説
〉
沼
野
充
義

霧

の

犬

ʕ
a
dog
in
the
fogʕ

１
１
４
４
円

霧
を
吐
く
街
。
無
蓋
列
車
で
運
ば
れ
る
戦
車
。
九
十
五
の
断

片
を
連
ね
、
恐
怖
党
の
跋
Ể
す
る
異
様
な
世
界
を
描
く
表
題

作
の
ほ
か
、
交
合
す
る
男
女
が
殺
人
の
記
憶
を
語
る
「
カ
ラ

ス
ア
ゲ
ハ
」、
刑
吏
の
視
点
か
ら
眺
め
る
「
ア
プ
ザ
イ
レ
ン
」

な
ど
中
短
編
四
作
。

（
２
０
２
１
年
２
月
）
602331Ȃ7

BȂ330

魚
住
和
晃

書

聖

王

羲

之

ʕ
そ
の
Ṗ
を
解
く
ʕ

１
２
９
８
円

「
蘭
亭
序
」
な
ど
の
名
筆
で
知
ら
れ
る
王
羲
之
。
だ
が
、
そ
の

素
顔
は
硬
骨
漢
で
、苦
悩
多
き
生
涯
を
送
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

著
者
は
日
中
の
文
献
を
読
み
解
く
と
同
時
に
、
書
作
品
を
つ

ぶ
さ
に
検
証
。
歴
史
と
書
法
の
両
面
か
ら
王
羲
之
の
実
像
を

解
き
明
か
す
。

（
２
０
２
０
年
12
月
）
602330Ȃ0

BȂ329

辺

見

庸

〈
解
説
〉
小
池
昌
代

青

い

花
９
４
６
円

男
は
ひ
と
り
「
登
録
難
民
」
の
集
団
か
ら
脱
け
出
し
、
線
路

に
沿
っ
て
歩
く
。
マ
ス
ク
を
着
け
た
人
び
と
が
さ
ま
よ
う
荒

廃
し
た
世
界
で
、
胸
に
「
青
い
花
」
の
幻
影
を
抱
え
な
が
ら

…
…
。
実
験
的
文
体
で
描
く
、
現
代
の
予
言
的
黙
示
録
。

（
２
０
２
０
年
11
月
）
602329Ȃ4

BȂ328

樹
村

み
の
り

〈
解
説
〉
田
嶋
陽
子

冬

の

蕾

ʕ
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
と
女
性
の
権
利
ʕ

１
２
１
０
円

か
つ
て
日
本
の
女
性
は
無
権
利
状
態
に
あ
っ
た
。
敗
戦
に
よ

っ
て
、
そ
う
し
た
冬
の
時
代
に
一
つ
の
「
蕾
」
が
も
た
ら
さ

れ
、
や
が
て
花
開
く
。
憲
法
の
男
女
平
等
条
項
を
起
草
し
た

ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
の
生
涯
を
た
ど
る
名
作
漫
画
を
文
庫
化
。

（
２
０
２
０
年
10
月
）
602328Ȃ7

BȂ327

佐
伯
一
麦

〈
解
説
〉
武
田
砂
鉄

石

の

肺
僕
の
ア
ス
ベ
ス
ト
履
歴
書

１
２
３
２
円

自
身
の
電
気
工
時
代
の
体
験
を
振
り
返
り
、
被
害
の
最
前
線

を
歩
い
て
「
静
か
な
時
限
爆
弾
」
ア
ス
ベ
ス
ト
禍
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
た
㑹
作
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
職
人
仲
間
の
肉

声
を
交
え
、
苦
し
み
続
け
る
被
害
者
の
訴
え
を
記
す
。

（
２
０
２
０
年
10
月
）
602327Ȃ0
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高
橋

源
一
郎

一
〇
一
年
目
の
孤
独

ʕ
希
望
の
場
所
を
求
め
て
ʕ

１
０
１
２
円

ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
た
ち
の
ア
ト
リ
エ
。
身
体
障
害
者
の
劇

団
。
試
験
も
宿
題
も
な
い
学
校
。
死
に
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
ホ
ス
ピ
ス
。
文
学
と
現
実
の
関
係
を
深
く
考
え
て
き

た
著
者
初
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。
文
庫
版
の
た
め
の
長
い
あ

と
が
き
付
き
。

（
２
０
２
０
年
７
月
）
602326Ȃ3

BȂ325

瀬
戸
内

寂
聴

遠

い

声

ʕ
管
野
須
賀
子
ʕ

１
４
５
２
円

天
皇
暗
殺
未
遂
の
罪
に
問
わ
れ
た
大
逆
事
件
で
、
幸
徳
秋
水

ら
と
と
も
に
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
管
野
須
賀
子
。
享
年
二
十

九
歳
。
己
を
貫
き
恋
と
革
命
に
生
き
た
生
涯
が
、
死
を
目
前

に
し
た
胸
中
に
去
来
す
る
。
独
白
に
よ
っ
て
描
く
、
渾
身
の

長
編
伝
記
小
説
。

（
２
０
２
０
年
７
月
）
602325Ȃ6

BȂ324

原
田
宗
典

メ

メ

ン

ト
・
モ

リ

１
０
７
８
円

鬱
病
が
も
た
ら
す
煩
悶
、
終
わ
り
の
み
え
な
い
ス
ラ
ン
プ
、

家
庭
崩
壊
、
自
殺
未
遂
、
そ
し
て
違
法
薬
物
使
用
に
よ
る
逮

捕
…
…
。
死
の
淵
よ
り
舞
い
戻
り
、
火
宅
の
人
た
る
自
身
の

半
生
を
小
説
的
真
実
と
し
て
描
き
切
っ
た
渾
身
の
作
。
懊
悩

の
果
て
に
光
り
輝
く
魂
の
遍
歴
。

（
２
０
２
０
年
５
月
）
602324Ȃ9

BȂ323

加
藤
典
洋

可
能
性
と
し
て
の
戦
後
以
後

１
３
６
４
円

戦
後
の
思
想
空
間
の
歪
み
と
分
裂
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
解
体

し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
き
た
加
藤
典
洋
。
そ
の
、
公
共

性
の
再
生
に
む
け
た
果
敢
な
挑
戦
は
、
再
び
顧
み
ら
れ
る
べ

き
秋
を
迎
え
て
い
る
。
戦
後
的
思
考
の
更
新
と
新
た
な
構
築

へ
の
意
欲
を
刻
ん
だ
評
論
集
。

（
２
０
２
０
年
４
月
）
602323Ȃ2

BȂ322

桂

米

朝

〈
解
説
〉
矢
野
誠
一

上
方
落
語
ノ
ー
ト
第
四
集

１
２
９
８
円

上
方
芸
能
・
文
化
に
関
す
る
論
考
・
考
証
を
収
め
た
名
著
『
上

方
落
語
ノ
ー
ト
』
四
集
を
文
庫
化
。「「
算
段
の
平
兵
衛
」
考
」

「
考
証
断
片
・
そ
の
四
」「
風
流
昔
噺
」
な
ど
の
ほ
か
、
青
蛙
房

版
刊
行
後
の
雑
誌
連
載
分
も
併
せ
て
収
め
る
。

（
２
０
２
０
年
７
月
）
602322Ȃ5
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桂

米

朝

〈
解
説
〉
廓
正
子

上
方
落
語
ノ
ー
ト
第
三
集

１
２
３
２
円

上
方
落
語
を
は
じ
め
芸
能
・
文
化
に
関
す
る
論
考
・
考
証
を

収
め
た
名
著
『
上
方
落
語
ノ
ー
ト
』
の
第
三
集
を
文
庫
化
。

「
コ
ト
バ
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
」「
先
輩
諸
師
の
こ
と
」「
不
易

と
流
行
」「
考
証
断
片
・
そ
の
三
」
な
ど
収
録
。

（
２
０
２
０
年
６
月
）
602321Ȃ8

BȂ320

桂

米

朝

〈
解
説
〉
石
毛
直
道

上
方
落
語
ノ
ー
ト
第
二
集

１
３
６
４
円

上
方
落
語
を
は
じ
め
芸
能
・
文
化
に
関
す
る
論
考
・
考
証
を

収
め
た
名
著
『
続
・
上
方
落
語
ノ
ー
ト
』
を
文
庫
化
。「
落
語

と
能
狂
言
」「
先
輩
諸
氏
の
持
ち
ネ
タ
」「
芸
の
虚
と
実
」「
落

語
の
面
白
さ
と
は
」「
お
ど
け
浄
瑠
璃
」
な
ど
を
収
録
。

（
２
０
２
０
年
４
月
）
602320Ȃ1

BȂ318

今
野
真
二

振

仮

名

の

歴

史

１
１
４
４
円

『
日
本
書
紀
』
の
訓
読
文
か
ら
コ
ミ
ッ
ク
の
ふ
き
だ
し
ま
で

日
本
語
表
現
の
可
能
性
を
広
げ
続
け
て
き
た
振
仮
名
の

歴
史
を
ḷ
り
な
が
ら
、
日
本
語
の
多
様
性
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
た
名
著
に
書
き
下
ろ
し
の
補
章
を
加
え
、待
望
の
文
庫
化
。

（
２
０
２
０
年
３
月
）
602318Ȃ8

BȂ317

加
藤
典
洋

僕
が
批
評
家
に
な
っ
た
わ
け

１
２
３
２
円

批
評
と
は
何
か
。
批
評
の
こ
と
ば
は
ど
こ
に
生
き
て
い
る
の

か
。
学
問
と
も
哲
学
と
も
異
な
る
、「
自
分
で
考
え
る
こ
と
」

を
手
放
さ
な
い
批
評

そ
の
営
み
が
世
界
と
切
り
結
ぶ
思

考
の
原
風
景
か
ら
、
批
評
が
私
た
ち
の
生
に
も
つ
意
味
と
可

能
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
２
０
２
０
年
１
月
）
602317Ȃ1

BȂ316

栗

原

康

〈
解
説
〉
ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ

村
に
火
を
つ
け
、
白
痴
に
な
れ
伊
藤
野
枝
伝

１
３
１
１
円

結
婚
制
度
や
社
会
道
徳
と
対
決
し
、
貧
乏
に
徹
し
わ
が
ま
ま

に
生
き
た
ア
ナ
キ
ス
ト
、
伊
藤
野
枝
。
国
家
に
惨
殺
さ
れ
る

ま
で
の
二
八
年
の
生
涯
を
体
当
た
り
で
描
き
話
題
を
呼
ん

だ
、
爆
裂
評
伝
。
一
〇
〇
年
前
を
疾
走
し
た
野
枝
が
現
代
の

閉
塞
を
打
ち
破
る
！

（
２
０
２
０
年
１
月
）
602316Ȃ4
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近
藤
よ
う
こ
漫
画

夏
目
漱
石
原
作

夢

十

夜
８
５
８
円

死
ん
で
し
ま
っ
た
美
し
い
女
と
の
百
年
後
の
邂
逅
、
逃
れ
ら

れ
な
い
前
世
の
因
縁
、
断
崖
絶
壁
で
豚
の
大
群
に
追
い
詰
め

ら
れ
る
恐
怖
…
…
。
怪
し
く
美
し
い
漱
石
の
夢
の
世
界
を
、

名
手
近
藤
よ
う
こ
が
漫
画
に
描
く
。
描
き
下
ろ
し
作
品
「
第

十
一
夜
」
を
新
た
に
収
録
。

（
２
０
２
０
年
１
月
）
602315Ȃ7◆

BȂ314

小
池
昌
代

〈
解
説
〉
片
岡
義
男

黒
雲
の
下
で
卵
を
あ
た
た
め
る

１
０
１
２
円

誰
も
が
見
て
い
て
、
見
え
て
い
る
日
常
か
ら
、
覆
い
が
は
が

さ
れ
、
詩
と
い
う
新
し
い
表
現
が
詩
人
に
訪
れ
る
㒒
間
。
詩

人
は
詩
を
ど
の
よ
う
に
読
み
、
文
字
を
観
て
、
何
を
感
じ
る

の
か
。
美
し
い
日
本
語
で
語
ら
れ
た
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
も

思
わ
れ
る
豊
か
な
経
験
。

（
２
０
１
９
年
12
月
）
602314Ȃ0

BȂ313

佐
伯
泰
英

惜せ
き

櫟れ
き

荘そ
う

の

四

季

１
０
１
２
円

岩
波
茂
雄
の
別
荘
だ
っ
た
惜
櫟
荘
の
番
人
と
な
り
十
余
年
。

修
復
は
な
っ
た
も
の
の
、
温
泉
の
替
掘
、
庭
の
手
入
れ
、
台

風
襲
来
、
ハ
チ
の
大
量
発
生
な
ど
苦
労
の
絶
え
な
い
中
、
海

外
に
旅
を
し
、
文
庫
書
下
ろ
し
時
代
小
説
を
書
く
毎
日
が
続

く
。
著
者
の
旅
先
で
の
写
真
も
多
数
収
録
。（
２
０
１
９
年
11
月
）
602313Ȃ3

BȂ312

河
合
隼
雄
、
阪
田
寛
夫
、
谷
川
俊
太
郎
、
池
田
直
樹

声

の

力

ʕ
歌
・
語
り
・
子
ど
も
ʕ

８
８
０
円

童
謡
、
詩
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
に
お
け
る
、
人
間
の

肉
声
の
持
つ
力
と
は
？

臨
床
心
理
学
者
、
詩
人
、
童
謡
作

家
、
声
楽
家
な
ど
、「
声
」
の
魅
力
を
語
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ

し
い
四
人
が
縦
横
無
尽
に
論
じ
る
。
現
代
文
庫
版
に
は
谷
川

俊
太
郎
氏
の
二
論
考
を
新
た
に
収
録
。

（
２
０
１
９
年
10
月
）
602312Ȃ6

BȂ311

亀
山
郁
夫

大
審
問
官
ス
タ
ー
リ
ン

１
３
４
２
円

人
々
が
「
全
民
族
の
父
」
と
み
な
し
、
神
と
あ
が
め
た
ス
タ

ー
リ
ン
。
そ
の
正
体
は
自
由
な
芸
術
を
検
閲
に
よ
っ
て
弾
圧

し
、
政
敵
を
粛
清
す
る
中
世
の
異
端
審
問
官
の
よ
う
な
独
裁

者
だ
っ
た
。
大
テ
ロ
ル
の
裏
面
と
独
裁
者
の
内
面
に
文
学
的

想
像
力
で
せ
ま
る
。

（
２
０
１
９
年
９
月
）
602311Ȃ9
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西
川
祐
子

〈
解
説
〉
和
崎
光
太
郎
、
田
中
智
子

花
の
妹

岸
田
俊
子
伝

ʕ
女
性
民
権
運
動
の
先
駆
者
ʕ

１
６
０
６
円

京
の
呉
服
商
の
家
に
生
ま
れ
、
自
由
民
権
運
動
と
出
会
い

「
女
演
説
」
で
評
判
と
な
る
も
逮
捕
。
そ
の
後
、
元
自
由
党
副

総
理
・
中
島
信
行
と
結
婚
。
波
瀾
万
丈
の
生
涯
を
様
々
な
脇

役
の
目
を
通
し
て
描
き
、時
代
の
空
気
を
伝
え
る
評
伝
小
説
。

文
庫
化
に
あ
た
り
詳
細
な
注
を
付
し
た
。
（
２
０
１
９
年
９
月
）
602310Ȃ2

BȂ309

高

畑

勲

〈
解
説
〉
片
渕
須
直

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
折
り
に
ふ
れ
て

９
９
０
円

多
く
の
人
に
惜
し
ま
れ
二
〇
一
八
年
に
こ
の
世
を
去
っ
た
高

畑
勲
監
督
。『
太
陽
の
王
子
ホ
ル
ス
の
大
冒
険
』
か
ら
『
か
ぐ

や
姫
の
物
語
』
に
い
た
る
ま
で
の
自
ら
の
仕
事
や
、
影
響
を

受
け
た
人
々
や
作
品
、
苦
楽
を
共
に
し
た
仲
間
た
ち
に
つ
い

て
縦
横
に
語
り
、
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。

（
２
０
１
９
年
７
月
）
602309Ȃ6◆

BȂ306

高
橋

三
千
綱

〈
解
説
〉
唯
川

恵

自
選
短
編
集

パ
リ
の
君
へ

１
２
７
６
円

売
れ
な
い
作
家
の
子
と
し
て
生
を
受
け
た
芥
川
賞
作
家
が
、

書
き
継
い
で
き
た
作
品
か
ら
単
行
本
未
収
録
の
も
の
も
含
め

セ
レ
ク
ト
。
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
最
近
の
作
品
ま
で
読
ん
で
い
く

と
、
作
家
の
歩
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
代
の
息
吹
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

（
２
０
１
９
年
５
月
）
602306Ȃ5

BȂ305

井
上

ひ
さ
し

〈
解
説
〉
柳

広
司

こ
の
人
か
ら
受
け
継
ぐ
も
の

８
８
０
円

著
者
が
深
く
関
心
を
寄
せ
た
人
物
を
め
ぐ
る
講
演
・
評
論
を

収
め
る
。
吉
野
作
造
の
憲
法
観
、
宮
沢
賢
治
の
生
き
方
、
丸

山
眞
男
の
戦
争
責
任
論
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
が
追
求
し
た
笑
い

…
…
。
真
摯
な
胸
の
内
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
率
直
に
明
か
さ

れ
る
。

（
２
０
１
９
年
４
月
）
602305Ȃ8

BȂ304

瀬
戸
内

寂
聴

余

白

の

春

ʕ
金
子
文
子
ʕ

１
２
７
６
円

無
籍
者
、
虐
待
、
貧
困

過
酷
な
境
遇
に
あ
っ
て
、
自
ら

の
生
を
全
力
で
生
き
た
金
子
文
子
（
一
九
〇
三
―
二
六

）。
パ
ー
ト
ナ

ー
の
朴
烈
と
大
逆
罪
に
問
わ
れ
、
獄
中
で
自
殺
す
る
ま
で
の

二
三
年
の
生
涯
を
、
裁
判
記
録
や
取
材
を
織
り
交
ぜ
描
く
、

不
朽
の
伝
記
小
説
。

（
２
０
１
９
年
２
月
）
602304Ȃ1

55― 文 芸



IWGBM101（本文合体）_三校_初校再処理_初校.smd  Page 5423/12/21 15:09  v3.60

BȂ303

藤
本
和
子

〈
解
説
〉
池
澤
夏
樹

塩
を
食
う
女
た
ち
聞
書
・
北
米
の
黒
人
女
性

１
１
８
８
円

ア
フ
リ
カ
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
黒
人
女
性
た
ち
は
、
い
か

に
し
て
狂
気
に
満
ち
た
ア
メ
リ
カ
社
会
を
生
き
延
び
て
き
た

の
か
。
公
民
権
運
動
が
一
段
落
し
た
一
九
八
〇
年
代
に
、
著

者
が
た
く
さ
ん
の
女
性
と
語
り
合
い
紡
い
だ
、
女
た
ち
の
歴

史
的
体
験
。

（
２
０
１
８
年
12
月
）
602303Ȃ4

BȂ300

行
方
昭
夫

実
践

英
語
の
セ
ン
ス
を
磨
く

ʕ
難
解
な
作
品
を
読
破
す
る
ʕ

１
１
８
８
円

英
文
を
正
し
く
読
む
に
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
理
解
が
必
須
で

す
。
難
解
で
知
ら
れ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
短
Ἣ
を
丸
ご
と
解
説

し
、
細
部
ま
で
読
み
こ
な
す
の
を
助
け
ま
す
。
最
後
ま
で
読

め
ば
、
今
後
は
ど
ん
な
英
文
で
も
自
信
を
持
っ
て
臨
め
る
は

ず
。
岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
２
０
１
８
年
８
月
）
602300Ȃ3◆

BȂ299

阿

久

悠

〈
解
説
〉
長
嶋

有

無

冠

の

父

１
０
７
８
円

舞
台
は
戦
中
か
ら
戦
後
初
期
の
淡
路
島
。「
私
の
父
の
深
沢

武
吉
は
、
生
涯
巡
査
で
あ
っ
た
」。
実
父
を
モ
デ
ル
に
著
者

が
遺
し
た
珠
玉
の
物
語
は
、
父
親
と
は
、
家
族
と
は
、
生
き

る
こ
と
の
諦
観
と
希
望
と
は
何
か
を
問
い
か
け
て
や
ま
な

い
。「
小
説
家
阿
久
悠
」
の
真
骨
頂
。

（
２
０
１
８
年
７
月
）
602299Ȃ0◆

BȂ298

梨
木
香
歩

海

う

そ
８
８
０
円

昭
和
の
初
め
、
人
文
地
理
学
の
研
究
者
、
秋
野
は
南
九
州
の

遅
島
へ
赴
く
。
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
無
残
に
か
き
消
さ
れ

た
人
び
と
の
祈
り
の
気
配
に
触
れ
、
彼
は
い
っ
そ
う
こ
の
島

に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
く
。
五
十
年
後
、
再
び
遅
島
を
訪
れ

た
秋
野
が
見
た
も
の
は

。

（
２
０
１
８
年
４
月
）
602298Ȃ3◆

BȂ297

井
波
律
子

中

国

名

詩

集

１
５
８
４
円

前
漢
の
高
祖
劉
邦
か
ら
毛
沢
東
ま
で
、
選
び
抜
か
れ
た
珠
玉

の
名
詩
百
三
十
七
首
。
李
白
、
杜
甫
、
白
居
易
ら
大
詩
人
の

極
め
つ
き
の
名
詩
は
も
ち
ろ
ん
、
無
数
の
詩
Ἣ
に
埋
も
れ
て

い
た
知
ら
れ
ざ
る
名
詩
も
ま
た
、
人
が
生
き
る
こ
と
の
哀
歓

を
深
く
響
か
せ
、
胸
を
う
つ
。

（
２
０
１
８
年
３
月
）
602297Ȃ6
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井
波
律
子

中

国

名

言

集
一
日
一
言

１
５
１
８
円

悠
久
の
歴
史
の
中
に
煌
め
く
数
多
の
名
言
は
、
今
な
お
人
の

世
の
真
実
を
照
ら
し
続
け
て
い
る
。
生
き
生
き
と
し
た
生
命

力
を
保
つ
名
言
三
六
六
を
精
選
し
、
一
年
各
日
に
配
し
て
味

わ
い
深
い
解
説
を
添
え
る
。
日
々
の
暮
ら
し
を
彩
る
、
教
養

と
実
用
を
兼
ね
た
一
冊
。

（
２
０
１
７
年
11
月
）
602295Ȃ2◆

BȂ294

近
藤
よ
う
こ
漫
画

坂
口
安
吾
原
作

桜
の
森
の
満
開
の
下

９
９
０
円

鈴
鹿
の
山
に
暮
ら
す
山
賊
が
唯
一
怖
れ
て
い
た
の
は
、
満
開

の
桜
の
森
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
山
賊
は
旅
を
す
る
美
し
い

女
と
出
会
い
、
そ
の
夫
を
殺
し
て
自
分
の
妻
に
す
る
。
わ
が

ま
ま
な
女
の
言
い
な
り
に
な
る
山
賊
と
涯は
て

の
な
い
欲
望
を
持

つ
女
は
や
が
て
─
─
。［
カ
ラ
ー
６
頁
］

（
２
０
１
７
年
10
月
）
602294Ȃ5◆

BȂ293

近
藤
よ
う
こ
漫
画

坂
口
安
吾
原
作

夜

長

姫

と

耳

男

１
０
７
８
円

長
者
の
一
粒
種
と
し
て
慈
し
ま
れ
る
夜
長
姫
。
飛
ḯ
随
一
の

匠
の
弟
子
で
、
大
き
な
耳
を
持
つ
耳
男
は
、
姫
が
十
三
歳
の

時
、
姫
の
た
め
に
弥
勒
菩
Ḉ
像
を
造
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。

姫
の
笑
顔
に
魅
入
ら
れ
た
耳
男
は
、
や
が
て
残
酷
な
運
命
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。［
カ
ラ
ー
６
頁
］

（
２
０
１
７
年
10
月
）
602293Ȃ8◆

BȂ292

行
方
昭
夫

英
語
の
セ
ン
ス
を
磨
く

ʕ
英
文
快
読
へ
の
誘
い
ʕ

１
１
８
８
円

一
念
発
起
、
英
字
新
聞
や
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
を
読
み
始
め
て

み
た
も
の
の
、
結
局
わ
か
っ
た
よ
う
な
、
わ
か
ら
な
い
よ
う

な
、
こ
れ
で
い
い
の
か
な
？

─
─
そ
ん
な
あ
な
た
が
読
者

で
す
。
英
語
の
裏
の
裏
を
読
む
、本
物
の
セ
ン
ス
を
磨
く
本
。

例
題
を
一
部
刷
新
、
待
望
の
文
庫
版
。

（
２
０
１
７
年
９
月
）
602292Ȃ1

BȂ291

井
波
律
子

中
国
文
学
の
愉
し
き
世
界

９
４
６
円

烈
々
た
る
気
概
に
満
ち
た
奇
人
・
達
人
の
群
像
、
華
麗
な
る

物
語
幻
想
の
世
界
。
中
国
文
学
の
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
説

き
明
か
す
第
一
人
者
で
あ
る
著
者
が
、
個
性
豊
か
な
人
物
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
面
白
い
書
物
、
不
思
議
な
出
来
事
を
め
ぐ

っ
て
縦
横
無
尽
に
語
る
エ
ッ
セ
イ
集
。

（
２
０
１
７
年
９
月
）
602291Ȃ4
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佐
藤
正
午

牛
尾

篤
画

〈
解
説
〉
桂
川

潤

花
の
よ
う
な
ひ
と

９
９
０
円

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
揺
れ
動
く
一
㒒
の
心
象
風
景
を
、

〝
恋
愛
小
説
の
名
手
〟
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
々
に
託
し
て
あ

ざ
や
か
に
描
き
出
す
。
牛
尾
篤
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

実
現
し
た
優
し
さ
の
花
束
。
秀
作
「
幼
な
じ
み
」
を
併
せ
て

収
録
。［
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
］

（
２
０
１
７
年
８
月
）
602290Ȃ7

BȂ287～289

折
口
信
夫
〈
解
説
〉持
田
叙
子
、安
藤
礼
二
、夏
石
番
矢

口

訳

万

葉

集
⟹上
⟹中
⟹下

上
・
中
・
下
各
１
５
４
０
円

折
口
信
夫
は
、『
万
葉
集
』
を
、
口
述
に
よ
る
現
代
語
訳
で
味

わ
わ
せ
る
と
い
う
、
画
期
的
な
試
み
を
お
こ
な
っ
た
。
本
書

に
よ
り
『
万
葉
集
』
は
、広
く
愛
読
さ
れ
る
古
典
に
な
っ
た
と

い
う
。
上
巻
に
巻
一
―
七
、中
巻
に
巻
八
―
十
二
、下
巻
に
巻

十
三
―
二
十
を
収
録
。
（
上
２
０
１
７
年
３
月
、
中
４
月
、
下
６
月
）

602287Ȃ7/88Ȃ4/89Ȃ1

BȂ285・286

瀬
戸
内

寂
聴

諧
調
は
偽
り
な
り
⟹上
⟹下

ʕ
伊
藤
野
枝
と
大
杉
栄
ʕ

上
・
下
各
１
０
７
８
円

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
深
く
結
び
つ
い
た
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
大
杉

栄
と
伊
藤
野
枝
。
二
人
の
生
と
闘
い
の
軌
跡
を
、
彼
ら
を
め

ぐ
る
人
々
の
そ
の
後
と
と
も
に
描
く
、大
型
評
伝
小
説
。『
美

は
乱
調
に
あ
り
』
か
ら
一
六
年
の
時
を
経
て
成
就
し
た
、
注

目
の
完
結
編
。

（
上
・
下
各
２
０
１
７
年
２
月
）
602285Ȃ3/86Ȃ0

BȂ284

瀬
戸
内

寂
聴

美
は
乱
調
に
あ
り

ʕ
伊
藤
野
枝
と
大
杉
栄
ʕ

１
１
８
８
円

伊
藤
野
枝
を
世
に
知
ら
し
め
た
伝
記
小
説
の
㑹
作
が
、
続
編

『
諧
調
は
偽
り
な
り
』
と
と
も
に
文
庫
版
で
蘇
る
。
婚
家
を

出
奔
し
て
の
師
・
⁋
潤
と
の
生
活
、『
青
鞜
』
の
挑
戦
、
大
杉

栄
と
の
出
会
い
、そ
し
て
日
蔭
茶
屋
事
件
─
─
。
恋
に
燃
え
、

闘
っ
た
、
新
し
い
女
の
人
生
。

（
２
０
１
７
年
１
月
）
602284Ȃ6

BȂ282

リ
リ
ア
ン
・
Ｈ
・
ス
ミ
ス

石
井
桃
子
、
瀬
田
貞
二
、
渡
辺
茂
男
訳
〈
解
説
〉
斎
藤
惇
夫

児

童

文

学

論

１
６
５
０
円

子
ど
も
に
と
っ
て
よ
い
本
と
の
出
会
い
が
い
か
に
大
切
か
、

よ
い
本
を
選
ぶ
基
準
と
は
何
か
、
多
彩
な
作
品
を
取
り
上
げ

て
詳
し
く
説
き
明
か
す
。
長
年
に
わ
た
り
児
童
文
学
・
児
童

図
書
館
に
関
わ
る
人
々
の
厚
い
信
頼
を
得
て
き
た
名
著
が
、

い
ま
文
庫
版
で
甦
る
。

（
２
０
１
６
年
10
月
）
602282Ȃ2
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ジ
ョ
ン
・
ル
・
カ
レ

上
岡
伸
雄
、
上
杉
隼
人
訳

わ
れ
ら
が
背
き
し
者

１
４
３
０
円

恋
人
た
ち
の
一
度
き
り
の
豪
奢
な
バ
カ
ン
ス
が
、
ロ
シ
ア

ン
・
マ
フ
ィ
ア
を
巻
き
込
ん
だ
疑
惑
と
欲
望
の
渦
巻
く
取
引

の
場
に
！

政
治
と
金
、
愛
と
信
頼
を
Ṍ
け
た
壮
大
な
フ
ェ

ア
・
プ
レ
イ
を
サ
ス
ペ
ン
ス
小
説
の
巨
匠
ル
・
カ
レ
が
描
く
、

極
上
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。

（
２
０
１
６
年
10
月
）
602281Ȃ5

BȂ280

柴
崎

聰
編

石
原
吉
郎
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

１
２
１
０
円

詩
人
石
原
吉
郎
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
ラ
ー
ゲ
リ
に
お
い
て
極
限

の
状
況
下
を
生
き
た
。
そ
の
体
験
を
自
己
へ
の
凝
視
、
告
発

と
断
念
、
絶
望
と
祈
り
の
硬
質
に
し
て
静
謐
な
る
言
葉
で
表

現
し
た
。
石
原
吉
郎
の
散
文
を
テ
ー
マ
別
に
精
選
、
そ
の
文

業
の
核
心
に
迫
る
。

（
２
０
１
６
年
８
月
）
602280Ȃ8

BȂ279

小
森
陽
一

漱
石
を
読
み
な
お
す

１
１
８
８
円

戦
争
が
続
く
時
代
に
「
個
性
」
と
い
う
絶
対
的
差
異
を
自
覚

し
、
孤
独
な
闘
い
に
生
き
た
漱
石
。
そ
の
生
涯
と
作
品
を
新

た
な
視
点
か
ら
た
ど
り
な
お
す
。
通
説
と
は
一
味
違
う
漱
石

の
魅
力
が
蘇
る
「
再
入
門
書
」。
文
庫
化
に
際
し
、
最
終
章
を

大
幅
に
改
訂
。

（
２
０
１
６
年
７
月
）
602279Ȃ2

BȂ278

伊
藤

比
呂
美

ラ

ニ

ー

ニ

ャ

１
０
７
８
円

あ
た
し
は
離
婚
し
て
日
本
の
家
を
出
た
。
心
は
二
つ
、
身
は

一
つ
…
…
。
詩
人
と
し
て
旺
盛
に
活
躍
し
続
け
る
著
者
に
よ

る
㑹
作
小
説
集
。
芥
川
賞
候
補
作
二
作
に
加
え
て
、
文
庫
版

で
は
、
単
行
本
未
収
録
の
幻
の
中
編
「
ス
リ
ー
・
り
ろ
・
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
」
も
収
録
。

（
２
０
１
６
年
５
月
）
602278Ȃ5

BȂ277

渡
辺
茂
男

〈
付
記
〉
渡
辺
鉄
太

心
に
緑
の
種
を
ま
く

ʕ
絵
本
の
た
の
し
み
ʕ

１
３
４
２
円

子
ど
も
た
ち
の
心
に
「
緑
の
種
」
を
ま
き
、
芽
を
育
て
、
根
を

太
く
育
て
て
く
れ
た
絵
本
た
ち
。
児
童
書
の
翻
訳
や
創
作
で

知
ら
れ
る
著
者
が
、
自
ら
の
子
育
て
体
験
と
共
に
語
り
か
け

る
よ
う
に
綴
っ
た
、
子
ど
も
と
共
に
読
み
た
い
名
作
絵
本
四

五
冊
の
魅
力
。
図
版
多
数
。

（
２
０
１
６
年
４
月
）
602277Ȃ8
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佐
伯
泰
英

惜せ
き

櫟れ
き

荘そ
う

だ

よ

り

１
０
１
２
円

近
代
数
寄
屋
の
名
建
築
、
熱
海
・
惜
櫟
荘
。
縁
あ
っ
て
そ
の

「
番
人
」
と
な
っ
た
著
者
は
、
こ
れ
を
後
世
に
残
す
べ
く
完
全

修
復
を
志
す
。
趣
向
に
満
ち
た
創
造
性
が
し
だ
い
に
明
ら
か

に
な
る
解
体
・
復
元
過
程
を
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

て
綴
る
。（
カ
ラ
ー
口
絵
８
頁
）

（
２
０
１
６
年
１
月
）
602275Ȃ4

BȂ273・274

黒

木

亮

〈
解
説
〉
梶
村
太
市

法
服
の
王
国
小
説
裁
判
官
⟹上
⟹下

上
１
３
２
０
円

下
１
２
１
０
円

こ
れ
ま
で
金
融
機
関
や
商
社
で
の
勤
務
経
験
を
生
か
し
て
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
経
済
小
説
を
発
表
し
て
き
た
著
者
が
新
た
に
挑

ん
だ
社
会
派
巨
編
司
法
小
説
。
青
法
協
問
題
（
ブ
ル
ー
・
パ

ー
ジ
）
と
原
発
差
止
め
訴
訟
を
軸
に
、
裁
判
所
の
歴
史
を
内

側
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

（
上
・
下
各
２
０
１
６
年
１
月
）
602273Ȃ0/74Ȃ7

BȂ271

堀
田
善
衞

〈
解
説
〉
辺
見

庸

時

間

１
２
９
８
円

一
九
三
七
年
、
南
京
を
占
領
し
た
日
本
軍
は
暴
虐
の
か
ぎ
り

を
尽
し
た
。
横
行
す
る
掠
奪
と
凌
辱
、
殺
戮
。
こ
の
人
倫
の

崩
壊
し
た
時
間
の
な
か
で
人
は
何
が
で
き
る
の
か
。
南
京
事

件
を
中
国
人
知
識
人
の
視
点
か
ら
手
記
の
か
た
ち
で
語
る
、

戦
後
文
学
の
金
字
塔
。

（
２
０
１
５
年
11
月
）
602271Ȃ6

BȂ270

河
合
隼
雄
、
立
花

隆
、
谷
川
俊
太
郎

読

む

力
・
聴

く

力
８
１
４
円

「
読
む
こ
と
」「
聴
く
こ
と
」
は
、
人
間
の
生
き
方
に
ど
れ
だ

け
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。
臨
床
心
理
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
・
詩
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
「
読
む
こ
と
」「
聴
く
こ
と
」

を
実
践
し
て
き
た
三
者
が
、
現
代
に
お
け
る
そ
の
意
味
を
問

い
直
す
。

（
２
０
１
５
年
10
月
）
602270Ȃ9

BȂ269

吉
井

勇
訳

〈
解
説
〉
持
田
叙
子

現
代
語
訳

好

色

一

代

男

１
０
７
８
円

愛
欲
の
追
求
に
生
き
た
一
代
の
放
蕩
児
、
世
之
介
。
そ
の
自

由
奔
放
な
遍
歴
㞍
を
、活
き
活
き
と
描
い
た
西
鶴
の
代
表
作
。

日
本
文
学
の
中
で
も
、
人
間
性
を
全
面
的
に
肯
定
し
た
雄
編

で
あ
る
。
広
く
愛
読
さ
れ
て
き
た
近
世
文
学
の
大
古
典
を
、

文
豪
の
現
代
語
訳
で
味
わ
う
。

（
２
０
１
５
年
８
月
）
602269Ȃ3
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ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
／
ロ
マ
ン
・
ホ
ッ
ケ
編

田
村
都
志
夫
訳

だ
れ
で
も
な
い
庭

ʕ
エ
ン
デ
が
遺
し
た
物
語
集
ʕ

１
５
４
０
円

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
が
亡
く
な
っ
た
後
、
編
ま
れ
た
遺
稿

集
。『
モ
モ
』
か
ら
『
は
て
し
な
い
物
語
』
へ
の
橋
渡
し
と
な

る
表
題
作
の
ほ
か
、
短
編
小
説
、
戯
曲
、
詩
、
脚
本
、
手
紙
な

ど
、
他
で
は
読
め
な
い
多
彩
な
エ
ン
デ
作
品
に
出
会
え
る
。

自
筆
の
挿
絵
多
数
。

（
２
０
１
５
年
８
月
）
602268Ȃ6

BȂ267

澤
地
久
枝
、
佐
高

信

世
代
を
超
え
て
語
り
継
ぎ
た
い
戦
争
文
学

１
０
７
８
円

五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』、
大
岡
昇
平
『
俘
虜
記
』、
高
杉

一
郎
『
極
光
の
か
げ
に
』、
原
民
喜
『
夏
の
花
』
…
…
。
生
と

死
の
極
限
を
見
る
と
い
う
重
荷
を
背
負
い
、
そ
れ
で
も
戦
争

と
向
き
合
い
、
書
き
綴
ら
れ
た
作
品
の
数
々
。
今
こ
そ
あ
な

た
に
伝
え
た
い
「
戦
争
文
学
案
内
」。

（
２
０
１
５
年
７
月
）
602267Ȃ9

BȂ266

坂
東
三
津
五
郎

長
谷
部
浩
編

坂
東
三
津
五
郎

踊
り
の
愉
し
み

１
２
７
６
円

踊
り
を
も
っ
と
深
く
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

そ
ん
な

思
い
を
込
め
、
坂
東
三
津
五
郎
が
た
っ
ぷ
り
語
り
ま
す
。
日

本
舞
踊
の
本
質
・
心
得
、
三
津
五
郎
代
々
の
芸
・
稽
古
か
ら
、

演
目
解
説
ま
で
。
格
好
の
鑑
賞
の
手
引
き
で
す
。

［
カ
ラ
ー
口
絵
１
丁
］

（
２
０
１
５
年
６
月
）
602266Ȃ2

BȂ263・264

石
川
達
三

〈
解
説
〉
井
出
孫
六

風

に

そ

よ

ぐ

葦
⟹上
⟹下

上
品
切

下
１
６
０
６
円

「
君
の
よ
う
な
雑
誌
社
は
片
っ
ぱ
し
か
ら
ぶ
っ
潰
す
ぞ
」

。
日
米
開
戦
前
夜
か
ら
戦
後
の
日
本
国
憲
法
施
行
ま
で

を
背
景
に
、
時
代
の
激
し
い
振
幅
に
振
り
回
さ
れ
る
出
版
社

社
長
の
葦
沢
悠
平
と
そ
の
周
囲
の
人
々
の
苦
難
を
描
い
た
社

会
小
説
の
大
作
。

（
上
２
０
１
５
年
６
月
、
下
７
月
）
602263Ȃ1/64Ȃ8

BȂ261・262

尾
崎
士
郎
訳

〈
解
説
〉
板
坂
耀
子

現
代
語
訳

平

家

物

語
⟹上
⟹下

上
１
３
２
０
円

下
１
４
９
６
円

平
家
一
族
の
全
盛
か
ら
、
滅
亡
に
至
る
ま
で
を
描
い
た
軍
記

物
語
の
代
表
作
。
多
彩
な
人
物
の
ᷤ
藤
、
雄
大
な
合
戦
の
展

開
す
る
ド
ラ
マ
は
読
む
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
。
律
動
感
ᷓ
れ

た
、
雄
勁
に
し
て
哀
切
を
極
め
た
物
語
を
、
文
豪
の
現
代
語

訳
で
味
わ
う
。

（
上
・
下
各
２
０
１
５
年
４
月
）
602261Ȃ7/62Ȃ4
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ア
ー
シ
ュ
ラ
・
Ｋ
・
ル
＝
グ
ウ
ィ
ン

青
木
由
紀
子
訳

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
言
葉

１
２
１
０
円

〈
ゲ
ド
戦
記
〉
シ
リ
ー
ズ
で
飛
躍
的
に
フ
ァ
ン
層
を
広
げ
た

ル
＝
グ
ウ
ィ
ン
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
鋭
い
言
語
感
覚
と
ウ
ィ
ッ

ト
に
富
ん
だ
文
章
で
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
紡
ぐ
想
像
力
や
言

葉
、
生
い
立
ち
や
愛
読
書
な
ど
を
軽
や
か
に
語
る
。
訳
者
に

よ
る
解
題
付
き
。

（
２
０
１
５
年
３
月
）
602260Ȃ0

BȂ259

佐
藤
春
夫

〈
解
説
〉
久
保
田
淳

現
代
語
訳

方

丈

記
９
９
０
円

こ
の
世
の
無
常
を
、
隠
者
鴨
長
明
が
考
察
し
た
中
世
の
随
筆

文
学
の
代
表
作
。
日
本
人
の
精
神
性
そ
の
も
の
を
、
緊
張
感

ᷓ
れ
る
、
流
れ
る
如
き
名
文
で
表
現
し
て
い
る
。
文
豪
佐
藤

春
夫
の
訳
で
味
わ
う
。
長
明
に
関
す
る
小
説
、
評
論
三
Ἣ
を

併
せ
て
収
載
。

（
２
０
１
５
年
３
月
）
602259Ȃ4

BȂ258

梨
木
香
歩

〈
解
説
〉
澤
地
久
枝

僕
は
、
そ
し
て
僕
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か

９
９
０
円

『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
の
主
人
公
に
ち
な
ん
で
「
コ
ペ

ル
」
と
呼
ば
れ
る
一
四
歳
の
「
僕
」。
あ
る
朝
、
叔
父
の
「
ノ

ボ
ち
ゃ
ん
」
が
や
っ
て
来
て
、
学
校
に
行
く
の
を
や
め
た
「
ユ

ー
ジ
ン
」に
会
い
に
行
く
こ
と
に
…
…
。
そ
こ
か
ら
始
ま
る
、

か
け
が
え
の
な
い
一
日
の
物
語
。

（
２
０
１
５
年
２
月
）
602258Ȃ7

BȂ257

赤
川
㗨
郎

三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
遠
眼
鏡

８
８
０
円

自
民
党
ポ
ス
タ
ー
「
日
本
を
、
取
り
戻
す
。」
に
誤
植
あ
り
！

（
誤
）
戻
／（
正
）
壊

そ
の
実
、
安
倍
政
権
主
導
な
ら
ず

と
も
、
日
本
は
壊
れ
て
い
っ
て
い
る
。「
ま
と
も
な
日
本
を

取
り
戻
す
」
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
？

岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
２
０
１
５
年
１
月
）
602257Ȃ0◆

BȂ256

石
井
桃
子

〈
解
説
〉
山
田

馨

石
井
桃
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅴ

エ
ッ
セ
イ
集

１
３
４
２
円

自
然
や
暮
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の
本
へ
の
思
い
、
忘
れ
得

ぬ
人
び
と
…
…
。
生
前
刊
行
さ
れ
た
唯
一
の
エ
ッ
セ
イ
集
を

大
幅
増
補
、
未
発
表
の
二
Ἣ
も
収
録
す
る
。
人
柄
と
思
索
の

に
じ
む
文
章
で
生
涯
の
歩
み
を
た
ど
る
充
実
の
一
冊
。
著
作

リ
ス
ト
、
年
譜
を
付
す
。

（
２
０
１
５
年
５
月
）
602256Ȃ3
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石
井
桃
子

〈
解
説
〉
松
井

直

石
井
桃
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅳ

児
童
文
学
の
旅

１
１
４
４
円

一
九
五
四
年
、
四
十
代
半
ば
を
過
ぎ
て
初
め
て
欧
米
に
わ
た

っ
た
著
者
は
、
す
ぐ
れ
た
編
集
者
や
図
書
館
員
に
出
会
い
、

大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
そ
れ
ら
の
友
人
た
ち
を
再
訪
す
る

旅
、イ
ギ
リ
ス
の
自
然
や
敬
愛
す
る
作
家
を
訪
ね
る
旅
な
ど
、

貴
重
な
ふ
れ
あ
い
の
記
録
。

（
２
０
１
５
年
４
月
）
602255Ȃ6

BȂ254

石
井
桃
子

〈
解
説
〉
松
岡
享
子

石
井
桃
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅲ

子
ど
も
の
図
書
館
新
編

１
２
５
４
円

一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
欧
米
の
す
ぐ
れ
た
公
共
図
書
館
の
児

童
室
を
視
察
し
た
著
者
は
、
日
本
の
遅
れ
を
痛
感
し
、
五
八

年
に
自
宅
を
開
放
し
て
小
さ
な
図
書
室
を
開
い
た
。
本
を
読

む
子
ど
も
た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
と
喜
び
を
描
く
、

七
年
間
の
実
践
の
記
録
。

（
２
０
１
５
年
３
月
）
602254Ȃ9

BȂ253

石
井
桃
子

〈
解
説
〉
川
上
弘
美

石
井
桃
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ

幻
の
朱
い
実
⟹下

１
３
４
２
円

満
洲
事
変
か
ら
つ
づ
く
激
動
期
、
深
い
愛
に
結
ば
れ
て
青
春

を
生
き
た
明
子
と
蕗
子
。
蕗
子
の
病
は
す
す
み
、
帰
ら
ぬ
人

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
半
世
紀
を
へ
て
、
明
子
の
ま
え
に
驚

く
べ
き
事
実
が
明
か
さ
れ
る
。
著
者
が
八
年
を
か
け
た
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
の
完
結
Ἣ
。

（
下
２
０
１
５
年
２
月
）
602253Ȃ2

BȂ252

石
井
桃
子

石
井
桃
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ

幻
の
朱
い
実
⟹上

１
６
５
０
円

二
・
二
六
事
件
前
後
の
激
動
期
、
深
い
愛
に
結
ば
れ
自
立
を

め
ざ
し
て
青
春
を
生
き
た
二
人
の
女
性
の
魂
の
交
流
を
描

く
。
児
童
文
学
に
う
ち
こ
み
な
が
ら
、
心
の
底
に
温
め
つ
づ

け
た
著
者
生
涯
の
テ
ー
マ
を
、
八
年
か
け
て
書
き
下
ろ
し
た

渾
身
の
長
編
一
六
〇
〇
枚
。

（
上
２
０
１
５
年
１
月
）
602252Ȃ5

BȂ251

尾
崎
士
郎

〈
解
説
〉
南
丘
喜
八
郎

早

稲

田

大

学

１
０
１
２
円

『
人
生
劇
場
』
の
文
豪
尾
崎
士
郎
が
、
母
校
と
大
隈
重
信
へ
の

熱
い
思
い
を
描
い
た
小
説
。
同
時
に
、
明
治
・
大
正
期
の
学

生
群
像
を
通
し
て
、
希
望
と
情
熱
の
奔
流
に
衝
き
動
か
さ
れ

る
、
す
べ
て
の
時
代
の
青
年
の
特
権
を
描
い
た
青
春
譜
で
も

あ
る
。

（
２
０
１
５
年
１
月
）
602251Ȃ8
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最
相
葉
月

青

い

バ

ラ

１
８
０
４
円

青
い
バ
ラ
＝
こ
の
世
に
な
い
も
の
。
そ
の
不
可
能
を
実
現
さ

せ
よ
う
と
す
る
人
間
の
飽
く
な
き
創
造
へ
の
欲
求
と
、
バ
ラ

と
い
う
美
の
存
在
に
魅
了
さ
れ
、
こ
れ
を
庇
護
す
る
ロ
マ
ン

の
軌
跡
。
バ
ラ
と
人
間
、
科
学
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
の
相
克

を
た
ど
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

（
２
０
１
４
年
９
月
）
602246Ȃ4

BȂ245

丸
山

圭
三
郎

〈
解
説
〉
竹
田
青
嗣

人
は
な
ぜ
歌
う
の
か

１
０
７
８
円

人
間
は
唯
一
の
〝
歌
う
動
物
〟
で
あ
る
と
考
察
す
る
言
語
哲

学
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
か
つ
熱
烈
な
カ
ラ
オ
ケ
道
の
実
践

者
で
あ
る
著
者
が
、
カ
ラ
オ
ケ
の
奥
深
さ
、
上
達
法
な
ど
を
、

楽
し
く
か
つ
真
摯
に
語
る
。
歌
好
き
、
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
家
に

お
く
る
最
高
に
楽
し
い
一
冊
。

（
２
０
１
４
年
９
月
）
602245Ȃ7

BȂ244

読
売
新
聞
文
化
部

愛
唱
歌
も
の
が
た
り

１
４
０
８
円

「
か
ご
め
か
ご
め
」「
影
を
慕
い
て
」「
月
光
仮
面
」「
翼
を
く

だ
さ
い
」「
大
き
な
古
時
計
」
…
…
。
世
代
を
こ
え
歌
い
継
が

れ
て
き
た
愛
唱
歌
は
、
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
人
々
の
こ
こ

ろ
の
中
で
育
ま
れ
た
の
か
。
唱
歌
・
童
謡
、
流
行
歌
、
民
謡

な
ど
66
曲
の
逸
話
を
探
る
。

（
２
０
１
４
年
８
月
）
602244Ȃ0

BȂ242・243

伊
馬
春
部
訳

〈
解
説
〉
奥
本
大
三
郎

現
代
語
訳

東
海
道
中
膝
栗
毛
⟹上
⟹下

上
・
下
各
１
１
８
８
円

弥
㗨
郎
兵
衛
と
北
八
の
江
戸
っ
子
二
人
組
が
、
東
海
道
を
ḷ

る
旅
に
出
る
。
道
中
で
の
滑
稽
と
醜
態
の
失
敗
談
の
数
々

が
、
駄
洒
落
、
狂
歌
、
各
地
の
風
俗
、
奇
聞
を
交
え
な
が
ら
語

ら
れ
る
。
ユ
ー
モ
ア
文
学
の
㑹
作
を
、
原
作
の
リ
ズ
ム
を
伝

え
る
現
代
語
で
楽
し
む
。

（
上
２
０
１
４
年
７
月
、
下
８
月
）
602242Ȃ6/43Ȃ3

BȂ235

大
庭

み
な
子

〈
解
説
〉
米
川
千
嘉
子

現
代
語
訳

枕

草

子

１
２
７
６
円

『
枕
草
子
』
は
、
作
者
清
少
納
言
が
、
平
安
朝
の
自
然
、
儀
式
、

文
学
、
宮
廷
内
の
事
件
な
ど
様
々
な
話
題
を
、
鋭
敏
な
感
覚

と
連
想
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
文
体
で
書
き
継
い
だ
随
筆
文
学
の

古
典
で
あ
る
。
現
代
語
の
訳
文
は
、
作
者
の
息
遣
い
を
再
現

し
て
新
鮮
で
あ
る
。

（
２
０
１
４
年
２
月
）
602235Ȃ8
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田
辺
聖
子

現
代
語
訳

竹
取
物
語

伊
勢
物
語

１
０
７
８
円

『
竹
取
物
語
』
は
、
美
少
女
か
ぐ
や
姫
を
め
ぐ
る
求
婚
㞍
を
描

い
た
わ
が
国
の
最
初
の
物
語
。『
伊
勢
物
語
』
は
、
在
原
業
平

の
奔
放
に
し
て
哀
切
な
恋
愛
を
描
い
た
歌
物
語
。
著
者
の
訳

文
は
、
原
文
の
雅
さ
を
よ
く
伝
え
な
が
ら
、
現
代
の
小
説
を

読
む
よ
う
に
楽
し
め
る
。

（
２
０
１
４
年
１
月
）
602234Ȃ1

BȂ233

や
な
せ
た
か
し

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
遺
書

１
２
３
２
円

「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
の
作
詞
者
で
も
あ
る
戦
中
派
の
作

者
が
、
自
身
の
風
変
わ
り
な
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
人
生
を
語

る
。
銀
座
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
の
修
業
時
代
、
焼
け
跡
か
ら
の
出

発
、
長
か
っ
た
無
名
時
代
、
そ
し
て
つ
い
に
登
場
す
る
ア
ン

パ
ン
マ
ン

。
図
版
多
数
収
録
。

（
２
０
１
３
年
12
月
）
602233Ȃ4

BȂ229

瀬
戸
内

寂
聴

〈
解
説
〉
田
中
優
子

炎

凍

る
Ṥ
口
一
葉
の
恋

９
４
６
円

日
本
近
代
の
女
流
文
学
者
の
道
を
切
り
開
い
た
Ṥ
口
一
葉
。

著
者
は
一
葉
自
身
と
小
説
中
の
女
主
人
公
の
「
生
」
と
「
性
」

に
着
目
し
、
運
命
に
抗
う
彼
女
ら
の
苦
闘
の
跡
を
追
う
。
姦

通
を
扱
っ
た
未
完
の
作
品
『
裏
紫
』
に
新
し
い
タ
イ
プ
の
女

を
見
て
執
筆
し
た
続
編
を
併
載
。

（
２
０
１
３
年
11
月
）
602229Ȃ7

BȂ226

蓮
田
善
明
訳

〈
解
説
〉
坂
本

勝

現
代
語
訳

古

事

記

１
１
８
８
円

『
古
事
記
』
は
、
古
代
の
神
々
の
世
界
を
描
い
た
雄
大
な
叙
事

詩
で
あ
り
、
日
本
人
の
魂
の
故
郷
と
も
い
う
べ
き
最
古
の
文

学
書
。
詩
人
の
情
熱
と
国
文
学
者
の
精
確
さ
を
兼
ね
ἧ
え
た

蓮
田
善
明
の
格
調
高
く
味
わ
い
深
い
現
代
語
訳
で
、
日
本
神

話
の
世
界
を
味
わ
う
。

（
２
０
１
３
年
９
月
）
602226Ȃ6

BȂ225

室
生
犀
星
訳

〈
解
説
〉
久
保
田
淳

現
代
語
訳

蜻か
げ

蛉ろ
う

日

記

１
１
４
４
円

王
朝
日
記
文
学
の
代
表
作
『
蜻
蛉
日
記
』
を
、
室
生
犀
星
の

現
代
語
訳
で
味
わ
う
。
藤
原
兼
家
の
妻
道
綱
母
が
、
そ
の
半

生
を
書
き
綴
っ
た
回
想
録
。
波
瀾
に
富
ん
だ
生
涯
を
送
っ
た

女
性
の
愛
憎
の
思
い
が
、
写
実
的
な
散
文
と
流
麗
な
和
歌
を

交
え
な
が
ら
、
描
か
れ
る
。

（
２
０
１
３
年
８
月
）
602225Ȃ9
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俵

万

智

ち

い

さ

な

言

葉

１
０
７
８
円

『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』
で
広
く
知
ら
れ
る
歌
人
は
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
と
し
て
、
幼
い
息
子
の
興
味
深
い
表
現
や
発
想
を
受
け

と
め
な
が
ら
、言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
堪
能
し
て
い
る
。

そ
の
至
福
の
時
間
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
、
日
本
語
の
不
思
議

と
面
白
さ
。
増
補
版
。

（
２
０
１
３
年
５
月
）
602221Ȃ1

BȂ218

行
方
昭
夫

モ

ー

ム

の

Ṗ

１
０
７
８
円

モ
ー
ム
が
愛
し
た
女
性
、
そ
し
て
男
性
と
は
誰
か
。
ス
パ
イ

だ
っ
た
の
は
本
当
か
。
晩
年
に
襲
っ
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と

は
。
作
品
を
改
め
て
読
み
解
き
、
新
㗦
料
も
用
い
つ
つ
、
Ṗ

多
き
モ
ー
ム
の
人
生
に
迫
る
全
一
二
章
。
書
下
ろ
し
。

岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
２
０
１
３
年
４
月
）
602218Ȃ1

BȂ217

莫

言

井
口

晃
訳

続

赤

い

高こ
う

粱
り
ゃ
ん

１
４
０
８
円

中
国
山
東
省
高
密
県
東
北
郷
。
日
本
軍
を
奇
襲
し
た
祖
父
ら

だ
っ
た
が
、
そ
の
報
復
に
よ
り
村
は
壊
滅
す
る

。
共
産

党
軍
、
国
民
党
軍
、
傀
儡
軍
、
秘
密
結
社
が
か
ら
む
生
と
死
、

性
と
愛
、
血
と
土
、
暴
力
と
欲
望
の
凄
烈
な
物
語
。
五
つ
の

連
作
中
Ἣ
の
後
半
三
Ἣ
。

（
２
０
１
３
年
３
月
）
602217Ȃ4

BȂ211

多
和
田

葉
子

〈
解
説
〉
リ
ー
ビ
英
雄

エ
ク
ソ
フ
ォ
ニ
ー

ʕ
母
語
の
外
へ
出
る
旅
ʕ

１
１
６
６
円

エ
ク
ソ
フ
ォ
ニ
ー
と
は
、
母
語
の
外
に
出
た
状
態
一
般
を
指

す
言
葉
。
ド
イ
ツ
語
と
日
本
語
で
創
作
す
る
著
者
に
と
っ

て
、
言
語
の
越
境
は
文
学
の
本
質
的
主
題
。
越
境
で
何
が
見

え
て
く
る
か
。
自
己
の
立
脚
点
を
ἥ
つ
鋭
敏
な
エ
ッ
セ
ー
が

こ
と
ば
の
煌
め
き
を
映
す
。

（
２
０
１
２
年
10
月
）
602211Ȃ2◆

BȂ202

荒
川
洋
治

詩

と

こ

と

ば

１
０
７
８
円

知
ら
な
い
う
ち
に
私
た
ち
は
、
生
活
の
な
か
で
、
詩
の
こ
と

ば
を
生
き
て
い
る
。
し
か
し
、
詩
と
は
、
な
に
を
す
る
も
の

な
の
か
？

詩
を
み
つ
め
る
。
詩
を
呼
吸
す
る
。
詩
か
ら
飛

ぶ
。
現
代
詩
作
家
が
、
詩
の
生
き
る
時
代
を
照
ら
し
つ
つ
、

詩
と
い
う
存
在
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

（
２
０
１
２
年
６
月
）
602202Ȃ0
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BȂ190

渡

辺

保

黙
阿
弥
の
明
治
維
新

１
２
７
６
円

河
竹
黙
阿
弥
の
「
江
戸
情
緒
」
は
本
物
な
の
か
、「
島
鵆
月
白

浪
（
し
ま
ち
ど
り
つ
き
の
し
ら
な
み
）」
の
招
魂
社
の
意
味
は

何
か
。
維
新
前
の
小
団
㗨
ら
と
の
協
働
の
検
証
と
維
新
後
の

散
切
物
の
読
み
込
み
を
通
し
て
、
黙
阿
弥
こ
そ
日
本
の
近
代

演
劇
の
始
祖
と
主
張
す
る
刺
激
的
な
評
伝
。（
２
０
１
１
年
９
月
）
602190Ȃ0

BȂ189

大
城
立
裕

〈
解
説
〉
本
浜
秀
彦

カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー

１
２
５
４
円

米
国
統
治
下
の
沖
縄
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
国
際
親
善
パ
ー
テ

ィ
ー
。
そ
の
欺
瞞
を
米
兵
に
よ
る
高
校
生
レ
イ
プ
事
件
が
暴

露
し
て
い
く

。
沖
縄
初
の
芥
川
賞
受
賞
の
表
題
作
の
ほ

か
、
日
本
語
版
初
公
表
の
「
戯
曲
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
ふ
く
む
全
五
編
を
収
録
。

（
２
０
１
１
年
９
月
）
602189Ȃ4◆

BȂ185

犬

丸

治

市

川

海

老

蔵

１
２
１
０
円

華
と
才
能
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も
殴
打
事
件
に
よ
り
謹
慎
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
海
老
蔵
。『
市
川
新
之
助
論
』
以
来
舞
台
を

凝
視
し
て
き
た
著
者
が
、
江
戸
以
来
の
十
人
の
海
老
蔵
の
芸

の
魂
を
自
ら
に
襲
ね
新
生
へ
の
Ἒ
の
一
歩
を
印
す
べ
き
こ
と

を
願
っ
て
綴
る
渾
身
の
海
老
蔵
論
。

（
２
０
１
１
年
４
月
）
602185Ȃ6

BȂ180

兵
藤
裕
己

〈
解
説
〉
木
村
朗
子

王

権

と

物

語

１
０
７
８
円

物
語
は
い
か
に
発
生
し
、
成
立
し
た
か
。
漂
泊
芸
能
民
に
よ

る
鎮
魂
と
し
て
の
語
り
が
、
王
権
的
秩
序
に
取
り
込
ま
れ
文

字
テ
ク
ス
ト
化
さ
れ
る
、
そ
の
過
程
を
解
き
明
か
し
た
画
期

的
な
『
平
家
物
語
』
論
を
は
じ
め
と
す
る
、
著
者
の
思
想
の

原
点
を
示
す
論
考
、
決
定
版
。

（
２
０
１
０
年
12
月
）
602180Ȃ1

BȂ172

吉

村

昭

〈
解
説
〉
最
相
葉
月

戦
艦
武
蔵
ノ
ー
ト

１
２
５
４
円

「
Ἓ
つ
い
て
や
が
ら
。」
自
分
が
み
た
、
本
当
の
戦
争
を
伝
え

る
た
め
に
こ
そ
「
武
蔵
」
を
書
く
の
だ

。
巨
艦
の
建
造

か
ら
沈
没
に
至
る
ま
で
を
支
え
た
人
々
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
は
、
な
ん
だ
っ
た
の
か
。『
戦
艦
武
蔵
』
執
筆
の
経
緯
を

綿
密
に
た
ど
っ
た
取
材
日
記
。

（
２
０
１
０
年
８
月
）
602172Ȃ6
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BȂ168

尾
上
圭
介

〈
解
説
〉
井
上

宏

大

阪

こ

と

ば

学
９
４
６
円

注
文
さ
れ
た
品
物
が
な
い
と
き
は
「
お
ま
へ
ん
」
で
は
な
く

「
お
ま
へ
ん
ね
ん
」
と
答
え
る
の
が
商
人
の
極
意
。
動
物
園

の
檻
の
前
の
立
て
札
に
「
か
み
ま
す
」
と
だ
け
書
く
の
は
合

理
性
の
表
れ
。
巧
み
な
こ
と
ば
遣
い
と
背
後
に
あ
る
感
覚

を
、
鋭
く
軽
快
に
語
る
大
阪
文
化
論
。

（
２
０
１
０
年
６
月
）
602168Ȃ9

BȂ158

高
階
秀
爾

増
補

日
本
美
術
を
見
る
眼
東
と
西
の
出
会
い

１
２
３
２
円

日
本
独
特
の
美
意
識
と
は
何
か
。
西
洋
美
術
と
比
較
し
て
の

日
本
美
術
の
特
徴
、
近
代
に
お
け
る
西
洋
と
日
本
の
交
流
が

相
互
の
美
術
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
言
及
し
、
美
術
か
ら
日
本

人
の
精
神
文
化
の
神
髄
に
せ
ま
る
卓
越
し
た
比
較
文
化
論
。

最
新
の
エ
ッ
セ
イ
二
本
を
増
補
。

（
２
０
０
９
年
12
月
）
602158Ȃ0

BȂ156

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

田
村
都
志
夫
聞
き
手
・
編
訳

も
の
が
た
り
の
余
白

ʕ
エ
ン
デ
が
最
後
に
話
し
た
こ
と
ʕ

１
２
９
８
円

『
モ
モ
』『
は
て
し
な
い
物
語
』
な
ど
の
名
作
児
童
文
学
で
知

ら
れ
る
エ
ン
デ
が
、
晩
年
に
自
ら
の
人
生
、
作
品
、
思
索
に

つ
い
て
語
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
現
代
の
物
質
文
明
の
な
か

で
精
神
世
界
の
重
要
性
を
訴
え
た
深
い
思
想
が
語
り
を
通
し

て
伝
わ
っ
て
く
る
。

（
２
０
０
９
年
11
月
）
602156Ȃ6

BȂ147

向
田
邦
子

向
田
邦
子
シ
ナ
リ
オ
集
Ⅳ

冬
の
運
動
会

１
２
１
０
円

社
会
的
地
位
の
あ
る
父
や
祖
父
か
ら
、
で
き
の
悪
い
奴
と
疎

ま
れ
て
き
た
菊
男
。
彼
は
た
ま
た
ま
行
き
会
っ
た
靴
屋
夫
婦

の
元
に
、
実
の
息
子
の
よ
う
に
通
う
よ
う
に
な
る
。
二
つ
の

「
家
族
」
が
交
錯
し
た
と
き
、
厳
格
に
見
え
た
父
も
祖
父
も
実

は
…
…
。

（
２
０
０
９
年
７
月
）
602147Ȃ4

BȂ144

向
田
邦
子

向
田
邦
子
シ
ナ
リ
オ
集
Ⅰ

あ
・
う
ん

１
３
２
０
円

見
か
け
も
気
性
も
正
反
対
な
が
ら
、
狛
犬
の
よ
う
に
息
の
合

う
水
田
と
門
倉
。
実
は
、
門
倉
は
水
田
の
妻
の
魅
力
を
愛
し

て
も
い
る
。
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
、
そ
れ
で
も
夫
婦
で
あ
り
友

人
で
あ
る
大
人
た
ち
の
愛
を
、
水
田
の
娘
さ
と
子
が
見
つ
め

る
。
関
連
㗦
料
付
。

（
２
０
０
９
年
４
月
）
602144Ȃ3
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BȂ139

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

丘
沢
静
也
訳

〈
解
説
〉
林

光

遺
産
相
続
ゲ
ー
ム

ʕ
地
獄
の
喜
劇
ʕ

１
１
０
０
円

と
あ
る
Ṗ
め
い
た
館
に
十
人
の
遺
産
相
続
人
が
招
集
さ
れ
、

十
の
紙
片
に
分
か
れ
た
遺
言
状
を
渡
さ
れ
た
。
相
続
人
た
ち

は
こ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
、
遺
産
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
現
代
社
会
へ
の
痛
烈
な
批
判
が
こ
め
ら
れ
た
エ

ン
デ
初
期
の
㑹
作
寓
意
劇
。

（
２
０
０
８
年
10
月
）
602139Ȃ9

BȂ137

高
階
秀
爾

歴
史
の
な
か
の
女
た
ち

ʕ
名
画
に
秘
め
ら
れ
た
そ
の
生
涯
ʕ

１
１
０
０
円

フ
ラ
ン
ス
最
後
の
王
妃
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
、
皇
帝

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
妃
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
、
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
…
…
。
西
洋
の
名
画
に
描
か
れ
た
二
四

人
の
歴
史
上
の
女
性
た
ち
の
、
悲
し
く
も
波
瀾
に
富
ん
だ
そ

れ
ぞ
れ
の
生
涯
を
綴
っ
た
名
著
。

（
２
０
０
８
年
７
月
）
602137Ȃ5

BȂ129

行
方
昭
夫

実
践

英
文
快
読
術

１
１
４
４
円

英
語
再
入
門
を
志
す
人
が
、「
涙
な
し
で
」
英
語
表
現
を
学
べ

る
一
冊
。
基
礎
編
で
は
、
よ
く
使
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

日
本
人
が
誤
解
し
や
す
い
表
現
を
お
さ
ら
い
、
実
践
編
で
は

男
女
の
愛
の
も
つ
れ
を
描
い
た
喜
劇
を
ま
る
ご
と
読
み
、
楽

し
み
な
が
ら
力
を
つ
け
る
。

（
２
０
０
７
年
12
月
）
602129Ȃ0

BȂ128

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

田
村
都
志
夫
訳

自

由

の

牢

獄

１
２
９
８
円

長
い
熟
成
期
間
を
経
て
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
、
エ
ン
デ
文
学

の
到
達
点
を
示
す
㑹
作
短
Ἣ
集
。
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
的
伝

統
を
背
景
に
、
手
紙
・
手
記
・
パ
ロ
デ
ィ
・
伝
記
な
ど
、
多
彩

な
実
験
的
手
法
を
駆
使
し
て
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。

（
２
０
０
７
年
９
月
）
602128Ȃ3

BȂ127

大

岡

信

古
典
を
読
む

万

葉

集

１
０
３
４
円

若
々
し
く
生
成
し
、
爛
熟
し
、
繊
美
に
ま
で
到
達
し
た
、
一

個
の
生
命
体
と
し
て
の
『
万
葉
集
』。
詩
人
は
そ
の
感
性
の

す
べ
て
を
開
い
て
万
葉
の
広
々
と
し
た
言
語
世
界
に
接
し
、

歴
史
と
人
間
の
ド
ラ
マ
を
み
と
り
、
現
代
に
通
ず
る
限
り
な

い
面
白
さ
を
解
き
明
か
す
。

（
２
０
０
７
年
９
月
）
602127Ȃ6
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BȂ123

梶
山
季
之

族

譜
・
李

朝

残

影

１
０
７
８
円

創
氏
改
名
が
朝
鮮
の
人
々
を
い
か
に
蹂
躙
し
た
か
を
描
い
た

「
族
譜
」。
日
本
軍
の
民
衆
虐
殺
事
件
が
作
品
の
要
と
な
る

「
李
朝
残
影
」。
朝
鮮
植
民
地
支
配
と
日
本
人
の
責
任
を
問
い

続
け
た
著
者
の
代
表
作
二
作
品
と
自
伝
的
小
説
「
性
欲
の
あ

る
風
景
」
を
収
録
。

（
２
０
０
７
年
８
月
）
602123Ȃ8

BȂ100・101

火
野
葦
平

花

と

ཾ
⟹上
⟹下

上
１
６
０
６
円

下
１
４
９
６
円

明
治
の
終
わ
り
、
北
九
州
若
松
港
に
流
れ
て
き
た
玉
井
金
五

郎
と
マ
ン
。
男
の
腕
の
彫
青
は
昇
り
ཾ
に
菊
。
二
人
は
度
胸

と
義
ᷬ
心
で
荷
役
労
働
者
を
束
ね
、波
止
場
の
暴
力
と
闘
う
。

港
湾
労
働
の
近
代
化
を
背
景
に
展
開
す
る
波
乱
万
丈
の
実
録

小
説
。
作
者
も
実
名
で
登
場
。
（
上
２
０
０
６
年
２
月
、
下
３
月
）
602100Ȃ9/01Ȃ6

BȂ87～89

五
味
川

純
平

〈
解
説
〉
小
宮
山
量
平

人

間

の

條

件
⟹上
⟹中
⟹下

上
・
中
１
６
５
０
円

下
１
７
６
０
円

棉
の
よ
う
な
雪
が
静
か
に
舞
い
降
り
る
宵
闇
、
一
九
四
三
年

の
満
洲
で
梶
と
美
千
子
の
愛
の
物
語
が
は
じ
ま
る
。
植
民
地

に
生
き
る
知
識
人
の
苦
悶
、
良
心
と
恐
怖
の
ᷤ
藤
、
愛
と
希

望
を
押
し
流
す
戦
争
…
…
「
魂
の
底
揺
れ
す
る
」
戦
後
文
学

の
記
念
碑
的
作
品
。

（
上
２
０
０
５
年
１
月
、
中
２
月
、
下
３
月
）

602087Ȃ3/88Ȃ0/89Ȃ7

BȂ85

山
川
静
夫

〈
解
説
〉
永

六
輔

綱

大

夫

四

季

ʕ
昭
和
の
文
楽
を
生
き
る
ʕ

１
２
１
０
円

八
世
竹
本
綱
大
夫
は
豊
か
な
天
分
に
加
え
て
猛
稽
古
を
重

ね
、風（
ふ
う
）を
重
ん
じ
た
格
調
あ
る
理
知
的
な
語
り
を
完
成

し
た
。
本
書
は
彼
と
身
近
に
接
し
た
著
者
に
よ
る
本
格
的
評

伝
。
昭
和
四
十
年
代
ま
で
の
文
楽
界
と
大
阪
に
生
き
る
芸
人

の
㗡
を
敬
愛
の
念
を
こ
め
て
描
い
た
力
作
。（
２
０
０
４
年
６
月
）
602085Ȃ9

BȂ70

中
野

美
代
子

西

遊

記

の

秘

密

ʕ
タ
オ
と
Ẃ
丹
術
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
ʕ

１
３
２
０
円

一
見
い
か
に
も
荒
唐
無
稽
な
小
説
『
西
遊
記
』。
実
は
、
こ
の

作
品
は
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
な
欲
求
に
と
り
つ
か
れ
た
人
々
が

で
っ
ち
あ
げ
た
、
壮
大
な
知
的
遊
戯
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
。

『
西
遊
記
』
の
秘
教
的
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
解
読
し
、
隠
さ
れ
た

世
界
解
釈
の
Ṗ
に
迫
る
。

（
２
０
０
３
年
４
月
）
602070Ȃ5
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BȂ69

行
方
昭
夫

英

文

快

読

術

１
１
０
０
円

読
解
は
大
意
さ
え
わ
か
れ
ば
よ
い
？

そ
う
主
張
す
る
あ
な

た
の
英
語
力
を
い
ざ
診
断
。
弱
点
を
補
強
す
る
能
率
的
な
学

習
方
法
を
処
方
し
、
英
文
快
読
へ
の
道
を
指
南
し
ま
す
。
具

体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
満
載
、
英
語
再
入
門
の
た
め
の
最
良
の
テ

キ
ス
ト
。

（
２
０
０
３
年
３
月
）
602069Ȃ9

BȂ51

大
江
健
三
郎
、
河
合
隼
雄
、
谷
川
俊
太
郎

日
本
語
と
日
本
人
の
心

１
１
０
０
円

日
本
語
は
心
・
身
体
・
生
き
方
な
ど
自
己
形
成
に
ど
の
よ
う

に
関
わ
り
、
歴
史
・
宗
教
・
文
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
き
た
の
か
。
詩
・
小
説
・
心
理
療
法
の
第
一
人
者
が
自

ら
の
体
験
を
も
と
に
徹
底
討
議
し
、
言
葉
の
真
の
豊
か
さ
を

問
う
画
期
的
日
本
語
文
化
論
で
あ
る
。

（
２
０
０
２
年
３
月
）
602051Ȃ4

BȂ37

黒

澤

明

〈
解
説
〉
淀
川
長
治

蝦

蟇

の

油

ʕ
自
伝
の
よ
う
な
も
の
ʕ

１
４
９
６
円

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督
黒
澤
明
が
自
ら
の
半
生
を
回
想

し
た
自
伝
。
少
年
時
の
思
い
出
、
映
画
と
の
出
会
い
、
助
監

督
時
代
を
経
て
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
㗡
三
四
郎
」
か
ら
「
羅
生

門
」
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
ま
で
を
語
る
。
映
画
創
造
の
秘
密
に

迫
る
貴
重
な
証
言
。

（
２
０
０
１
年
８
月
）
602037Ȃ8

BȂ35

見
田
宗
介

宮

沢

賢

治

ʕ
存
在
の
祭
り
の
中
へ
ʕ

１
２
５
４
円

幻
想
と
現
実
、
存
在
の
肯
定
と
否
定
、
宮
沢
賢
治
の
「
世
界
」

は
外
へ
内
へ
と
転
回
し
つ
づ
け
る
。
我
々
を
永
遠
に
魅
了
す

る
作
品
表
現
の
深
層
に
、
そ
の
意
識
・
身
体
・
自
我
を
探
索

し
、
近
代
を
駆
け
ぬ
け
た
人
間
賢
治
の
軌
跡
を
現
代
の
思
想

と
し
て
構
築
す
る
。

（
２
０
０
１
年
６
月
）
602035Ȃ4

BȂ32

前

田

愛

〈
解
説
〉
飛
鳥
井
雅
道

近
代
読
者
の
成
立

１
５
７
３
円

音
読
か
ら
黙
読
へ

天
保
期
か
ら
戦
後
大
衆
社
会
に
至
る

読
者
の
実
態
を
、
出
版
機
構
の
構
造
、
作
者
の
意
識
な
ど
も

含
め
て
歴
史
的
に
考
察
。
活
字
文
化
の
王
座
が
ゆ
ら
ぎ
は
じ

め
、
近
代
の
意
味
が
問
い
直
さ
れ
る
時
代
の
文
学
研
究
に
新

局
面
を
拓
い
た
問
題
作
。

（
２
０
０
１
年
２
月
）
602032Ȃ3
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BȂ31

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

丘
沢
静
也
訳

〈
解
説
〉
新
宮
一
成

鏡

の

な

か

の

鏡

ʕ
迷
宮
ʕ

１
３
８
６
円

鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ
と
豊
か
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
織
り
な
さ
れ
る

三
〇
の
連
作
短
編
集
。
最
後
の
話
が
最
初
の
話
に
つ
な
が
っ

て
、
我
々
を
め
く
る
め
く
意
識
の
迷
宮
、
不
思
議
の
宇
宙
へ

と
誘
う
。『
モ
モ
』『
は
て
し
な
い
物
語
』
と
な
ら
ぶ
エ
ン
デ

の
代
表
作
。

（
２
０
０
１
年
１
月
）
602031Ȃ6

BȂ30

北

杜

夫

茂

吉

晩

年

ʕ「
白
き
山
」「
つ
き
か
げ
」
時
代
ʕ

１
１
０
０
円

話
題
作
『
青
年
茂
吉
』『
壮
年
茂
吉
』『
茂
吉
彷
徨
』
に
つ
づ
く

「
斎
藤
茂
吉
伝
」
四
部
作
の
完
結
編
。
父
親
で
あ
る
偉
大
な

歌
人
の
最
後
の
輝
き
と
、
老
い
衰
え
ゆ
く
悲
し
い
な
が
ら
も

人
間
く
さ
い
実
像
を
、
作
家
北
杜
夫
が
全
力
を
傾
注
し
て
活

写
す
る
新
し
い
評
伝
文
学
。

（
２
０
０
１
年
４
月
）
602030Ȃ9

BȂ23

大
江

健
三
郎

新

年

の

挨

拶

１
２
４
３
円

年
の
初
め
の
不
思
議
な
懐
か
し
さ
の
電
話
、
折
々
に
届
け
ら

れ
る
通
信
に
応
え
て
深
め
ら
れ
て
い
く
生
と
死
へ
の
想
い
、

文
学
と
芸
術
に
つ
い
て
の
思
索
。
発
信
者
へ
の
感
謝
を
こ
め

て
、
人
生
の
挨
拶
と
し
て
結
実
し
た
エ
ッ
セ
イ
集
。「
生
き

ら
れ
た
人
生
の
物
語
」
を
収
録
。

（
２
０
０
０
年
12
月
）
602023Ȃ1◆

BȂ14

川
本
三
郎
編

荷

風

語

録

１
１
０
０
円

永
井
荷
風
ゆ
か
り
の
土
地
ご
と
に
作
品
を
取
り
上
げ
、
詳
細

な
読
み
に
基
づ
く
解
説
を
加
え
、
彼
の
生
き
た
東
京
を
再
現

す
る
。
偏
奇
館
の
所
在
地
・
麻
布
、
足
繁
く
通
っ
た
銀
座
・

浅
草
・
玉
の
井
、
さ
ら
に
深
川
・
荒
川
放
水
路
。
荷
風
と
東

京
を
歩
く
た
め
の
最
良
の
一
冊
。

（
２
０
０
０
年
４
月
）
602014Ȃ9

BȂ1

筒
井
康
隆

文
学
部
唯
野
教
授

１
３
２
０
円

究
極
の
パ
ロ
デ
ィ
か
、
抱
腹
絶
倒
の
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

か
！

印
象
批
評
か
ら
ポ
ス
ト
構
造
主
義
ま
で
壮
観
な
文
学

理
論
を
展
開
す
る
唯
野
先
生
が
「
大
学
」
と
「
文
学
」
と
い
う

二
つ
の
制
度
＝
権
力
と
渡
り
合
っ
た
、
爆
笑
と
驚
愕
の
ス
ー

パ
ー
話
題
騒
然
小
説
。

（
２
０
０
０
年
１
月
）
602001Ȃ9◆
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社
会

SȂ343

五
百
旗
頭

真

大

災

害

の

時

代

ʕ
三
大
震
災
か
ら
考
え
る
ʕ

１
５
７
３
円

近
代
の
三
大
震
災
（
関
東
大
震
災
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東

日
本
大
震
災
）
に
お
け
る
被
害
の
実
態
、
国
と
社
会
の
対
応
、

当
時
の
政
治
判
断
、
復
興
へ
の
取
り
組
み
を
比
較
・
検
証
し
、

今
後
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
震
災
へ
の
備
え
と
す
る
。

（
２
０
２
３
年
８
月
）
603343Ȃ9

SȂ342

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班

〈
解
説
〉
大
木

毅

戦
慄
の
記
録

イ
ン
パ
ー
ル

１
３
３
１
円

三
万
人
も
の
死
者
を
出
し
た
作
戦
は
、
ど
の
よ
う
に
立
案
・

遂
行
さ
れ
た
の
か
。
牟
田
口
司
令
官
の
肉
声
、
司
令
部
の
状

況
を
伝
え
る
元
少
尉
の
日
記
、兵
士
の
証
言
な
ど
を
通
じ
て
、

太
平
洋
戦
争
で
最
も
無
謀
と
い
わ
れ
る
作
戦
の
全
貌
に
迫

る
。

（
２
０
２
３
年
７
月
）
603342Ȃ2◆

SȂ341

千

葉

聡

〈
解
説
〉
河
田
雅
圭

歌
う
カ
タ
ツ
ム
リ

ʕ
進
化
と
ら
せ
ん
の
物
語
ʕ

１
２
４
３
円

地
味
で
パ
ッ
と
し
な
い
カ
タ
ツ
ム
リ
だ
が
、
生
物
進
化
の
研

究
に
お
い
て
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
華
だ
っ
た
。
偶
然
と
必

然
、
連
続
と
不
連
続
…
…
。
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
研
究
の
営

み
と
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
進
化
を
重
ね
た
壮
大
な
歴
史
絵
巻
。

（
２
０
２
３
年
７
月
）
603341Ȃ5

SȂ340

杉

村

新

〈
解
説
〉
斎
藤
靖
二

大
地
の
動
き
を
さ
ぐ
る

１
６
７
２
円

七
〇
年
前
の
調
査
結
果
は
、
大
地
の
変
形
活
動
が
絶
え
間
な

く
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
地
球
の
大
き
な
営
み
の

Ṗ
解
明
の
た
め
の
思
考
の
道
筋
と
、
他
の
研
究
者
た
ち
と
の

つ
な
が
り
が
か
ら
み
あ
い
、
研
究
は
㗨
第
に
深
ま
り
広
が
っ

て
い
く
。

（
２
０
２
３
年
６
月
）
603340Ȃ8
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SȂ338・339

副
田
義
也

〈
解
説
〉
苅
谷
剛
彦

あ
し
な
が
運
動
と
玉
井
義
臣
⟹上
⟹下

ʕ
歴
史
社
会
学
か
ら
の
考
察
ʕ

上
１
５
９
５
円

下
１
３
８
６
円

災
害
遺
児
、
病
気
遺
児
、
自
死
遺
児
な
ど
を
支
援
す
る
教
育

奨
学
運
動
「
あ
し
な
が
育
英
会
」
を
無
か
ら
育
て
上
げ
た
玉

井
義
臣
。
そ
の
魅
力
的
な
人
物
像
と
運
動
の
意
義
を
歴
史
社

会
学
的
に
位
置
づ
け
、
唯
一
無
二
の
社
会
運
動
の
軌
跡
を
ḷ

る
。

（
上
・
下
各
２
０
２
３
年
４
月
）
603338Ȃ5/39Ȃ2

SȂ337

川
上
和
人

〈
解
説
〉
枝
元
な
ほ
み

鳥
肉
以
上
、
鳥
学
未
満
。

ʕ
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｋ
ｅ
ｎ
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ʕ

１
１
０
０
円

鳥
肉
を
食
べ
尽
く
し
な
が
ら
鳥
類
を
語
り
尽
く
す
鳥
肉
界
随

一
の
快
著
、
つ
い
に
文
庫
化
。
ボ
ン
ジ
リ
っ
て
お
尻
じ
ゃ
な

い
の
？

鳥
の
首
は
ろ
く
ろ
首
！？

ト
リ
ビ
ア
も
ネ
タ

も
満
載
。
キ
ッ
チ
ン
か
ら
始
ま
る
、
と
び
っ
き
り
の
サ
イ
エ

ン
ス
。

（
２
０
２
３
年
４
月
）
603337Ȃ8◆

SȂ336

斎
藤
貴
男

増
補

空
疎
な
小
皇
帝

「
石
原
慎
太
郎
」
と
い
う
問
題

１
４
７
４
円

没
後
、
ᷓ
れ
る
礼
賛
の
言
葉
。
し
か
し
長
期
に
及
ん
だ
石
原

都
政
こ
そ
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
や
排
外
主
義
、
公
共
空
間
の
私

物
化
な
ど
、
現
代
の
歪
ん
だ
政
治
・
社
会
の
源
流
で
は
な
い

か
。
新
取
材
を
加
え
、
石
原
都
政
の
「
負
の
遺
産
」
を
い
ま

改
め
て
問
う
。

（
２
０
２
３
年
３
月
）
603336Ȃ1

SȂ335

佐
藤
文
隆
、
艸
場
よ
し
み
〈
解
説
〉
サ
ン
キ
ュ
ー
タ
ツ
オ

「
科
学
に
す
が
る
な
！
」

ʕ
宇
宙
と
死
を
め
ぐ
る
特
別
授
業
ʕ

１
１
４
４
円

「
死
と
は
何
か
の
答
え
を
宇
宙
に
求
め
る
な
、
死
の
意
味
を

自
分
に
問
う
な
」
と
科
学
論
に
基
づ
い
て
答
え
る
科
学
者
に

「
そ
の
う
え
で
、
死
を
ど
う
考
え
る
か
を
聞
き
た
い
」
と
食
い

下
が
る
女
性
。
３
･11
を
は
さ
ん
だ
激
闘
の
一
年
間
。

（
２
０
２
３
年
１
月
）
603335Ȃ4

SȂ334

西
谷
公
明

〈
解
説
〉
佐
藤

優

ウ
ク
ラ
イ
ナ

通
貨
誕
生

ʕ
独
立
の
命
運
を
Ṍ
け
た
闘
い
ʕ

１
２
３
２
円

一
九
九
一
年
、
独
立
を
宣
言
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
未
知
の
市

場
経
済
へ
と
漕
ぎ
出
し
た
。
自
国
通
貨
創
造
の
現
場
に
身
を

置
い
た
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
よ
る
ゼ
ロ
か
ら
の
国
づ
く
り
の
記

録
。
二
〇
一
四
年
マ
イ
ダ
ン
革
命
、
二
二
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
へ
の
追
記
を
収
録
。

（
２
０
２
３
年
１
月
）
603334Ȃ7
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SȂ333

吉
田
千
亜

孤

塁
双
葉
郡
消
防
士
た
ち
の
3
･11

１
１
０
０
円

わ
れ
わ
れ
は
生
き
て
戻
れ
る
の
か
？

原
発
が
暴
走
す
る

な
か
、
住
民
救
助
や
避
難
誘
導
、
さ
ら
に
は
原
発
構
内
で
の

活
動
に
も
あ
た
っ
た
双
葉
消
防
本
部
一
二
五
名
の
消
防
士
た

ち
。
一
人
ひ
と
り
へ
の
丹
念
な
取
材
に
よ
り
、
当
時
の
緊
迫

を
描
き
出
す
。

（
２
０
２
３
年
１
月
）
603333Ȃ0◆

SȂ332

野
田
正
彰

戦

争

と

罪

責

１
５
１
８
円

戦
地
で
残
虐
な
行
為
を
行
っ
た
将
校
、
軍
医
、
憲
兵
…
…
、

彼
ら
は
個
人
と
し
て
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
行
為
と
向
き
合
っ

て
き
た
の
か
。
精
神
病
理
学
者
に
よ
る
丹
念
な
聞
き
取
り
を

も
と
に
、
罪
の
意
識
を
抑
圧
す
る
文
化
の
な
か
で
「
悲
し
む

力
」
を
取
り
戻
す
道
を
探
る
。

（
２
０
２
２
年
８
月
）
603332Ȃ3◆

SȂ331

森

達

也

増
補
版

悪
役
レ
ス
ラ
ー
は
笑
う

ʕ「
卑
劣
な
ジ
ャ
ッ
プ
」
グ
レ
ー
ト
東
郷
ʕ

１
３
６
４
円

第
二
㗨
大
戦
後
の
米
国
プ
ロ
レ
ス
界
で
「
卑
怯
な
日
本
人
」

を
演
じ
、
巨
万
の
富
を
築
い
た
伝
説
の
悪
役
レ
ス
ラ
ー
の
素

顔
と
は
。
二
〇
〇
五
年
刊
の
岩
波
新
書
版
に
、
新
た
な
取
材

に
よ
る
書
き
下
ろ
し
「
悪
役
レ
ス
ラ
ー
は
二
度
笑
う
」
を
追

加
。
再
び
Ṗ
に
迫
る
。

（
２
０
２
２
年
５
月
）
603331Ȃ6

SȂ330

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
コ
ー
リ
ン
グ
・
リ
タ
ー
ン
ズ

ʕ
社
会
・
政
治
時
評
ク
ロ
ニ
ク
ル

２
０
１
４－

２
０
２
１
ʕ

１
２
６
５
円

人
か
㗦
本
か
。
優
先
順
位
を
間
違
え
た
政
治
は
希
望
を
奪
い

貧
困
と
分
断
を
拡
大
さ
せ
る
。
単
行
本
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
コ

ー
リ
ン
グ
』
を
改
編
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
含
む
以
降
の
時
評
を

大
幅
に
加
え
た
最
新
版
。
英
国
の
地
べ
た
か
ら
照
ら
し
出
さ

れ
る
日
本
の
課
題
。

（
２
０
２
１
年
11
月
）
603330Ȃ9

SȂ329

佐
藤
卓
己

負
け
組
の
メ
デ
ィ
ア
史

ʕ
天
下
無
敵

野
依
秀
市
伝
ʕ

１
７
３
８
円

明
治
末
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
数
々
の
雑
誌
・
新
聞
を
率

い
「
言
論
界
の
暴
れ
ん
坊
」
の
異
名
を
と
っ
た
男
、
野
依
秀

市
。
か
つ
て
誰
よ
り
も
大
衆
の
「
世
論
」
を
体
現
し
、
今
や

忘
れ
ら
れ
た
桁
外
れ
の
鬼
才
の
生
き
様
と
、「
負
け
組
」
の
メ

デ
ィ
ア
史
を
描
く
。

（
２
０
２
１
年
９
月
）
603329Ȃ3◆
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中

村

哲

澤
地
久
枝
聞
き
手

人
は
愛
す
る
に
足
り
、
真
心
は
信
ず
る
に
足
る

ʕ
ア
フ
ガ
ン
と
の
約
束
ʕ

１
０
７
８
円

戦
乱
と
劣
悪
な
自
然
環
境
に
苦
し
む
ア
フ
ガ
ン
の
地
で
、
人

々
の
命
を
救
う
べ
く
身
命
を
Ṍ
し
て
活
動
を
続
け
た
故
・
中

村
哲
医
師
。
自
ら
の
個
人
史
的
背
景
と
と
も
に
、
熱
い
思
い

を
語
っ
た
肉
声
の
記
録
。
遺
志
を
継
ぐ
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
収
録
。

（
２
０
２
１
年
９
月
）
603328Ȃ6◆

SȂ327

井
出
孫
六

〈
解
説
〉
青
木
理

抵
抗
の
新
聞
人

桐
生
悠
々

１
２
３
２
円

明
治
末
か
ら
日
米
開
戦
前
夜
に
至
る
ま
で
、
反
戦
と
不
正
追

及
の
㗡
勢
を
貫
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
上
に
屹
立
す
る
桐

生
悠
々
。
六
八
年
の
燃
え
る
よ
う
な
生
を
見
事
に
描
く
。
巻

末
に
は
五
男
に
よ
る
「
私
に
と
っ
て
の
〈
親
子
関
係
〉」
を
収

録
。

（
２
０
２
１
年
９
月
）
603327Ȃ9

SȂ326

柳

澤

健

〈
解
説
〉
夢
枕
獏

増
補
版

日
本
レ
ス
リ
ン
グ
の
物
語

１
７
３
８
円

格
闘
技
の
原
点
へ

。
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
の
父
・
八
田
一

朗
、
黄
金
期
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
た
ち
、
指
導
者
た
ち
、
そ

し
て
現
在
、
最
先
端
で
戦
う
選
手
た
ち
。
無
数
の
ド
ラ
マ
と

多
様
な
人
間
を
描
き
き
る
「
正
史
」
に
し
て
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
。

（
２
０
２
１
年
７
月
）
603326Ȃ2

SȂ325

井
上

ひ
さ
し

〈
解
説
〉
小
森
陽
一

井
上
ひ
さ
し
の
憲
法
指
南

１
２
１
０
円

「
日
本
国
憲
法
は
最
高
の
㑹
作
」
と
語
る
井
上
ひ
さ
し
。
常

に
憲
法
を
軸
に
社
会
を
見
つ
め
続
け
ま
し
た
。
本
書
に
は
、

憲
法
の
基
本
を
分
か
り
や
す
く
説
い
た
エ
ッ
セ
イ
、
講
演
録

を
収
録
。「
憲
法
っ
て
何
？
」
そ
の
答
え
が
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。

（
２
０
２
１
年
３
月
）
603325Ȃ5

SȂ323・324
ヘ
ン
リ
ー
・
Ａ
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

塚
越
敏
彦
、
松
下
文
男
、
横
山
司
、
岩
瀬
彰
、
中
川
潔
訳

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

回
想
録

中

国
⟹上
⟹下

上
・
下
各
１
６
９
４
円

一
九
七
二
年
、
米
中
和
解
の
衝
撃
に
よ
っ
て
世
界
は
変
わ
っ

た

そ
の
立
役
者
で
あ
る
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
鋭
い
観
察

眼
が
見
抜
い
た
、
中
国
の
本
質
と
は
。
歴
史
や
伝
統
文
化
、

自
ら
の
外
交
経
験
も
踏
ま
え
て
描
か
れ
る
、
全
世
界
注
目
の

中
国
論
。

（
上
・
下
各
２
０
２
１
年
１
月
）
603323Ȃ1/24Ȃ8
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星

野

保

菌

世

界

紀

行

ʕ
誰
も
知
ら
な
い
き
の
こ
を
追
っ
て
ʕ

９
４
６
円

北
極
、
南
極
、
そ
し
て
シ
ベ
リ
ア
。
大
の
男
が
Ṝ
い
つ
く
ば

っ
て
、
世
界
中
の
寒
冷
地
に
き
の
こ
を
探
す
。
大
型
動
物
と

の
遭
遇
、
鯨
飲
、
泥
酔
、
そ
し
て
拘
束
。
雪
や
氷
の
下
で
し

た
た
か
に
生
き
る
菌
た
ち
の
生
態
と
と
も
に
綴
る
、
爆
笑
・

苦
笑
・
失
笑
必
至
の
〈
菌
道
中
〉。

（
２
０
２
０
年
９
月
）
603322Ȃ4

SȂ321

早
瀬
圭
一

〈
解
説
〉
山
根
基
世

聖
路
加
病
院

生
と
死
の
現
場

１
４
７
４
円

「
特
別
な
病
院
」
に
も
不
易
の
㗡
が
あ
る

。
小
児
科
、
訪

問
看
護
、
後
進
育
成
、
救
急
の
現
場
を
見
つ
め
、
医
療
と
看

護
の
原
点
を
描
い
た
『
聖
路
加
病
院
で
働
く
と
い
う
こ
と
』

に
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
の
出
会
い
と
別
れ
の
新
章
を
増
補
。

（
２
０
２
０
年
８
月
）
603321Ȃ7

SȂ320

木

谷

明

山
田
隆
司
、
嘉
多
山
宗
聞
き
手
・
編

「
無

罪
」
を

見

抜

く

ʕ
裁
判
官
・
木
谷
明
の
生
き
方
ʕ

１
８
４
８
円

有
罪
率
が
非
常
に
高
い
日
本
の
刑
事
裁
判
だ
が
、
再
審
で
無

罪
と
な
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
る
。
在
職
中
に
出
し
た
い

く
つ
も
の
無
罪
判
決
を
全
て
確
定
さ
せ
た
裁
判
官
は
、
い
か

に
し
て
無
罪
を
見
抜
い
た
の
か
。
日
本
の
刑
事
司
法
制
度
を

考
え
る
際
に
必
読
の
書
。

（
２
０
２
０
年
３
月
）
603320Ȃ0◆

SȂ319

野
林

健
、
納
家
政
嗣
編

〈
解
説
〉
中
満
泉

聞
き
書

緒
方
貞
子
回
顧
録

１
６
９
４
円

「
人
の
命
を
助
け
る
こ
と
」、
こ
れ
に
尽
き
ま
す

。
紛
争

が
激
化
し
た
時
代
に
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
を
つ
と
め
、「
人

間
の
安
全
保
障
」
を
提
起
し
た
緒
方
貞
子
（
一
九
二
七
―
二

〇
一
九
）。
自
ら
の
人
生
を
た
ど
っ
た
回
顧
録
の
決
定
版
。

（
２
０
２
０
年
３
月
）
603319Ȃ4◆

SȂ318

渡
辺
政
隆

〈
解
説
〉
最
相
葉
月

一

粒

の

柿

の

種

ʕ
科
学
と
文
化
を
語
る
ʕ

１
１
４
４
円

科
学
を
文
化
と
し
て
楽
し
も
う
！

博
物
館
の
起
源
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
や
フ
ァ
ラ
デ
ー
、
グ
ー
ル
ド
、
寺
田
寅
彦
、
中
谷
宇

吉
郎
、
福
岡
伸
一
、
村
上
春
樹
、「
０
０
７
」「
も
や
し
も
ん
」

な
ど
が
素
材
。
科
学
教
育
の
あ
り
方
や
疑
似
科
学
へ
の
提
言

も
。

（
２
０
２
０
年
２
月
）
603318Ȃ7
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小
林
照
幸

全
盲
の
弁
護
士

竹
下
義
樹

１
３
４
２
円

日
本
初
の
全
盲
弁
護
士
、
竹
下
義
樹
。
点
字
受
験
の
制
度
な

し
、
点
字
六
法
な
し
。
そ
れ
で
も
竹
下
は
九
度
の
受
験
を
経

て
、
つ
い
に
弁
護
士
と
な
る
夢
を
叶
え
る
。
最
も
切
実
に
助

け
を
求
め
て
い
る
人
の
側
に
立
ち
、
東
奔
西
走
す
る
竹
下
の

日
々
を
追
っ
た
㑹
作
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。（
２
０
１
９
年
12
月
）
603317Ȃ0

SȂ316

隈

研

吾

負

け

る

建

築

１
２
５
４
円

屹
立
す
る
都
心
の
摩
天
楼
な
ど
二
〇
世
紀
型
の「
勝
つ
建
築
」

よ
り
、
環
境
と
溶
け
こ
む
木
造
の
「
負
け
る
建
築
」
に
今
後

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
新
国
立
競
技
場
の
設
計

者
で
も
あ
る
著
者
の
、
独
自
の
建
築
哲
学
と
幅
広
い
関
心
が

う
か
が
え
る
論
集
。

（
２
０
１
９
年
11
月
）
603316Ȃ3

SȂ315

松
尾
文
夫

〈
解
説
〉
西
山
隆
行

ニ
ク
ソ
ン
の
ア
メ
リ
カ

ʕ
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
の
起
源
ʕ

１
７
８
２
円

リ
ベ
ラ
ル
層
へ
の
強
い
不
満
を
抱
え
た
白
人
中
産
層
に
徹
底

的
に
迎
合
す
る
内
政
と
、
中
国
と
の
和
解
を
果
た
し
冷
戦
下

の
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
外
交
。
徹
底
し
た
取
材
か
ら
ニ
ク

ソ
ン
の
し
た
た
か
な
論
理
に
迫
っ
た
旧
著
を
再
編
集
し
た
決

定
版
。

（
２
０
１
９
年
10
月
）
603315Ȃ6

SȂ314

松
本

元
、
松
沢
哲
郎

ぼ
く
た
ち
は
こ
う
し
て
学
者
に
な
っ
た

ʕ
脳
・
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
・
人
間
ʕ

１
１
８
８
円

ヤ
リ
イ
カ
の
人
工
飼
育
を
成
功
さ
せ
、
脳
活
動
を
観
測
し
、

脳
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
実
現
を
め
ざ
す
脳
科
学
者
と
、
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
が
世
界
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
を
探
る
霊
長
類

学
者
の
対
談
。「
人
間
と
は
何
か
」
を
知
ろ
う
と
し
て
学
ん

だ
も
の
は
何
か
。

（
２
０
１
９
年
10
月
）
603314Ȃ9

SȂ313

国
場
幸
太
郎

新
川

明
、
鹿
野
政
直
編

沖

縄

の

歩

み

１
４
５
２
円

米
軍
占
領
下
の
沖
縄
で
抵
抗
運
動
に
献
身
し
た
著
者
が
、
日

本
復
帰
直
後
の
時
期
に
、
若
い
世
代
に
「
こ
れ
だ
け
は
ぜ
ひ

語
り
伝
え
て
お
き
た
い
」
と
や
さ
し
く
説
き
明
か
し
た
、
鮮

烈
な
沖
縄
通
史
。「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
の
歴
史
の
探
究
が
進

む
中
で
再
び
注
目
の
集
ま
る
幻
の
名
著
！
（
２
０
１
９
年
６
月
）
603313Ȃ2
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徳

永

進

〈
解
説
〉
宮
坂
道
夫

増
補

隔

離

ʕ
故
郷
を
追
わ
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
者
た
ち
ʕ１

５
１
８
円

一
九
九
六
年
ら
い
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
裁
判

で
国
の
法
的
責
任
が
明
ら
か
に
な
っ
た
後
も
、
ハ
ン
セ
ン
病

隔
離
政
策
が
終
わ
り
、
回
復
者
た
ち
の
苦
し
み
・
哀
し
み
が

解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
の
現
在
の
声
を
も
伝
え
る

増
補
版
。

（
２
０
１
９
年
２
月
）
603312Ȃ5

SȂ311

土
本
典
昭

〈
解
説
〉
栗
原

彬

不
敗
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

ʕ
水
俣
を
撮
り
つ
づ
け
て
ʕ

１
４
５
２
円

『
水
俣
─
患
者
さ
ん
と
そ
の
世
界
─
』『
不
知
火
海
』『
医
学
と

し
て
の
水
俣
病
』
な
ど
、
現
代
の
古
典
と
い
う
べ
き
作
品
群

を
生
み
出
し
た
希
有
の
映
画
作
家
。
時
代
と
格
闘
し
た
そ
の

思
想
と
仕
事
を
、
没
後
一
〇
年
を
機
に
、
精
選
し
た
文
章
群

か
ら
読
み
解
く
。

（
２
０
１
９
年
１
月
）
603311Ȃ8

SȂ308

山
本

お
さ
む

「
ど
ん
ぐ
り
の
家
」
の
デ
ッ
サ
ン
漫
画
で
障
害
者
を
描
く

１
１
０
０
円

障
害
者
を
漫
画
で
描
く
こ
と
が
タ
ブ
ー
だ
っ
た
時
代
に
、
ろ

う
重
複
児
と
そ
の
家
族
の
㗡
を
描
い
た
漫
画
「
ど
ん
ぐ
り
の

家
」。
漫
画
を
描
き
な
が
ら
著
者
が
感
じ
考
え
て
き
た
障
害

者
を
取
り
巻
く
状
況
を
、
創
作
過
程
の
試
行
錯
誤
を
交
え
、

率
直
に
語
る
。

（
２
０
１
８
年
５
月
）
603308Ȃ8

SȂ307

田
中
伸
尚

〈
解
説
〉
田
中
優
子

大

逆

事

件

ʕ
死
と
生
の
群
像
ʕ

１
５
８
４
円

近
代
日
本
が
植
民
地
帝
国
へ
と
突
き
進
む
な
か
、
天
皇
制
の

名
の
も
と
に
起
こ
さ
れ
た
最
大
の
思
想
弾
圧
「
大
逆
事
件
」。

巻
き
込
ま
れ
た
人
び
と
の
死
と
生
を
浮
き
彫
り
に
し
、
日
本

史
の
暗
部
を
照
ら
し
出
す
。
単
行
本
刊
行
後
の
取
材
の
成
果

も
「
補
記
」
と
し
て
収
録
。

（
２
０
１
８
年
２
月
）
603307Ȃ1

SȂ306

薬
師
寺
克
行
編

村
山
富
市
回
顧
録

１
５
６
２
円

戦
後
五
五
年
体
制
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
日
本
社
会
党
。
新

党
問
題
を
乗
り
越
え
ら
れ
ず
に
迎
え
た
、
そ
の
最
後
の
㒒
間

に
元
首
相
が
見
た
も
の
は
。
野
党
再
編
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を

め
ぐ
る
考
え
の
違
い
、
そ
し
て
排
除
の
論
理
…
…
。
す
べ
て

は
、
既
に
、
こ
こ
に
、
あ
っ
た
！

（
２
０
１
８
年
１
月
）
603306Ȃ4
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マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー

戦
後
日
本
の
ジ
ャ
ズ
文
化

ʕ
映
画
・
文
学
・
ア
ン
グ
ラ
ʕ

１
４
７
４
円

戦
後
、
占
領
軍
と
と
も
に
入
っ
て
き
た
ジ
ャ
ズ
は
、
ア
メ
リ

カ
そ
の
も
の
だ
っ
た
！

映
画
、
文
学
作
品
等
の
中
の
ジ
ャ

ズ
を
通
し
て
、
戦
後
日
本
の
社
会
と
文
化
を
読
み
解
く
。
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ノ
を
弾
く
著
者
に
し
て
初
め
て
書
く
こ
と
が
で
き

た
、
画
期
的
な
戦
後
日
本
文
化
論
。

（
２
０
１
７
年
５
月
）
603305Ȃ7

SȂ304

Ｈ
・
Ｓ
・
ク
シ
ュ
ナ
ー

松
宮
克
昌
訳

私
の
生
き
た
証
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

ʕ
大
人
の
た
め
の
人
生
論
ʕ

１
２
５
４
円

私
が
し
て
き
た
こ
と
に
は
、
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
？

人
生
の
後
半
に
さ
し
か
か
っ
た
人
び
と
の
空
虚
感
を
埋
め
る

方
法
と
は
何
か
？

旧
約
聖
書
の
言
葉
な
ど
を
引
用
し
つ

つ
、
真
に
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
問

い
直
す
。
岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
（
２
０
１
７
年
２
月
）
603304Ȃ0

SȂ303

新
崎
盛
暉

私
の
沖
縄
現
代
史

ʕ
米
軍
支
配
時
代
を
日
本

ヤ
マ
ト

で
生
き
て
ʕ

１
０
７
８
円

沖
縄
現
代
史
研
究
と
市
民
運
動
を
牽
引
し
て
き
た
著
者
が
、

日
中
戦
争
勃
発
前
年
に
東
京
で
生
ま
れ
、
返
還
後
ま
も
な
い

沖
縄
に
移
住
す
る
ま
で
の
前
半
生
を
回
顧
。
自
身
の
軌
跡
と

様
々
な
出
会
い
の
記
憶
を
織
り
交
ぜ
、
激
動
の
同
時
代
史
を

描
く
。
岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
２
０
１
７
年
１
月
）
603303Ȃ3

SȂ302

斎
藤
貴
男

機

会

不

平

等

１
２
１
０
円

「
市
場
原
理
」
が
、
教
育
、
介
護
な
ど
効
率
性
・
生
産
性
と
は

異
な
る
価
値
観
を
も
つ
領
域
に
侵
食
す
る
と
き
、
社
会
は
ど

う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
格
差
拡
大
の
「
必
然
」
に
、
い
ち

早
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
ル
ポ
。
最
新
事
情
を
め
ぐ
る
新
章

と
、
森
永
卓
郎
氏
と
の
対
談
を
増
補
。

（
２
０
１
６
年
11
月
）
603302Ȃ6

SȂ301

大
石
芳
野

沖
縄

若
夏
の
記
憶

１
３
４
２
円

豊
か
な
風
土
に
寄
り
添
っ
て
独
自
の
文
化
・
伝
統
を
は
ぐ
く

み
、
戦
争
の
傷
跡
や
基
地
の
悲
劇
を
背
負
い
な
が
ら
も
、
お

お
ら
か
に
生
き
る
沖
縄
の
人
び
と
。
復
帰
以
来
そ
の
魅
力
を

撮
り
続
け
て
き
た
著
者
が
、
沖
縄
へ
の
熱
い
想
い
を
綴
る
珠

玉
の
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
。［
カ
ラ
ー
版
］

（
２
０
１
６
年
７
月
）
603301Ȃ9
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大
塚
敦
子

犬
、
そ
し
て
猫
が
生
き
る
力
を
く
れ
た

ʕ
介
助
犬
と
人
び
と
の
新
し
い
物
語
ʕ

９
４
６
円

保
護
さ
れ
た
犬
を
受
刑
者
が
介
助
犬
に
育
て
あ
げ
必
要
と
す

る
人
に
届
け
る
…
…
。
米
国
で
の
試
み
は
受
刑
者
の
心
に
大

き
な
変
化
を
生
じ
た
。
日
本
で
も
反
響
を
呼
ん
だ
活
動
と
そ

の
後
を
、保
護
さ
れ
た
猫
も
受
刑
者
と
暮
ら
し
始
め
た
こ
と
、

元
受
刑
者
の
人
生
も
交
え
て
描
く
。

（
２
０
１
６
年
７
月
）
603300Ȃ2

SȂ299

坂

茂

紙
の
建
築

行
動
す
る

ʕ
建
築
家
は
社
会
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
ʕ１４

９
６
円

人
は
建
物
に
よ
っ
て
命
を
落
と
す
が
、
建
築
家
は
命
を
守
る

こ
と
も
で
き
る
。
阪
神
大
震
災
以
降
、
世
界
中
の
被
災
者
や

難
民
に
シ
ェ
ル
タ
ー
を
提
供
し
て
き
た
著
者
。
構
造
材
に
紙

を
使
う
驚
く
べ
き
発
想
の
誕
生
と
人
道
的
実
践
を
語
る
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
。
カ
ラ
ー
写
真
多
数
。

（
２
０
１
６
年
６
月
）
603299Ȃ9

SȂ298

原
田
正
純

〈
解
説
〉
花
田
昌
宣

い
の
ち
の
旅
「
水
俣
学
」
へ
の
軌
跡

９
４
６
円

水
俣
病
の
公
式
確
認
か
ら
六
〇
年
。
今
な
お
環
境
汚
染
、
原

発
事
故
、
薬
害
禍
な
ど
、
命
と
尊
厳
を
脅
か
す
問
題
が
世
界

各
地
で
跡
を
絶
た
な
い
。
人
類
の
負
の
遺
産
を
未
来
に
活
か

す
「
水
俣
学
」
を
提
唱
し
た
著
者
が
、
様
々
な
出
会
い
の
中

に
見
出
し
た
希
望
の
原
点
と
は
。

（
２
０
１
６
年
４
月
）
603298Ȃ2

SȂ297

大
原
悦
子

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
い
う
挑
戦

ʕ
貧
困
と
飽
食
の
あ
い
だ
で
ʕ

１
１
０
０
円

ま
だ
十
分
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
の
に
、
規
格
に
合
わ
な
い
な

ど
の
理
由
で
生
ま
れ
る
大
量
の
「
食
品
ロ
ス
」。
一
方
に
食

べ
物
に
困
っ
て
い
る
人
々
。
両
者
を
つ
な
ぐ
フ
ー
ド
バ
ン
ク

の
挑
戦
が
日
本
で
も
徐
々
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
活
動
の
実

際
と
課
題
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
。

（
２
０
１
６
年
３
月
）
603297Ȃ5

SȂ296
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
ア
レ
ク
シ
エ
ー
ヴ
ィ
チ

三
浦
み
ど
り
訳

〈
解
説
〉
沼
野
充
義

ボ
タ
ン
穴
か
ら
見
た
戦
争

ʕ
白
ロ
シ
ア
の
子
供
た
ち
の
証
言
ʕ

１
２
７
６
円

一
九
四
一
年
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
侵
攻
を
受
け
た
ソ
連
白

ロ
シ
ア
（
ベ
ラ
ル
ー
シ
）
で
一
五
歳
以
下
の
子
供
だ
っ
た
人

た
ち
に
、
約
四
〇
年
後
、
戦
争
の
記
憶
が
ど
う
刻
ま
れ
て
い

る
か
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
戦
争
証
言
集
。『
戦
争
は
女
の

顔
を
し
て
い
な
い
』
の
続
編
。

（
２
０
１
６
年
２
月
）
603296Ȃ8◆
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ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
ア
レ
ク
シ
エ
ー
ヴ
ィ
チ

三
浦
み
ど
り
訳

〈
解
説
〉
澤
地
久
枝

戦
争
は
女
の
顔
を
し
て
い
な
い

１
５
４
０
円

ソ
連
で
は
第
二
㗨
世
界
大
戦
で
一
〇
〇
万
人
を
こ
え
る
女
性

が
従
軍
し
、
看
護
婦
や
軍
医
と
し
て
の
み
な
ら
ず
兵
士
と
し

て
武
器
を
手
に
し
て
戦
っ
た

。
五
〇
〇
人
以
上
の
従
軍

女
性
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
戦
争
の
真
実
を
明
ら
か
に
し
た
、

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
の
主
著
。

（
２
０
１
６
年
２
月
）
603295Ȃ1◆

SȂ294

和
田
洋
一

〈
解
説
〉
佐
藤

優

新

島

襄

１
１
４
４
円

新
島
襄
は
、
欧
米
人
の
精
神
の
基
盤
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
を

深
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
近
代
思
想
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
思
想
家
・
教
育
家
で
あ
る
。
新
島
襄
の
特
異
さ
、

偉
大
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
の
生
涯
と
思
想
を
知
る
た

め
の
最
良
の
評
伝
。

（
２
０
１
５
年
10
月
）
603294Ȃ4

SȂ293

秋
葉
忠
利

新
版

報
復
で
は
な
く
和
解
を

ʕ
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
世
界
へ
ʕ

９
４
６
円

広
島
市
長
と
し
て
、
平
和
首
長
会
議
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
平

和
活
動
を
続
け
て
き
た
秋
葉
忠
利
氏
の
講
演
録
。
被
爆
者
の

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
訴
え
て
好
評
を
博
し
た
旧
版
か
ら

の
講
演
三
本
に
加
え
、
福
島
原
発
事
故
以
降
の
最
新
の
講
演

三
本
を
加
え
た
新
版
。

（
２
０
１
５
年
９
月
）
603293Ȃ7

SȂ292

魚
柄

仁
之
助

食
べ
か
た
上
手
だ
っ
た
日
本
人

ʕ
よ
み
が
え
る
昭
和
モ
ダ
ン
時
代
の
知
恵
ʕ

９
４
６
円

モ
ノ
が
な
け
れ
ば
工
夫
で
勝
負
。
お
か
ず
が
少
な
い
か
ら
太

ら
な
い
。
八
〇
年
前
に
は
ア
タ
リ
マ
エ
だ
っ
た
オ
シ
ャ
レ
で

美
味
し
く
シ
ン
プ
ル
な
食
生
活
を
、㗦
料
を
駆
使
し
て
復
元
。

そ
こ
は
食
料
ク
ラ
イ
シ
ス
を
生
き
抜
く
た
め
の
知
恵
と
技
術

の
宝
庫
だ
っ
た
！

（
２
０
１
５
年
８
月
）
603292Ȃ0

SȂ291

斎
藤

美
奈
子

戦

下

の

レ

シ

ピ

ʕ
太
平
洋
戦
争
下
の
食
を
知
る
ʕ

１
１
２
２
円

配
給
、
節
米
、
代
用
食
…
…
。
一
五
年
戦
争
下
の
婦
人
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
料
理
記
事
を
通
し
て
、
銃
後
の
暮
ら
し
を
考

え
る
。
再
現
料
理
も
カ
ラ
ー
で
紹
介
し
た「
読
め
て
使
え
る
」

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
文
庫
版
で
は
、
敗
戦
後
の
食
糧
事
情
を
付

記
し
た
。

（
２
０
１
５
年
７
月
）
603291Ȃ3
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山

中

恒

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
史
⟹上
⟹下

ʕ
同
時
代
人
は
ど
う
見
て
い
た
か
ʕ上・

下
各
１
４
９
６
円

い
っ
た
い
何
が
自
分
を
軍
国
少
年
に
育
て
上
げ
た
の
か
？

三
〇
年
来
の
疑
問
を
抱
い
て
、
著
者
は
戦
時
下
の
出
版

物
を
渉
猟
し
、
日
清
戦
争
か
ら
東
京
裁
判
ま
で
の
通
史
一
二

〇
〇
枚
を
書
き
下
ろ
し
た
。
い
ま
明
か
さ
れ
る
あ
の
戦
争
の

真
実
。

（
上
２
０
１
５
年
７
月
、
下
８
月
）
603289Ȃ0/90Ȃ6

SȂ288

澤
地
久
枝
、
半
藤
一
利
、
戸
髙
一
成

日
本
海
軍
は
な
ぜ
過
っ
た
か

ʕ
海
軍
反
省
会
四
〇
〇
時
間
の
証
言
よ
り
ʕ１

２
１
０
円

勝
算
も
な
い
ま
ま
、
戦
争
へ
突
き
進
ん
で
い
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。「
国
の
将
来
な
ん
か
考
え
る
よ
り
も
」「
ど
ん
ど
ん
勢
い

に
流
さ
れ
て
い
っ
た
」

い
ま
明
か
さ
れ
る
ト
ッ
プ
エ
リ

ー
ト
た
ち
の
生
の
声
。
そ
の
衝
撃
的
な
証
言
を
め
ぐ
る
白
熱

の
鼎
談
。

（
２
０
１
５
年
７
月
）
603288Ȃ3

SȂ286

下
嶋
哲
朗

平
和
は
「
退
屈
」
で
す
か

ʕ
元
ひ
め
ゆ
り
学
徒
と
若
者
た
ち
の
五
〇
〇
日
ʕ９４

６
円

沖
縄
戦
を
テ
ー
マ
に
、
元
ひ
ゆ
め
り
学
徒
た
ち
と
協
力
し
な

が
ら
「
戦
争
体
験
を
戦
争
体
験
の
な
い
者
が
語
り
継
ぐ
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
戦
し
た
高
校
生
と
大
学
生
の
試
行
錯
誤
の

日
々
を
描
く
。
社
会
人
と
な
っ
た
若
者
た
ち
に
改
め
て
取
材

し
た
新
稿
を
付
す
。

（
２
０
１
５
年
５
月
）
603286Ȃ9

SȂ284

柏

木

博

家

事

の

政

治

学

１
１
４
４
円

家
事
と
は
労
働
か
、
そ
れ
と
も
生
活
な
の
か
。
急
速
に
規
格

化
・
商
品
化
が
進
ん
だ
「
改
善
」
の
軌
跡
を
、
家
政
学
者
や
建

築
家
、
政
治
家
ら
の
言
動
か
ら
解
読
し
、
国
家
、
性
差
、
貧
富

な
ど
と
家
庭
と
い
う
空
間
と
の
関
わ
り
を
浮
き
彫
り
に
す

る
、
今
な
お
斬
新
な
社
会
論
。

（
２
０
１
５
年
３
月
）
603284Ȃ5

SȂ281

生
井

久
美
子

ゆ
び
さ
き
の
宇
宙
福
島
智
・
盲
ろ
う
を
生
き
て

１
２
１
０
円

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
と
同
じ
よ
う
な
障
害
を
も
つ
東
大
教
授
・

福
島
智
。
無
音
漆
黒
の
孤
独
と
不
安
か
ら
彼
を
救
っ
た
の

は
、
母
の
考
案
し
た
「
指
点
字
」
と
そ
の
「
通
訳
」
の
実
践
だ

っ
た
。
福
島
の
生
き
方
に
魅
せ
ら
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

密
着
、
そ
の
軌
跡
と
思
想
を
語
る
。

（
２
０
１
５
年
２
月
）
603281Ȃ4
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大
河
原

直
彦

〈
解
説
〉
成
毛

眞

チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
・
ブ
ル
ー

ʕ
気
候
変
動
の
Ṗ
に
迫
る
ʕ

１
３
６
４
円

温
暖
化
の
背
後
か
ら
静
か
に
、
し
か
し
確
実
に
聞
こ
え
て
く

る
気
候
変
動
の
足
音
。
地
球
は
こ
れ
か
ら
ど
う
変
わ
っ
て
ゆ

く
の
か
。
Ṗ
の
解
明
に
い
ど
む
科
学
者
た
ち
の
ド
ラ
マ
を
、

ス
リ
リ
ン
グ
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
で
描
く
。
第
二
五
回
講
談

社
科
学
出
版
賞
受
賞
作
。

（
２
０
１
５
年
１
月
）
603280Ȃ7◆

SȂ279

鷲
田
清
一

老

い

の

空

白

１
２
３
２
円

〈
老
い
〉
は
本
当
に
人
生
に
お
け
る
空
白
の
時
期
な
の
か
？

超
高
齢
化
社
会
と
い
う
現
実
に
立
ち
向
か
う
の
に
は
、
ど
ん

な
哲
学
が
必
要
か
？
「
日
常
」「
ア
ー
ト
」
な
ど
身
近
な
問

題
を
哲
学
的
に
論
じ
て
き
た
第
一
線
の
哲
学
者
が
、
現
代
社

会
の
難
問
に
挑
む
。

（
２
０
１
５
年
１
月
）
603279Ȃ1◆

SȂ277

斎
藤
貴
男

民
意
の
つ
く
ら
れ
か
た

１
１
４
４
円

「
３
・
11
」
ま
で
上
昇
し
続
け
た
原
発
へ
の
支
持
。
さ
ら
に
道

路
建
設
、
五
輪
招
致
な
ど
、
国
策
・
政
策
の
遂
行
に
む
け
、
い

か
に
民
意
が
「
偽
装
」
さ
れ
、
世
論
は
誘
導
さ
れ
て
い
た
の

か
。
衝
撃
の
ル
ポ
に
新
稿
を
加
え
、
深
ま
る
危
険
へ
の
警
鐘

を
鳴
ら
す
。

（
２
０
１
４
年
12
月
）
603277Ȃ7

SȂ276

鎌

田

᷵

ひ

と

り

起

つ

ʕ
私
の
会
っ
た
反
骨
の
人
ʕ

１
１
４
４
円

組
織
や
権
力
に
こ
び
ず
に
、
自
ら
の
道
を
疾
走
し
た
著
名
人

二
二
人
。
そ
の
挑
戦
と
飛
躍
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
高
木
仁

三
郎
、
灰
谷
健
㗨
郎
、
家
永
三
郎
、
松
下
竜
一
、
斎
藤
茂
男
、

本
島
等
他
、
今
も
か
け
が
え
の
な
い
輝
き
を
放
つ
個
人
の
想

い
を
描
い
た
人
物
ル
ポ
。

（
２
０
１
４
年
11
月
）
603276Ȃ0

SȂ274・275

平
石
直
昭
編

丸
山
眞
男
座
談
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
⟹上
⟹下

上
・
下
各
１
４
９
６
円

人
と
語
り
合
い
議
論
す
る
こ
と
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
丸
山
眞

男
氏
。
そ
の
時
々
に
良
き
相
手
を
得
て
く
り
ひ
ろ
げ
た
座
談

を
十
七
Ἣ
セ
レ
ク
ト
。
学
問
か
ら
時
事
問
題
・
芸
術
ま
で
、

知
性
と
感
性
の
響
き
合
う
闊
達
な
座
談
の
中
か
ら
、
類
い
ま

れ
な
同
時
代
史
が
立
ち
上
が
る
。（
上
２
０
１
４
年
11
月
、
下
12
月
）
603274Ȃ6/75Ȃ3
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永
田
浩
三

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
政
治
権
力

ʕ
番
組
改
変
事
件
当
事
者
の
証
言
ʕ

１
３
６
４
円

政
権
党
有
力
政
治
家
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
最
高
幹
部
に
圧
力
を
か
け

て
、
慰
安
婦
問
題
を
扱
っ
た
番
組
は
著
し
く
改
変
さ
れ
た
。

担
当
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
よ
る
苦
渋
に
満
ち
た
証
言
は
、
こ

の
事
件
の
全
過
程
を
照
ら
し
出
し
、
政
権
党
に
癒
着
す
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
㗡
勢
を
き
び
し
く
批
判
す
る
。

（
２
０
１
４
年
８
月
）
603273Ȃ9

SȂ269

野
田
正
彰

喪

の

途

上

に

て

ʕ
大
事
故
遺
族
の
悲
哀
の
研
究
ʕ

１
７
３
８
円

か
け
が
え
の
な
い
人
の
突
然
の
死
を
、
遺
さ
れ
た
人
々
は
ど

の
よ
う
に
受
け
容
れ
る
の
か
。
航
空
機
事
故
史
上
最
悪
の
惨

事
と
な
っ
た
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故
遺
族
の
悲
哀
の
過

程
を
た
ど
り
、
悲
し
む
こ
と
の
意
味
を
問
う
。

（
２
０
１
４
年
４
月
）
603269Ȃ2

SȂ268

日
野
原

重
明

医
学
す
る
こ
こ
ろ

ʕ
オ
ス
ラ
ー
博
士
の
生
涯
ʕ

１
２
５
４
円

患
者
の
心
を
大
切
に
し
た
ア
メ
リ
カ
医
学
の
開
拓
者
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
オ
ス
ラ
ー
。
若
き
医
学
徒
と
し
て
そ
の
医
学
教
育

や
臨
床
の
㗡
勢
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
著
者
が
、「
人
間
愛
」
を

世
に
問
う
た
一
人
の
医
師
の
生
涯
の
軌
跡
を
た
ど
っ
た
伝
記

が
文
庫
版
で
よ
み
が
え
る
。

（
２
０
１
４
年
４
月
）
603268Ȃ5

SȂ266

甲
野
善
紀

〈
解
説
〉
森
田
真
生

古
武
術
に
学
ぶ
身
体
操
法

１
０
５
６
円

「
ね
じ
ら
な
い
、
う
ね
ら
な
い
、
た
め
な
い
」
と
い
う
常
識
を

覆
す
身
体
操
法
に
よ
っ
て
、
桑
田
投
手
は
奇
跡
の
復
活
を
遂

げ
た
。
身
体
の
可
能
性
を
追
求
す
る
武
術
家
が
、
誰
に
も
有

益
な
身
体
の
捌
き
方
を
伝
授
し
た
本
書
は
意
外
性
に
富
む
人

間
論
。
大
幅
に
新
稿
を
加
え
る
。

（
２
０
１
４
年
３
月
）
603266Ȃ1

SȂ264

高
見
勝
利
編

あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な
し

ʕ
付

英
文
対
訳
日
本
国
憲
法
ʕ

９
９
０
円

日
本
国
憲
法
が
公
布
、
施
行
さ
れ
た
一
九
四
六
―
四
七
年
に

憲
法
普
及
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
小
冊
子
三
冊
。
中
学
一
年

生
用
教
材
「
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な
し
」。
全
国
の
家
庭

に
配
布
さ
れ
た
「
新
し
い
憲
法

明
る
い
生
活
」。
法
制
局

閲
・
内
閣
発
行
「
新
憲
法
の
解
説
」。

（
２
０
１
３
年
９
月
）
603264Ȃ7◆
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森
岡
孝
二

過
労
死
は
何
を
告
発
し
て
い
る
か

ʕ
現
代
日
本
の
企
業
と
労
働
ʕ

１
３
６
４
円

な
ぜ
日
本
人
は
死
ぬ
ま
で
働
く
の
か
。
株
式
会
社
論
、
労
働

時
間
論
の
視
角
か
ら
、
働
き
す
ぎ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
検
証
す

る
。
長
時
間
労
働
の
生
み
出
さ
れ
る
要
因
を
解
明
し
、
過
労

死
を
減
ら
す
方
策
を
展
望
し
た
本
書
こ
そ
、
全
勤
労
者
必
携

の
一
冊
。

（
２
０
１
３
年
８
月
）
603262Ȃ3

SȂ259

河
合
隼
雄

河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
河
合
俊
雄

〈
子
ど
も
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅵ

青
春
の
夢
と
遊
び

１
０
１
２
円

「
内
な
る
青
春
」
に
つ
い
て
よ
く
知
る
と
、
中
・
高
年
の
人
生

が
面
白
く
な
る
。
文
学
作
品
を
素
材
に
、
青
春
と
は
何
か
、

青
春
の
現
実
、
夢
、
遊
び
、
性
、
挫
折
、
死
、
青
春
と
の
別
離

な
ど
を
論
じ
、
人
間
と
し
て
の
成
長
、
生
き
る
意
味
や
力
に

つ
い
て
考
え
る
。

（
２
０
１
４
年
４
月
）
603259Ȃ3

SȂ258

河
合
隼
雄

河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
土
井
隆
義

〈
子
ど
も
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅴ

大
人
に
な
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ

１
１
６
６
円

青
年
は
大
人
に
な
ろ
う
と
し
て
、
自
殺
・
心
身
症
・
家
庭
内

暴
力
な
ど
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
心
と
か
ら
だ
に
深
い
傷
を

負
う
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
体
験
を
も
と
に
、
青
年
が

直
面
し
て
い
る
諸
問
題
を
考
え
、
大
人
が
つ
き
つ
け
ら
れ
て

い
る
課
題
を
探
る
。

（
２
０
１
４
年
２
月
）
603258Ȃ6

SȂ257

河
合
隼
雄

河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
岩
宮
恵
子

〈
子
ど
も
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅳ

子
ど
も
と
悪

１
０
５
６
円

「
い
い
子
」
を
育
て
る
こ
と
に
熱
心
な
社
会
で
は
、
創
造
的
に

生
き
る
子
ど
も
を
人
々
は
悪
と
す
る
。
一
方
で
、
理
屈
抜
き

に
許
さ
れ
な
い
悪
も
あ
る
。
悪
を
考
え
る
の
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
。
人
間
で
あ
る
こ
と
と
深
く
関
わ
る
「
悪
」
を
斬

新
な
視
点
か
ら
問
い
直
す
。

（
２
０
１
３
年
12
月
）
603257Ȃ9

SȂ256

河
合
隼
雄

河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
小
澤
征
良

〈
子
ど
も
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅲ

物
語
と
ふ
し
ぎ

１
１
２
２
円

大
切
な
体
験
に
は
、「
ふ
し
ぎ
」
や
「
お
ど
ろ
き
」
の
感
情
が

と
も
な
う
。
人
は
、
そ
れ
ら
を
心
に
収
め
る
た
め
に
物
語
を

発
明
し
、
伝
え
る
た
め
に
文
学
を
つ
く
っ
た
。
児
童
文
学
の

名
作
を
紹
介
し
な
が
ら
、
子
ど
も
と
物
語
を
結
ぶ
「
ふ
し
ぎ
」

に
つ
い
て
考
え
る
。

（
２
０
１
３
年
10
月
）
603256Ȃ2
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河
合
隼
雄

河
合
俊
雄
編

〈
解
説
〉
石
井
睦
美

〈
子
ど
も
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ

子
ど
も
の
本
を
読
む

１
１
４
４
円

「
読
ま
な
い
と
損
だ
よ
」。
心
理
療
法
家
が
大
人
に
も
子
ど
も

に
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
児
童
文

学
の
㑹
作
を
紹
介
。
ケ
ス
ト
ナ
ー
、
ピ
ア
ス
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、

今
江
祥
智
、
ヘ
ル
ト
リ
ン
グ
、
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
、
ゴ
ッ
デ

ン
、
長
新
太
、
佐
野
洋
子
。

（
２
０
１
３
年
６
月
）
603254Ȃ8

SȂ242

佐
々
木

雅
幸

創
造
都
市
へ
の
挑
戦

ʕ
産
業
と
文
化
の
息
づ
く
街
へ
ʕ

１
４
３
０
円

芸
術
文
化
、
職
人
企
業
、
自
治
が
開
花
す
る
街
づ
く
り
こ
そ
、

内
外
で
関
心
が
高
ま
る
創
造
都
市
へ
の
道
で
あ
る
。
街
の
個

性
を
活
か
し
芸
術
文
化
を
要
に
し
て
、
都
市
を
ど
う
再
生
し

て
い
く
か
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
金
沢
な
ど
内
外
の
諸
都
市
の
最

新
の
挑
戦
を
紹
介
し
考
察
す
る
。

（
２
０
１
２
年
５
月
）
603242Ȃ5

SȂ238

本
田
靖
春

〈
解
説
〉
河
合
雅
雄

評
伝

今

西

錦

司

１
２
７
６
円

今
西
錦
司
（
一
九
〇
二
―
九
二

）
は
登
山
家
・
探
検
家
と
し
て
活
躍
し

た
の
み
な
ら
ず
、学
者
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
業
績
を
著
し
、

数
多
く
の
優
れ
た
後
進
研
究
者
を
育
て
た
。
そ
の
偉
大
で
自

由
な
生
涯
を
、
尊
敬
と
敬
愛
の
念
を
も
っ
て
描
き
上
げ
た
力

作
人
物
伝
。

（
２
０
１
２
年
３
月
）
603238Ȃ8

SȂ234

渡
部
良
三

〈
解
説
〉
今
野
日
出
晴

歌
集

小

さ

な

抵

抗

ʕ
殺
戮
を
拒
ん
だ
日
本
兵
ʕ

１
０
７
８
円

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
、
中
国
戦
線
で
中
国
人
捕
虜
虐
殺

の
軍
命
を
拒
否
し
た
陸
軍
二
等
兵
の
著
者
は
、
戦
場
の
日
常

と
軍
隊
の
実
像
を
約
七
〇
〇
首
の
歌
に
詠
ん
だ
。
こ
の
歌
集

こ
そ
戦
争
を
描
く
現
代
史
の
証
言
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
者
に

よ
る
希
有
な
抗
い
の
記
録
で
あ
る
。

（
２
０
１
１
年
11
月
）
603234Ȃ0

SȂ232・233

鎌

田

᷵

〈
解
説
〉
広
瀬

隆

六
ヶ
所
村
の
記
録
⟹上
⟹下

ʕ
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
基
地
の
素
顔
ʕ

上
１
１
８
８
円

下
１
４
９
６
円

一
九
八
四
年
、
開
拓
農
民
が
農
地
を
広
げ
た
下
北
半
島
の
寒

村
で
人
類
の
生
存
に
最
も
危
険
な
核
燃
料
廃
棄
物
処
理
場
建

設
計
画
が
始
ま
る
。
農
民
た
ち
の
抵
抗
は
本
格
化
す
る
。

「
核
」
が
村
を
ど
う
変
え
た
か
を
長
年
取
材
し
続
け
た
渾
身

の
大
河
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

（
上
・
下
各
２
０
１
１
年
11
月
）
603232Ȃ6/33Ȃ3
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阿
保
順
子

認
知
症
の
人
々
が
創
造
す
る
世
界

１
０
５
６
円

介
護
施
設
で
看
護
職
の
著
者
が
出
会
っ
た
認
知
症
の
お
年
寄

り
た
ち
の
暮
ら
し
と
は

。
そ
れ
ら
を
細
や
か
に
再
現
す

る
こ
と
に
よ
り
、
何
を
大
切
に
し
て
い
る
の
か
、
人
間
関
係

の
あ
り
か
た
は
、
過
去
と
今
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ

け
て
い
る
の
か
を
解
き
明
か
し
て
い
く
。
（
２
０
１
１
年
６
月
）
603224Ȃ1

SȂ223

吉
野

源
三
郎

〈
解
説
〉
加
藤
節
・
緑
川
亨

人

間

を

信

じ

る

１
４
３
０
円

人
間
へ
の
信
頼
に
は
危
険
が
伴
う
。
し
か
し
こ
の
Ṍ
け
な
し

に
は
人
間
の
世
界
は
死
人
の
よ
う
に
冷
え
て
ゆ
く
ほ
か
は
な

い

。
若
い
人
へ
の
人
間
論
・
人
生
論
、
戦
後
民
主
主
義

論
、
平
和
へ
の
熱
い
思
い
、
編
集
者
と
し
て
の
回
想
等
を
初

め
て
文
庫
に
集
成
。

（
２
０
１
１
年
５
月
）
603223Ȃ4

SȂ217～222

内
橋
克
人

新
版

匠

の

時

代
1
～
6

１
・
２
・
３
・
４
・
５
＝
品
切

６
＝
１
３
４
２
円

セ
イ
コ
ー
の
革
命
的
な
ク
オ
ー
ツ
時
計
、
シ
ャ
ー
プ
、
カ
シ

オ
等
の
小
型
軽
量
化
し
た
電
卓
は
い
か
に
実
現
し
た
か
。
世

界
が
瞠
目
し
た
日
本
企
業
の
技
術
革
新
を
支
え
た
開
発
ス
タ

ッ
フ
の
汗
と
涙
を
、
人
間
ド
ラ
マ
と
し
て
描
き
だ
す
。

（
２
０
１
１
年
４
月
、
５
月
、
６
月
、
７
月
、
８
月
、
９
月
）
603217Ȃ3/18Ȃ0/
19Ȃ7/20Ȃ3/
21Ȃ0/22Ȃ7

SȂ216

平
井
久
志

北
朝
鮮
の
指
導
体
制
と
後
継

ʕ
金
正
日
か
ら
金
正
恩
へ
ʕ

１
６
２
８
円

金
正
日
体
制
の
内
実
を
ど
う
見
る
か
。
金
正
恩
へ
の
権
力
移

行
は
い
か
に
進
む
の
か
。
本
書
は
北
朝
鮮
指
導
部
の
分
析
を

通
じ
て
、
Ṗ
の
㓊
国
の
政
治
と
社
会
を
解
明
す
る
。
長
年
、

朝
鮮
半
島
等
で
取
材
を
続
け
て
き
た
著
者
に
よ
る
渾
身
の
一

冊
。
岩
波
現
代
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

（
２
０
１
１
年
４
月
）
603216Ȃ6

SȂ211

野
崎
昭
弘

π

の

話

１
０
３
４
円

円
と
同
じ
面
積
を
も
つ
正
方
形
は
つ
く
れ
る
か
。
こ
の
問
題

は
円
周
率
と
い
う
値
の
ふ
し
ぎ
さ
を
よ
く
語
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
円
周
率
は
歴
史
上
ど
う
や
っ
て
求
め
ら
れ
て
き
た
の

か
を
や
さ
し
く
語
り
ま
す
。「
岩
波
科
学
の
本
」
で
大
好
評

だ
っ
た
本
の
文
庫
化
。

（
２
０
１
１
年
２
月
）
603211Ȃ1
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SȂ210

森
田
ゆ
り

子

ど

も

と

暴

力

ʕ
子
ど
も
た
ち
と
語
る
た
め
に
ʕ

１
１
４
４
円

人
は
な
ぜ
暴
力
を
ふ
る
う
の
か
。
暴
力
を
ふ
る
う
子
ど
も
た

ち
、
暴
力
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
接
し
た
ら
よ

い
か
。
傷
つ
き
悩
め
る
子
ど
も
た
ち
の
生
命
力
を
取
り
も
ど

す
た
め
に
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
。
豊
富
な
実
践
を

踏
ま
え
て
い
き
い
き
と
語
る
。

（
２
０
１
１
年
１
月
）
603210Ȃ4

SȂ209

板
倉
聖
宣

ぼ
く
ら
は
ガ
リ
レ
オ品

切

物
は
ど
の
よ
う
に
落
ち
る
の
か
。
四
人
の
中
学
生
と
先
生
が

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
う
そ
っ
ぱ
ち
だ
」
と
言
っ
た
ガ
リ
レ

オ
の
思
考
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、
意
見
を
出
し
合
い
議
論
を
す

す
め
て
い
く
楽
し
さ
を
再
現
。
著
者
の
仮
説
実
験
授
業
の
原

点
と
な
っ
た
討
論
の
記
録
。

（
２
０
１
１
年
１
月
）
603209Ȃ8◆

SȂ205

森
嶋
通
夫

〈
解
説
〉
中
村
達
也

な
ぜ
日
本
は
没
落
す
る
か

１
１
０
０
円

こ
の
ま
ま
だ
と
日
本
は
必
ず
没
落
す
る
…
…
。
一
九
九
〇
年

代
末
、
イ
ギ
リ
ス
在
住
の
著
者
が
二
〇
五
〇
年
の
日
本
の
将

来
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
日
本
人
の
精
神
性
と
日
本
の
金
融
、

産
業
、
教
育
の
分
野
で
の
欠
陥
を
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
、
唯
一

の
救
済
案
を
示
す
。

（
２
０
１
０
年
７
月
）
603205Ȃ0◆

SȂ202

鎌

田

慧

狭
山
事
件
の
真
実

１
８
１
５
円

四
七
年
前
の
女
子
高
生
殺
人
事
件
の
被
告
と
さ
れ
、
今
も
石

川
一
雄
氏
の
再
審
を
求
め
る
闘
い
は
続
く
。
第
一
審
死
刑
判

決
後
ま
で
氏
が
女
高
生
殺
害
の
自
白
を
維
持
し
た
の
は
な
ぜ

か
。
長
時
間
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ẉ
罪
事
件
の
Ṗ
に
初
め
て
肉

薄
す
る
衝
撃
作
。

（
２
０
１
０
年
４
月
）
603202Ȃ9

SȂ199

鶴
見
俊
輔

〈
解
説
〉
芹
沢
俊
介

教
育
再
定
義
へ
の
試
み

１
０
７
８
円

人
は
老
い
て
死
ぬ
ま
で
、
多
く
の
人
々
と
関
わ
り
な
が
ら
自

己
教
育
を
つ
づ
け
、「
い
か
に
生
き
る
か
」
と
い
う
問
い
が
、

そ
の
営
み
を
ゆ
た
か
に
す
る
。
自
ら
の
人
生
を
真
摯
に
振
り

返
り
つ
つ
、教
育
が
本
来
も
つ
深
い
意
味
を
鮮
や
か
に
示
す
。

（
２
０
１
０
年
３
月
）
603199Ȃ2
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SȂ193

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー

永
井
清
彦
編
訳

言
葉
の
力

ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
演
説
集

１
１
４
４
円

そ
の
格
調
高
い
演
説
で
ド
イ
ツ
内
外
に
感
銘
を
与
え
た
ヴ
ァ

イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
元
大
統
領
。「
荒
れ
野
の
四
十
年
」
か
ら
、
日

独
の
戦
後
を
比
較
し
た
「
水
に
流
し
て
は
な
ら
な
い
」
ま
で
、

日
本
で
政
治
家
の
言
葉
が
軽
く
な
っ
て
い
る
今
こ
そ
味
読
さ

れ
る
べ
き
十
一
Ἣ
。

（
２
０
０
９
年
11
月
）
603193Ȃ0

SȂ192

阿

久

悠

〈
解
説
〉
鴨
下
信
一

作

詞

入

門

ʕ
阿
久
式
ヒ
ッ
ト
・
ソ
ン
グ
の
技
法
ʕ

１
２
１
０
円

「
時
の
過
ぎ
ゆ
く
ま
ま
に
」「
北
の
宿
か
ら
」
な
ど
五
〇
〇
〇

曲
を
作
詞
し
た
著
者
の
処
女
作
。
言
葉
の
達
人
は
、
い
か
に

時
代
の
芯
を
解
剖
し
て
既
成
概
念
を
突
破
し
た
の
か
。
ヒ
ッ

ト
の
秘
訣
と
は
何
か
。
作
詞
家
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
創

作
家
に
役
立
つ
実
践
的
仕
事
論
。

（
２
０
０
９
年
９
月
）
603192Ȃ3◆

SȂ185

Ｒ
・
Ｐ
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン

大
貫
昌
子
、
江
沢

洋
訳

〈
解
説
〉
福
原
義
春

聞
か
せ
て
よ
、
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
さ
ん

１
３
２
０
円

学
問
の
い
か
め
し
さ
と
は
全
く
無
縁
、
不
思
議
を
突
き
止
め

て
い
く
科
学
の
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
を
、
抱
腹
絶
倒
の
語

り
口
で
伝
え
る
講
演
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
。
話
題
は
生
い
立

ち
か
ら
、
素
粒
子
や
宇
宙
の
話
ま
で
。『
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
さ

ん

ベ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
』
改
題
。

（
２
０
０
９
年
４
月
）
603185Ȃ5

SȂ184

佐

藤

優

獄

中

記

１
２
１
０
円

五
一
二
日
間
勾
留
さ
れ
た
異
能
の
外
交
官
は
、
カ
フ
カ
的
不

条
理
の
中
で
、
い
か
な
る
思
索
を
紡
い
だ
の
か
。
世
捨
て
人

に
な
ら
ず
、
国
益
の
最
大
化
を
は
か
る
に
は
い
か
に
す
べ
き

か
。
哲
学
・
神
学
的
な
問
い
を
通
し
て
難
題
に
取
り
組
ん
だ

六
二
冊
の
ノ
ー
ト
。
書
下
ろ
し
一
五
〇
枚
。（
２
０
０
９
年
４
月
）
603184Ȃ8◆

SȂ183

永

井

均

〈
解
説
〉
萩
尾
望
都

マ
ン
ガ
は
哲
学
す
る

１
３
２
０
円

マ
ン
ガ
と
い
う
形
式
で
し
か
表
現
で
き
な
い
哲
学
の
問
題
が

あ
る
！

手
塚
治
虫
・
楳
図
か
ず
お
・
永
井
豪
な
ど
の
名
作

マ
ン
ガ
の
中
に
描
か
れ
る
、
相
対
主
義
、
自
我
論
、
時
間
論
、

超
人
論
な
ど
現
代
哲
学
の
問
題
を
、
面
白
い
哲
学
の
第
一
人

者
が
縦
横
無
尽
に
読
み
解
く
。

（
２
０
０
９
年
４
月
）
603183Ȃ1
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SȂ182

岩
宮
恵
子

生
き
に
く
い
子
ど
も
た
ち

ʕ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
日
誌
か
ら
ʕ

１
０
５
６
円

子
ど
も
た
ち
は
、日
常
と
は
ち
が
う
世
界
へ
の
通
路
を
も
ち
、

そ
の
異
界
で
の
体
験
の
力
に
支
え
ら
れ
て
生
き
る
。
異
界
と

う
ま
く
つ
き
合
え
な
い
、
生
き
に
く
い
子
ど
も
た
ち
が
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
と
も
に
辛
い
課
題
を
解
決
し
て
い
く
過
程
を

紹
介
す
る
。

（
２
０
０
９
年
３
月
）
603182Ȃ4

SȂ180

加
藤
周
一

〈
解
説
〉
成
田
ཾ
一

私
に
と
っ
て
の
二
〇
世
紀

ʕ
付
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ʕ

１
１
０
０
円

八
九
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
著
者
が
遺
し
た
二
〇
世
紀
論
の
決

定
版
。
芸
術
、
戦
争
、
社
会
主
義
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
自

己
の
足
跡
を
重
ね
て
読
み
解
く
。
歴
史
の
波
濤
の
中
で
何
を

考
え
、
何
に
希
望
を
託
し
た
の
か
。
最
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
収
録
。

（
２
０
０
９
年
２
月
）
603180Ȃ0

SȂ178

鳥
山
敏
子

居
場
所
の
な
い
子
ど
も
た
ち

ʕ
ア
ダ
ル
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
の
魂
に
ふ
れ
る
ʕ８

８
０
円

家
庭
で
十
分
に
子
ど
も
と
し
て
の
体
験
が
で
き
な
い
ま
ま
育

っ
た
親
の
も
と
で
は
、
子
ど
も
は
理
解
さ
れ
る
こ
と
な
く
心

に
深
い
傷
を
負
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
。「
ワ
ー
ク
」
を
通
じ

て
、
心
と
か
ら
だ
の
癒
し
に
挑
む
著
者
が
、
家
庭
と
学
校
の

変
革
を
求
め
る
。

（
２
０
０
９
年
１
月
）
603178Ȃ7

SȂ168

小

田

実

「
難

死
」

の

思

想

１
４
３
０
円

敗
戦
間
際
の
焼
け
跡
で
見
た
虫
ケ
ラ
の
よ
う
な
死
＝
「
難

死
」、
空
爆
の
航
空
写
真
に
写
ら
な
い
「
さ
れ
る
側
」
の
悲
惨
、

べ
平
連
の
運
動
の
中
で
の
ア
メ
リ
カ
脱
走
兵
と
の
か
か
わ
り

…
…
。
人
間
そ
の
も
の
に
対
す
る
深
い
洞
察
か
ら
発
せ
ら
れ

る
、
代
表
的
平
和
論
集
。

（
２
０
０
８
年
６
月
）
603168Ȃ8

SȂ164

Ｈ
・
Ｓ
・
ク
シ
ュ
ナ
ー

斎
藤

武
訳

な
ぜ
私
だ
け
が
苦
し
む
の
か

ʕ
現
代
の
ヨ
ブ
記
ʕ

１
３
４
２
円

幼
い
息
子
が
奇
病
に
か
か
り
、
あ
と
十
余
年
の
命
と
宣
告

─
─
理
不
尽
と
思
え
る
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
ラ
ビ（
ユ
ダ
ヤ

教
の
教
師
）が
絶
望
の
淵
で
問
う
。
神
と
は
、
人
生
と
は
、
苦

悩
と
は
、
祈
り
と
は
…
…
。
人
生
の
不
幸
を
生
き
抜
く
た
め

の
叡
智
と
慰
め
に
満
ち
た
書
。

（
２
０
０
８
年
３
月
）
603164Ȃ0

91― 社 会



IWGBM101（本文合体）_三校_初校再処理_初校.smd  Page 9023/12/21 15:09  v3.60

SȂ163

花
崎
皋
平

〈
解
説
〉
池
澤
夏
樹

静

か

な

大

地

ʕ
松
浦
武
四
郎
と
ア
イ
ヌ
民
族
ʕ

１
４
５
２
円

幕
末
の
蝦
夷
地
を
十
数
年
間
も
探
検
・
調
査
し
、
ア
イ
ヌ
民

族
の
風
俗
・
文
化
を
記
録
す
る
中
で
和
人
に
よ
る
虐
待
を
告

発
し
た
松
浦
武
四
郎
。
ア
イ
ヌ
民
衆
の
輝
き
と
受
難
に
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
自
己
変
革
を
遂
げ
て
い
く
男
の
軌
跡
を
描

き
出
す
。

（
２
０
０
８
年
２
月
）
603163Ȃ3

SȂ162

中
沢
正
夫

ス
ト
レ
ス
「
善
玉
」
論

１
１
０
０
円

精
神
科
医
が
、
ス
ト
レ
ス
に
の
た
う
ち
回
る
自
ら
の
日
々
を

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
筆
致
で
綴
り
、
ス
ト
レ
ス
に
悩
む
人
に

希
望
と
勇
気
を
与
え
た
書
。
身
体
症
状
に
直
結
さ
せ
な
い
た

め
の
対
処
法
に
加
え
、
新
た
に
「
職
場
の
同
僚
が
潰
れ
た
と

き
、
復
帰
し
て
く
る
と
き
」
を
加
筆
。

（
２
０
０
８
年
２
月
）
603162Ȃ6

SȂ153

佐

高

信

〈
解
説
〉
田
中
優
子

魯

迅

烈

読

１
０
５
６
円

「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
は
時
期
尚
早
。
水
に
落
ち
た
犬
（
悪
勢
力
）

は
打
た
ね
ば
な
ら
ぬ
」

聖
人
君
子
の
正
論
に
真
っ
向
か

ら
立
ち
向
か
っ
た
魯
迅
。
そ
の
著
作
を
「
思
想
的
故
郷
」
と

す
る
著
者
が
、
思
想
の
核
心
を
熱
く
読
み
と
き
、
現
代
日
本

人
へ
の
批
判
・
エ
ー
ル
を
展
開
。

（
２
０
０
７
年
５
月
）
603153Ȃ4

SȂ152

立
川
昭
二

病

気

の

社

会

史

ʕ
文
明
に
探
る
病
因
ʕ

１
３
２
０
円

病
気
の
歴
史
を
知
ら
ず
し
て
、
世
界
史
を
語
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
疫
病
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
、
ペ
ス
ト
、

梅
毒
、
結
核
、
ガ
ン
…
…
。
人
類
に
と
っ
て
の
甚
大
な
る
災

厄
と
文
明
史
と
の
接
点
を
、
豊
富
な
挿
話
を
通
じ
て
解
明
す

る
誉
れ
高
い
名
著
。

（
２
０
０
７
年
４
月
）
603152Ȃ7

SȂ145

阿
部
謹
也

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
る
視
角

１
３
６
４
円

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
個
人
を
重
視
す
る
社
会
へ
と
い
か
に
転
換
し

た
か
。
十
一
世
紀
以
前
、
日
本
と
同
様
な
「
世
間
」
が
存
在

し
て
い
た
中
か
ら
、個
人
が
誕
生
し
て
い
く
背
景
と
は
何
か
。

恋
愛
の
成
立
、
市
民
意
識
の
形
成
等
を
、
日
本
と
比
較
し
考

察
す
る
。

（
２
０
０
６
年
12
月
）
603145Ȃ9
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松
田
壽
男

〈
解
説
〉
松
田
知
彬

シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
紀
行

１
１
０
０
円

シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
上
に
点
在
す
る
オ
ア
シ
ス
都
市
を
大
ま
か

に
東
か
ら
西
に
た
ど
り
な
が
ら
、
地
誌
・
歴
史
・
風
俗
を
と

ら
え
た
紀
行
エ
ッ
セ
イ
。
ア
ジ
ア
史
を
総
合
的
に
描
き
出
し

た
歴
史
家
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
中
央
ア
ジ
ア
の
あ
り
し
日

の
㗡
を
生
き
い
き
と
記
す
。

（
２
０
０
６
年
10
月
）
603141Ȃ1

SȂ137

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス

鈴
木
哲
太
郎
訳

ゆ
た
か
な
社
会
決
定
版

１
７
３
８
円

「
ゆ
た
か
さ
」
の
増
大
と
普
及
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
。
現

代
㗦
本
主
義
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
古
典
的
名
著
で
あ
る

本
書
で
は
、
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
の
金
融
政
策
、
環
境
問
題
、
軍

事
支
出
な
ど
を
批
判
的
に
考
察
、
政
治
的
保
守
主
義
台
頭
の

必
然
性
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。

（
２
０
０
６
年
10
月
）
603137Ȃ4

SȂ136

澤
地
久
枝

〈
解
説
〉
五
味
川
純
平

密

約

ʕ
外
務
省
機
密
漏
洩
事
件
ʕ

１
２
１
０
円

沖
縄
返
還
交
渉
の
際
、
ア
メ
リ
カ
の
補
償
費
を
日
本
が
肩
代

わ
り
す
る
と
し
た
裏
取
引

。
国
会
で
も
大
問
題
と
な
っ

た
こ
の
「
密
約
」
は
、
機
密
を
漏
洩
し
た
外
務
省
職
員
と
新

聞
記
者
の
男
女
問
題
へ
と
関
心
が
ず
ら
さ
れ
て
い
く
。
問
題

の
本
質
は
何
だ
っ
た
の
か
。

（
２
０
０
６
年
８
月
）
603136Ȃ7

SȂ134

松
本
健
一

〈
解
説
〉
竹
内

洋

日

本

の

失

敗

ʕ「
第
二
の
開
国
」
と
「
大
東
亜
戦
争
」ʕ

１
３
４
２
円

日
本
は
な
ぜ
無
謀
な
戦
争
に
突
入
し
た
の
か

日
米
宿
命

の
対
立
の
端
緒
と
な
っ
た
「
対
支
二
十
一
カ
条
要
求
」
か
ら

敗
戦
に
至
る
軍
人
、
政
治
家
、
思
想
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

た
ち
の
繰
り
広
げ
る
言
論
と
思
想
の
ド
ラ
マ
か
ら
日
本
の
誤

り
を
大
胆
に
摘
出
し
論
争
を
呼
ぶ
。

（
２
０
０
６
年
６
月
）
603134Ȃ3

SȂ127

田
中
克
彦
編
訳

シ
ー
シ
キ
ン
他

ノ
モ
ン
ハ
ン
の
戦
い

１
１
０
０
円

は
じ
め
て
翻
訳
紹
介
さ
れ
る
一
九
三
九
年
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

の
シ
ー
シ
キ
ン
文
書
。
モ
ン
ゴ
ル
と
満
州
国
の
国
境
紛
争

が
、
な
ぜ
日
本
関
東
軍
と
ソ
連
赤
軍
の
本
格
的
戦
争
に
至
っ

た
の
か
。
詳
細
な
注
と
解
説
が
Ṗ
の
戦
争
の
経
過
と
真
実
を

明
ら
か
に
す
る
。

（
２
０
０
６
年
１
月
）
603127Ȃ5
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中
村
梧
郎

新
版

母
は
枯
葉
剤
を
浴
び
た

ʕ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
傷
あ
と
ʕ

１
１
２
２
円

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の
米
軍
に
よ
る
枯
葉
作
戦
、
そ
の
枯
葉
剤

の
毒
性
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
兵
士
・
民
衆
は
も
と
よ
り
米
㕾
の

兵
士
に
も
今
な
お
深
刻
な
被
害
を
与
え
て
い
る
。
国
際
的
報

道
写
真
家
が
こ
の
二
〇
年
の
取
材
記
を
書
き
お
ろ
し
、
決
定

版
と
し
て
世
に
問
う
渾
身
の
作
。

（
２
０
０
５
年
12
月
）
603125Ȃ1

SȂ107

吉

田

裕

日
本
人
の
戦
争
観

ʕ
戦
後
史
の
な
か
の
変
容
ʕ

１
４
０
８
円

一
億
総
懺
悔
論
や
大
東
亜
戦
争
肯
定
論
な
ど
、
政
治
家
・
知

識
人
の
発
言
か
ら
、
戦
記
も
の
や
投
書
に
表
れ
た
市
井
の
人

の
声
ま
で
、
膨
大
な
素
材
を
検
証
。
対
外
的
に
は
最
小
限
の

戦
争
責
任
を
認
め
つ
つ
、
国
内
で
は
不
問
に
付
し
て
き
た
社

会
の
諸
相
を
照
射
す
る
。

（
２
０
０
５
年
２
月
）
603107Ȃ7

SȂ100

石
毛
直
道

食

卓

の

文

化

誌

１
２
１
０
円

か
つ
て
国
家
管
理
さ
れ
て
い
た
パ
ン
を
焼
く
カ
マ
ド
、
ṟ
の

文
化
圏
で
発
達
す
る
鍋
物
な
ど
の
卓
上
料
理
、
米
の
主
食
と

胃
拡
張
の
関
係
…
…
。
食
い
し
ん
坊
の
文
化
人
類
学
者
が
、

古
今
東
西
の
食
習
慣
の
不
思
議
を
考
察
す
る
。
食
卓
か
ら
世

界
を
見
る
食
の
文
化
論
。

（
２
０
０
４
年
11
月
）
603100Ȃ8

SȂ95

井
出
孫
六

〈
解
説
〉
坂
本
㜇
彦

終

わ

り

な

き

旅

ʕ「
中
国
残
留
孤
児
」
の
歴
史
と
現
在
ʕ

１
４
３
０
円

戦
時
下
大
陸
に
送
り
出
さ
れ
た
二
七
万
の
満
蒙
開
拓
団
は
、

数
多
く
の
「
中
国
残
留
孤
児
」
を
生
ん
だ
。
貧
農
排
出
と
国

防
の
国
策
に
よ
る
悲
劇
を
追
求
し
、
庶
民
に
と
っ
て
国
家
と

は
何
か
、
戦
争
と
は
何
か
を
考
え
る
。
大
佛
㗨
郎
賞
受
賞
の

長
編
記
録
文
学
。

（
２
０
０
４
年
８
月
）
603095Ȃ7

SȂ90

柳
澤
桂
子

癒
さ
れ
て
生
き
る

ʕ
女
性
生
命
科
学
者
の
心
の
旅
路
ʕ

９
９
０
円

激
し
い
痛
み
、
入
退
院
の
繰
り
返
し
、
そ
し
て
失
職
。
そ
ん

な
悲
し
み
の
淵
で
、
遭
遇
し
た
神
秘
体
験
。
三
〇
年
の
年
月

を
原
因
不
明
の
病
気
と
と
も
に
生
き
て
き
た
著
者
が
、
癒
さ

れ
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
道

程
を
静
か
に
語
り
か
け
る
。

（
２
０
０
４
年
３
月
）
603090Ȃ2
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シ
オ
ド
ー
ラ
・
ク
ロ
ー
バ
ー

行
方
昭
夫
訳

イ

シ

ʕ
北
米
最
後
の
野
生
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ʕ

１
５
６
２
円

白
人
の
西
部
開
拓
に
追
わ
れ
、
潜
伏
生
活
を
送
っ
て
い
た
最

後
の
ヤ
ヒ
族
、
イ
シ
。
本
書
は
、
孤
独
に
堪
え
か
ね
二
〇
世

紀
初
頭
の
文
明
社
会
に
㗡
を
現
し
た
イ
シ
の
聡
明
な
精
神
、

「
文
明
人
」
と
の
友
情
を
描
く
。
著
者
の
娘
の
作
品
『
ゲ
ド
戦

記
』
は
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
。

（
２
０
０
３
年
11
月
）
603085Ȃ8

SȂ80

野
口

三
千
三

〈
解
説
〉
養
老
孟
司

原
初
生
命
体
と
し
て
の
人
間

ʕ
野
口
体
操
の
理
論
ʕ

１
３
６
４
円

従
来
の
体
操
観
を
覆
す
野
口
体
操
の
理
論
は
、
著
者
自
身
の

か
ら
だ
の
動
き
の
実
感
を
手
が
か
り
に
生
み
出
さ
れ
た
。
本

書
は
、
そ
の
し
な
や
か
な
思
索
を
示
す
と
と
も
に
、
身
体
的

思
考
に
も
と
づ
き
繰
り
広
げ
た
独
創
的
な
人
間
論
、
運
動
・

感
覚
・
言
葉
論
で
も
あ
る
。

（
２
０
０
３
年
６
月
）
603080Ȃ3

SȂ76

尾
崎
秀
実

今
井
清
一
編

新
編

愛
情
は
ふ
る
星
の
ご
と
く

１
６
０
６
円

ゾ
ル
ゲ
事
件
に
連
座
し
た
尾
崎
秀
実
は
獄
中
か
ら
、
妻
と
娘

に
手
紙
を
書
き
続
け
た
。
家
族
へ
の
愛
情
、
透
徹
し
た
人
生

観
、
切
実
か
つ
ユ
ー
モ
ア
を
湛
え
た
書
物
・
グ
ル
メ
談
義
は

読
者
の
胸
を
う
つ
。
一
二
〇
通
余
を
精
選
、
従
来
の
版
本
の

削
除
部
分
を
復
元
し
た
。

（
２
０
０
３
年
４
月
）
603076Ȃ6

SȂ72

竹
内
浩
三

小
林

察
編

戦

死

や

あ

わ

れ

１
１
０
０
円

詩
「
骨
の
う
た
う
」
で
広
く
知
ら
れ
る
戦
没
兵
士
竹
内
浩
三
。

子
供
の
心
の
ま
ま
感
じ
、
素
朴
さ
と
ユ
ー
モ
ア
で
青
春
を
綴

っ
た
彼
は
、
軍
隊
で
も
手
紙
・
日
記
を
書
き
続
け
る
こ
と
で

辛
う
じ
て
呼
吸
し
て
い
た
。
自
由
で
あ
ろ
う
と
し
た
魂
の
軌

跡
は
、
現
代
に
何
を
問
う
の
か
。

（
２
０
０
３
年
１
月
）
603072Ȃ8

SȂ63

細
谷
亮
太

小
児
病
棟
の
四
季

１
０
１
２
円

重
い
病
を
抱
え
る
子
ど
も
に
と
っ
て
、
生
や
死
は
ど
の
よ
う

な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
。
家
族
や
医
師
に
で

き
る
こ
と
は
何
な
の
か
。
ベ
テ
ラ
ン
小
児
科
医
が
、
日
々
の

さ
り
げ
な
い
話
を
交
え
、
生
き
る
こ
と
の
辛
さ
と
す
ば
ら
し

さ
を
綴
る
。

（
２
０
０
２
年
６
月
）
603063Ȃ6
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小
泉
武
夫

〈
解
説
〉
荒
俣

宏

食
と
日
本
人
の
知
恵

１
１
４
４
円

梅
干
、
湯
葉
、
納
豆
、
蕎
麦
、
鰹
節
…
…
。
日
本
人
が
創
造
し

た
食
べ
物
は
、
香
り
、
色
、
か
た
ち
、
食
べ
る
音
ま
で
が
お
い

し
い
。
し
か
も
す
べ
て
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
読
む
う
ち
に

日
本
人
の
知
恵
に
得
心
が
い
き
、
楽
し
い
蘊
蓄
に
食
欲
も
増

す
極
上
の
一
冊
。

（
２
０
０
２
年
１
月
）
603052Ȃ0

SȂ44

宮
本
常
一

女

の

民

俗

誌

１
４
０
８
円

民
俗
探
訪
の
目
的
は
、
男
社
会
の
陰
に
女
た
ち
の
息
遣
い
を

発
見
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
単
行
本
未
収
録
の
論
考
を
中

心
に
構
成
さ
れ
た
本
書
は
、
貧
困
と
闘
い
困
難
な
生
活
を
生

き
抜
い
て
き
た
日
本
の
女
性
た
ち
の
素
顔
を
浮
彫
り
に
し
た

貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

（
２
０
０
１
年
９
月
）
603044Ȃ5

SȂ30

ノ
ー
マ
ン
・
カ
ズ
ン
ズ

松
田

銑
訳

〈
解
説
〉
小
林

登

笑

い

と

治

癒

力

１
２
１
０
円

不
治
の
難
病
を
文
字
通
り
「
笑
っ
て
」
治
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
、
自
ら
の
闘
病
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
人
間
の
自
然

治
癒
力
の
可
能
性
を
徹
底
取
材
。
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
、
生
へ

の
意
欲
が
奇
蹟
を
起
こ
す
こ
と
を
例
証
す
る
。
全
人
医
療
の

在
り
方
を
問
う
問
題
提
起
。

（
２
０
０
１
年
２
月
）
603030Ȃ8

SȂ29

Ｒ
・
Ｐ
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン

大
貫
昌
子
訳

〈
解
説
〉
立
花

隆

困
り
ま
す
、
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
さ
ん

１
６
２
８
円

『
ご
冗
談
で
し
ょ
う
、
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
さ
ん
』
に
続
く
痛
快
エ

ッ
セ
イ
集
。
旺
盛
な
好
奇
心
が
ひ
き
お
こ
す
騒
動
の
数
々
に

加
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
号
事
故
調
査
委
員
会
の
一
員
と
し

て
と
ら
わ
れ
ぬ
思
考
で
い
か
に
原
因
を
究
明
し
て
い
っ
た

か
、
そ
の
Ṉ
末
を
語
る
。

（
２
０
０
１
年
１
月
）
603029Ȃ2

SȂ24

加
藤
周
一

読

書

術

１
３
０
９
円

急
が
ば
回
れ
の
「
精
読
術
」。
数
を
こ
な
せ
る
「
速
読
術
」。

読
ま
ず
に
す
ま
す
「
読
書
術
」。
原
書
に
挑
む
「
解
読
術
」。

新
聞
・
雑
誌
の
「
看
破
術
」。
自
信
を
つ
け
る
「
読
破
術
」

書
物
の
裏
表
を
知
り
つ
く
し
た
著
者
が
読
書
の
極
意
を

明
快
に
指
南
す
る
。

（
２
０
０
０
年
11
月
）
603024Ȃ7
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SȂ19

小
平
邦
彦

〈
解
説
〉
上
野
健
爾

怠
け
数
学
者
の
記

１
２
１
０
円

数
学
を
理
解
す
る
と
は
数
学
的
現
象
を
「
数
覚
」
と
い
う
感

覚
で
見
る
こ
と
で
あ
る
。「
数
覚
」
は
頭
の
良
し
悪
し
と
は

関
係
が
な
い
。
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
受
賞
数
学
者
が
独
自
の
数
学

観
を
披
瀝
し
、
日
本
の
教
育
に
提
言
す
る
。
学
ぶ
こ
と
の
楽

し
さ
が
ᷓ
れ
る
エ
ッ
セ
イ
集
。

（
２
０
０
０
年
８
月
）
603019Ȃ3

SȂ14

大
田
昌
秀

新
版

醜
い
日
本
人
日
本
の
沖
縄
意
識

１
６
０
６
円

沖
縄
に
関
し
て
、
日
本
人
は
醜
い
。
沖
縄
返
還
交
渉
の
進
む

な
か
著
者
は
こ
う
断
言
し
、
憤
り
を
冷
徹
な
筆
致
に
お
き
か

え
沖
縄
問
題
の
原
点
を
記
し
た
。
日
本
人
は
醜
さ
か
ら
脱
却

で
き
た
の
か
。
沖
縄
県
知
事
と
し
て
の
経
験
を
ふ
ま
え
加
筆

し
た
新
版
。

（
２
０
０
０
年
５
月
）
603014Ȃ8

SȂ13

若
林
一
美

死
別
の
悲
し
み
を
超
え
て

１
１
０
０
円

我
が
子
や
配
偶
者
な
ど
最
愛
の
人
に
先
立
た
れ
た
と
き
、
人

は
そ
の
「
死
」
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
、
遺
さ
れ

た
自
分
の
「
生
」
を
生
き
る
の
か
。
遺
族
の
証
言
を
も
と
に
、

心
が
徐
々
に
癒
さ
れ
、
生
き
る
力
を
回
復
し
て
い
く
過
程
を

考
察
し
、
生
き
る
意
味
を
探
る
。

（
２
０
０
０
年
４
月
）
603013Ȃ1

SȂ5・6

Ｒ
・
Ｐ
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン

大
貫
昌
子
訳

〈
解
説
〉
江
沢

洋

ご
冗
談
で
し
ょ
う
、
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
さ
ん
⟹上
⟹下

上
１
４
３
０
円

下
１
５
４
０
円

二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
独
創
的
物
理
学
者
が
、
奇
想
天
外
な

話
題
に
満
ち
た
自
ら
の
人
生
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語

る
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
を
め
ぐ
る
Ṉ
末
な
ど
、
愉
快
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
な
か
に
、
と
ら
わ
れ
ぬ
発
想
と
科
学
へ
の
真
撃
な

情
熱
を
伝
え
る
好
読
物
。

（
上
・
下
各
２
０
０
０
年
１
月
）
603005Ȃ6/6Ȃ3◆
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〔602336Ȃ2〕 BȂ336 六代目圓生コレクション 寄席切絵図 50

〔602333Ȃ1〕 BȂ333 六代目圓生コレクション 寄席育ち 50

〔600011Ȃ0〕 GȂ11 ロシア革命 44

〔603153Ȃ4〕 SȂ153 魯迅烈読 92

〔603232Ȃ6〕 SȂ232・233六ヶ所村の記録 上下 87

〔600017Ȃ2〕 GȂ17 現代語訳 論 語 44

わ～を
〔602251Ȃ8〕 BȂ251 早稲田大学 63

〔600440Ȃ8〕 GȂ440 私が進化生物学者になった理由 9

〔603180Ȃ0〕 SȂ180 私にとっての二〇世紀 91

〔603304Ȃ0〕 SȂ304 私の生きた証はどこにあるのか 80

〔603303Ȃ3〕 SȂ303 私の沖縄現代史 80

〔602342Ȃ3◆〕BȂ342 私の日本語雑記 49

〔602345Ȃ4〕 BȂ345 和の思想 48

〔603030Ȃ8〕 SȂ30 笑いと治癒力 96

〔602281Ȃ5〕 BȂ281 われらが背きし者 59

〔600465Ȃ1〕 GȂ465 我々はどのような生き物なのか 4
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〔600345Ȃ6〕 GȂ345 〈物語と日本人の心〉コレクションⅡ 物語を生きる 26

〔603269Ȃ2〕 SȂ269 喪の途上にて 85

や～よ
〔600365Ȃ4〕 GȂ365 靖国神社 22

〔600275Ȃ6〕 GȂ275～277 やわらかな思考を育てる数学問題集 １～３ 33

〔603137Ȃ4〕 SȂ137 ゆたかな社会 決定版 93

〔603281Ȃ4〕 SȂ281 ゆびさきの宇宙 福島智・盲ろうを生きて 83

〔602315Ȃ7◆〕BȂ315 夢十夜 54

〔600444Ȃ6◆〕GȂ444 夢・神話・物語と日本人 8

〔600330Ȃ2〕 GȂ330 ユング 魂の現実性 28

〔600224Ȃ4〕 GȂ224 〈心理療法〉コレクションⅤ ユング心理学と仏教 36

〔600220Ȃ6〕 GȂ220 〈心理療法〉コレクションⅠ ユング心理学入門 37

〔603330Ȃ9〕 SȂ330 ヨーロッパ・コーリング・リターンズ 75

〔600448Ȃ4〕 GȂ448・449ヨーロッパ覇権以前 上下 7

〔603145Ȃ9〕 SȂ145 ヨーロッパを見る視角 92

〔602335Ȃ5〕 BȂ335 六代目圓生コレクション 寄席楽屋帳 50

〔602336Ȃ2〕 BȂ336 六代目圓生コレクション 寄席切絵図 50

〔602333Ȃ1〕 BȂ333 六代目圓生コレクション 寄席育ち 50

〔602293Ȃ8◆〕BȂ293 夜長姫と耳男 57

〔602304Ȃ1〕 BȂ304 余白の春 55

〔602270Ȃ9〕 BȂ270 読む力・聴く力 60

ら～ろ
〔600402Ȃ6〕 GȂ402 落語の種あかし 16

〔600380Ȃ7〕 GȂ380 ラディカル・オーラル・ヒストリー 20

〔600372Ȃ2〕 GȂ372 ラテンアメリカ五〇〇年 21

〔602278Ȃ5〕 BȂ278 ラニーニャ 59

〔600381Ȃ4〕 GȂ381 臨床家 河合隼雄 20

〔600364Ȃ7〕 GȂ364 レヴィナス 23

〔600437Ȃ8◆〕GȂ437 歴史が後ずさりするとき 9

〔602137Ȃ5〕 BȂ137 歴史のなかの女たち 69

〔600369Ȃ2〕 GȂ369 歴史のなかの新選組 22

〔600342Ȃ5〕 GȂ342 歴史を哲学する 26

〔600420Ȃ0〕 GȂ420・421ロールズ政治哲学史講義 ⅠⅡ 12

〔602334Ȃ8〕 BȂ334 六代目圓生コレクション 明治の寄席芸人 50

〔602335Ȃ5〕 BȂ335 六代目圓生コレクション 寄席楽屋帳 50
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〔600351Ȃ7〕 GȂ351・352 定本 丸山眞男回顧談 上下 25

〔603274Ȃ6〕 SȂ274・275丸山眞男座談セレクション 上下 84

〔603183Ȃ1〕 SȂ183 マンガは哲学する 90

〔600252Ȃ7〕 GȂ252 満州事変 34

〔600461Ȃ3◆〕GȂ461 満蒙開拓団 5

〔602127Ȃ6〕 BȂ127 古典を読む 万葉集 69

〔602257Ȃ0◆〕BȂ257 三毛猫ホームズの遠眼鏡 62

〔603136Ȃ7〕 SȂ136 密 約 93

〔602354Ȃ6〕 BȂ354 未闘病記 46

〔603014Ȃ8〕 SȂ14 新版 醜い日本人 日本の沖縄意識 97

〔602035Ȃ4〕 BȂ35 宮沢賢治 71

〔600280Ȃ0〕 GȂ280 宮本常一『忘れられた日本人』を読む 32

〔603277Ȃ7〕 SȂ277 民意のつくられかた 84

〔600411Ȃ8〕 GȂ411 増補版 民衆の教育経験 14

〔600204Ȃ6〕 GȂ204 民衆の大英帝国 38

〔600348Ȃ7〕 GȂ348 〈物語と日本人の心〉コレクションⅤ 昔話と現代 25

〔602299Ȃ0◆〕BȂ299 無冠の父 56

〔602144Ȃ3〕 BȂ144 向田邦子シナリオ集Ⅰ あ・うん 68

〔602147Ȃ4〕 BȂ147 向田邦子シナリオ集Ⅳ 冬の運動会 68

〔603320Ȃ0◆〕SȂ320「無罪」を見抜く 77

〔602316Ȃ4〕 BȂ316 村に火をつけ、白痴になれ 伊藤野枝伝 53

〔603306Ȃ4〕 SȂ306 村山富市回顧録 79

〔602334Ȃ8〕 BȂ334 六代目圓生コレクション 明治の寄席芸人 50

〔602324Ȃ9〕 BȂ324 メメント・モリ 52

〔602349Ȃ2〕 BȂ349 増補 もうすぐやってくる尊皇攘夷思想のために 47

〔602218Ȃ1〕 BȂ218 モームのṖ 66

〔602030Ȃ9〕 BȂ30 茂吉晩年 72

〔602190Ȃ0〕 BȂ190 黙阿弥の明治維新 67

〔600344Ȃ9〕 GȂ344 〈物語と日本人の心〉コレクションⅠ 源氏物語と日本人 26

〔600345Ȃ6〕 GȂ345 〈物語と日本人の心〉コレクションⅡ 物語を生きる 26

〔600346Ȃ3〕 GȂ346 〈物語と日本人の心〉コレクションⅢ 神話と日本人の心 26

〔600347Ȃ0〕 GȂ347 〈物語と日本人の心〉コレクションⅣ 神話の心理学 25

〔600348Ȃ7〕 GȂ348 〈物語と日本人の心〉コレクションⅤ 昔話と現代 25

〔600349Ȃ4〕 GȂ349 〈物語と日本人の心〉コレクションⅥ定本 昔話と日本人の心 25

〔603256Ȃ2〕 SȂ256 〈子どもとファンタジー〉コレクションⅢ 物語とふしぎ 86

〔600139Ȃ1〕 GȂ139 物語の哲学 40

〔602156Ȃ6〕 BȂ156 ものがたりの余白 68
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〔600251Ȃ0◆〕GȂ251 不惑のフェミニズム 34

〔602001Ȃ9◆〕BȂ1 文学部唯野教授 72

〔600091Ȃ2〕 GȂ91 分割された領土 42

〔600431Ȃ6〕 GȂ431 文化としての科学／技術 10

〔602261Ȃ7〕 BȂ261・262 現代語訳 平家物語 上下 61

〔600416Ȃ3〕 GȂ416 兵士たちの戦後史 13

〔600378Ȃ4〕 GȂ378 平面論 20

〔600236Ȃ7〕 GȂ236 新編 平和のリアリズム 35

〔603286Ȃ9〕 SȂ286 平和は「退屈」ですか 83

〔600387Ȃ6〕 GȂ387『碧巌録』を読む 19

〔600400Ȃ2〕 GȂ400 ベンヤミン 16

〔600019Ȃ6〕 GȂ19 ベンヤミン「複製技術時代の芸術作品」精読 44

〔602259Ȃ4〕 BȂ259 現代語訳 方丈記 62

〔603293Ȃ7〕 SȂ293 新版 報復ではなく和解を 82

〔602273Ȃ0〕 BȂ273・274法服の王国 小説裁判官上下 60

〔600432Ȃ3〕 GȂ432 方法としての史学史 10

〔602317Ȃ1〕 BȂ317 僕が批評家になったわけ 53

〔603314Ȃ9〕 SȂ314 ぼくたちはこうして学者になった 78

〔602258Ȃ7〕 BȂ258 僕は、そして僕たちはどう生きるか 62

〔603209Ȃ8◆〕SȂ209 ぼくらはガリレオ 89

〔603296Ȃ8◆〕SȂ296 ボタン穴から見た戦争 81

〔602229Ȃ7〕 BȂ229 炎凍る Ṥ口一葉の恋 65

〔600394Ȃ4〕 GȂ394・395墓標なき草原 上下 17

〔602343Ȃ0◆〕BȂ343 ほんとうのリーダーのみつけかた 増補版 48

〔600408Ȃ8〕 GȂ408 ボンヘッファー 反ナチ抵抗者の生涯と思想 15

ま～も
〔600135Ȃ3◆〕GȂ135 マーケティングの神話 41

〔600429Ȃ3〕 GȂ429 マインド・タイム 11

〔602235Ȃ8〕 BȂ235 現代語訳 枕草子 64

〔603329Ȃ3◆〕SȂ329 負け組のメディア史 75

〔603316Ȃ3〕 SȂ316 負ける建築 78

〔600049Ȃ3〕 GȂ49 街並みの美学 43

〔600096Ȃ7〕 GȂ96 マックス・ウェーバーと近代 42

〔602252Ȃ5〕 BȂ252 石井桃子コレクションⅠ 幻の朱い実 上 63

〔602253Ȃ2〕 BȂ253 石井桃子コレクションⅡ 幻の朱い実 下 63

〔600340Ȃ1〕 GȂ340 マルク・ブロックを読む 27
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〔603125Ȃ1〕 SȂ125 新版 母は枯葉剤を浴びた 94

〔602306Ȃ5〕 BȂ306 自選短編集 パリの君へ 55

〔602338Ȃ6〕 BȂ338・339ハルコロ １・２ 49

〔600359Ȃ3〕 GȂ359・360「萬世一系」の研究 上下 23

〔600398Ȃ2〕 GȂ398 反転する福祉国家 17

〔602266Ȃ2〕 BȂ266 坂東三津五郎 踊りの愉しみ 61

〔600454Ȃ5◆〕GȂ454 万民の法 6

〔600177Ȃ3〕 GȂ177 光と物質のふしぎな理論 40

〔600430Ȃ9◆〕GȂ430 被差別部落認識の歴史 11

〔600255Ȃ8〕 GȂ255 日高六郎セレクション 34

〔603318Ȃ7〕 SȂ318 一粒の柿の種 77

〔603328Ȃ6◆〕SȂ328 人は愛するに足り、真心は信ずるに足る 76

〔602245Ȃ7〕 BȂ245 人はなぜ歌うのか 64

〔603276Ȃ0〕 SȂ276 ひとり起つ 84

〔602284Ȃ6〕 BȂ284 美は乱調にあり 58

〔602355Ȃ3〕 BȂ355 定本 批評メディア論 46

〔602326Ȃ3〕 BȂ326 一〇一年目の孤独 52

〔603152Ȃ7〕 SȂ152 病気の社会史 92

〔603238Ȃ8〕 SȂ238 評伝 今西錦司 87

〔600451Ȃ4〕 GȂ451 平等と効率の福祉革命 7

〔600366Ȃ1◆〕GȂ366 貧困と飢饉 22

〔600371Ȃ5〕 GȂ371 ファインマンの特別講義 21

〔600156Ȃ8〕 GȂ156 ファシズム 40

〔602260Ȃ0〕 BȂ260 ファンタジーと言葉 62

〔603297Ȃ5〕 SȂ297 フードバンクという挑戦 81

〔600409Ȃ5〕 GȂ409 普遍の再生 15

〔600124Ȃ7〕 GȂ124 仏典のことば 41

〔600373Ȃ9〕 GȂ373 〈仏典をよむ〉１ ブッダの生涯 21

〔600374Ȃ6〕 GȂ374 〈仏典をよむ〉２ 真理のことば 21

〔600375Ȃ3〕 GȂ375 〈仏典をよむ〉３ 大乗の教え 上 21

〔600376Ȃ0〕 GȂ376 〈仏典をよむ〉４ 大乗の教え 下 20

〔600048Ȃ6〕 GȂ48 物理法則はいかにして発見されたか 44

〔603311Ȃ8〕 SȂ311 不敗のドキュメンタリー 79

〔600393Ȃ7◆〕GȂ393 不平等の再検討 18

〔602147Ȃ4〕 BȂ147 向田邦子シナリオ集Ⅳ 冬の運動会 68

〔602328Ȃ7〕 BȂ328 冬の蕾 51

〔602318Ȃ8〕 BȂ318 振仮名の歴史 53
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〔603294Ȃ4〕 SȂ294 新島襄 82

〔600355Ȃ5〕 GȂ355 ニーチェかく語りき 24

〔603315Ȃ6〕 SȂ315 ニクソンのアメリカ 78

〔600256Ȃ5〕 GȂ256 西田哲学の基層 34

〔600293Ȃ0〕 GȂ293 西田哲学を開く 31

〔602352Ȃ2〕 BȂ352 日 没 47

〔603288Ȃ3〕 SȂ288 日本海軍はなぜ過ったか 83

〔600202Ȃ2◆〕GȂ202 定本 日本近代文学の起源 39

〔600471Ȃ2〕 GȂ471 日本軍の治安戦 3

〔600361Ȃ6〕 GȂ361 日本国憲法の誕生 増補改訂版 23

〔602051Ȃ4〕 BȂ51 日本語と日本人の心 71

〔600341Ȃ8〕 GȂ341 日本語文体論 27

〔600357Ȃ9〕 GȂ357 増補 日本人の自画像 24

〔603107Ȃ7〕 SȂ107 日本人の戦争観 94

〔603134Ȃ3〕 SȂ134 日本の失敗 93

〔602158Ȃ0〕 BȂ158 増補 日本美術を見る眼 東と西の出会い 68

〔600453Ȃ8〕 GȂ453 日本仏教の社会倫理 6

〔603326Ȃ2〕 SȂ326 増補版 日本レスリングの物語 76

〔602087Ȃ3〕 BȂ87～89 人間の條件 上中下 70

〔603223Ȃ4〕 SȂ223 人間を信じる 88

〔603224Ȃ1〕 SȂ224 認知症の人々が創造する世界 88

〔600445Ȃ3〕 GȂ445・446ねじ曲げられた桜 上下 8

〔603127Ȃ5〕 SȂ127 シーシキン他 ノモンハンの戦い 93

は～ほ
〔600265Ȃ7〕 GȂ265 俳句実践講義 33

〔600462Ȃ0◆〕GȂ462 排除の現象学 5

〔600009Ȃ7〕 GȂ9 ハイデガー『存在と時間』の構築 45

〔603211Ȃ1〕 SȂ211 πの話 88

〔600391Ȃ3〕 GȂ391・392幕末維新変革史 上下 18

〔600368Ȃ5〕 GȂ368 新版 はじまりのレーニン 22

〔600403Ȃ3◆〕GȂ403 はじめての政治哲学 16

〔600335Ȃ7◆〕GȂ335 発情装置 新版 28

〔602100Ȃ9〕 BȂ100・101花とཾ 上下 70

〔602310Ȃ2〕 BȂ310 花の妹 岸田俊子伝 55

〔602290Ȃ7〕 BȂ290 花のようなひと 58

〔602351Ȃ5〕 BȂ351 母の発達・アケボノノ帯 47
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〔600424Ȃ8〕 GȂ424 定本 酒㚌童子の誕生 12

〔600202Ȃ2◆〕GȂ202 定本 日本近代文学の起源 39

〔602355Ȃ3〕 BȂ355 定本 批評メディア論 46

〔600351Ȃ7〕 GȂ351・352 定本 丸山眞男回顧談 上下 25

〔600349Ȃ4〕 GȂ349 〈物語と日本人の心〉コレクションⅥ定本 昔話と日本人の心 25

〔600314Ȃ2〕 GȂ314 デカルトの旅／デカルトの夢 30

〔600313Ȃ5〕 GȂ313 デカルト『方法序説』を読む 30

〔600296Ȃ1〕 GȂ296 出口なお 31

〔600428Ȃ6〕 GȂ428 哲おじさんと学くん 11

〔600413Ȃ2◆〕GȂ413 哲学の起源 14

〔600379Ȃ1〕 GȂ379 新版 哲学の密かな闘い 20

〔600406Ȃ4◆〕GȂ406 デモクラシーか 㗦本主義か 15

〔600399Ȃ9〕 GȂ399 テレビ的教養 17

〔600238Ȃ1〕 GȂ238 転校生とブラック・ジャック 35

〔600057Ȃ8〕 GȂ57 天才の精神病理 43

〔600401Ȃ9〕 GȂ401 新版 天使の記号学 16

〔600068Ȃ4〕 GȂ68 天皇観の相剋 43

〔600076Ȃ9〕 GȂ76 天皇の肖像 42

〔602242Ȃ6〕 BȂ242・243 現代語訳 東海道中膝栗毛 上下 64

〔600468Ȃ2〕 GȂ468 東北学／忘れられた東北 3

〔602325Ȃ6〕 BȂ325 遠い声 52

〔603024Ȃ7〕 SȂ24 読書術 96

〔602340Ȃ9〕 BȂ340 ドストエフスキーとの旅 49

〔600233Ȃ6◆〕GȂ233 トランスクリティーク 35

〔600354Ȃ8〕 GȂ354 トランスナショナル・ジャパン 24

〔603337Ȃ8◆〕SȂ337 鳥肉以上、鳥学未満。 74

〔603308Ȃ8〕 SȂ308「どんぐりの家」のデッサン 漫画で障害者を描く 79

な～の
〔600271Ȃ8◆〕GȂ271 ナショナリズムとジェンダー 新版 33

〔600443Ȃ9〕 GȂ443 新版 ナショナリズムの狭間から 8

〔600350Ȃ0〕 GȂ350 改訂版 なぜ意識は実在しないのか 25

〔603205Ȃ0◆〕SȂ205 なぜ日本は没落するか 89

〔603164Ȃ0〕 SȂ164 なぜ私だけが苦しむのか 91

〔603019Ȃ3〕 SȂ19 怠け数学者の記 97

〔603168Ȃ8〕 SȂ168「難死」の思想 91

〔600343Ȃ2〕 GȂ343 南部百姓命助の生涯 26
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〔603326Ȃ2〕 SȂ326 増補版 日本レスリングの物語 76

〔600411Ȃ8〕 GȂ411 増補版 民衆の教育経験 14

〔602349Ȃ2〕 BȂ349 増補 もうすぐやってくる尊皇攘夷思想のために 47

〔602217Ȃ4〕 BȂ217 続 赤い高粱 66

〔602123Ȃ8〕 BȂ123 族譜・李朝残影 70

た～と
〔603307Ȃ1〕 SȂ307 大逆事件 79

〔603343Ȃ9〕 SȂ343 大災害の時代 73

〔600375Ȃ3〕 GȂ375 〈仏典をよむ〉３ 大乗の教え 上 21

〔600376Ȃ0〕 GȂ376 〈仏典をよむ〉４ 大乗の教え 下 20

〔602311Ȃ9〕 BȂ311 大審問官スターリン 54

〔603340Ȃ8〕 SȂ340 大地の動きをさぐる 73

〔600442Ȃ2〕 GȂ442 宝 塚 8

〔603217Ȃ3〕 SȂ217～222 新版 匠の時代 １～６ 88

〔602234Ȃ1〕 BȂ234 現代語訳 竹取物語 伊勢物語 65

〔600284Ȃ8〕 GȂ284 脱常識の社会学 第二版 32

〔603292Ȃ0〕 SȂ292 食べかた上手だった日本人 82

〔600281Ȃ7〕 GȂ281 だれが原子をみたか 32

〔602268Ȃ6〕 BȂ268 だれでもない庭 61

〔600161Ȃ2〕 GȂ161 治安維持法小史 40

〔602221Ȃ1〕 BȂ221 ちいさな言葉 66

〔603234Ȃ0〕 SȂ234 歌集 小さな抵抗 87

〔603280Ȃ7◆〕SȂ280 チェンジング・ブルー 84

〔600261Ȃ9〕 GȂ261「知」の欺瞞 34

〔603323Ȃ1〕 SȂ323・324 キッシンジャー回想録 中 国 上下 76

〔600439Ȃ2◆〕GȂ439 完本 中国再考 9

〔600407Ȃ1〕 GȂ407 中国戦線従軍記 15

〔602291Ȃ4〕 BȂ291 中国文学の愉しき世界 57

〔602295Ȃ2◆〕BȂ295 中国名言集 一日一言 57

〔602297Ȃ6〕 BȂ297 中国名詩集 56

〔600052Ȃ3〕 GȂ52 治療文化論 43

〔602085Ȃ9〕 BȂ85 綱大夫四季 70

〔600419Ȃ4〕 GȂ419 新編 つぶやきの政治思想 13

〔603327Ȃ9〕 SȂ327 抵抗の新聞人 桐生悠々 76

〔600470Ȃ5◆〕GȂ470 帝国の構造 3

〔600210Ȃ7〕 GȂ210・211 新版 ディコンストラクション ⅠⅡ 38
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〔600426Ȃ2〕 GȂ426 政治と複数性 11

〔603259Ȃ3〕 SȂ259 〈子どもとファンタジー〉コレクションⅥ 青春の夢と遊び 86

〔600099Ȃ8〕 GȂ99 聖書時代史 新約Ἣ 41

〔600098Ȃ1〕 GȂ98 聖書時代史 旧約Ἣ 42

〔603321Ȃ7〕 SȂ321 聖路加病院 生と死の現場 77

〔600323Ȃ4◆〕GȂ323 世界史の構造 29

〔602275Ȃ4〕 BȂ275 惜櫟荘だより 60

〔602313Ȃ3〕 BȂ313 惜櫟荘の四季 54

〔600217Ȃ6◆〕GȂ217 セクシィ・ギャルの大研究 37

〔602267Ȃ9〕 BȂ267 世代を超えて語り継ぎたい戦争文学 61

〔603291Ȃ3〕 SȂ291 戦下のレシピ 82

〔600325Ȃ8〕 GȂ325 戦間期国際政治史 29

〔602172Ȃ6〕 BȂ172 戦艦武蔵ノート 67

〔600433Ȃ0〕 GȂ433〈戦後知〉を歴史化する 10

〔603305Ȃ7〕 SȂ305 戦後日本のジャズ文化 80

〔600050Ȃ9〕 GȂ50 戦時期日本の精神史 43

〔603072Ȃ8〕 SȂ72 戦死やあわれ 95

〔600423Ȃ1〕 GȂ423 増補 「戦争経験」の戦後史 12

〔603332Ȃ3◆〕SȂ332 戦争と罪責 75

〔603295Ȃ1◆〕SȂ295 戦争は女の顔をしていない 82

〔603317Ȃ0〕 SȂ317 全盲の弁護士 竹下義樹 78

〔603342Ȃ2◆〕SȂ342 戦慄の記録 インパール 73

〔600384Ȃ5〕 GȂ384 新版 占領の記憶 記憶の占領 19

〔600370Ȃ8◆〕GȂ370 新版 漱石論集成 22

〔602279Ȃ2〕 BȂ279 漱石を読みなおす 59

〔603242Ȃ5〕 SȂ242 創造都市への挑戦 87

〔600427Ȃ9〕 GȂ427 増補 エル・チチョンの怒り 11

〔602332Ȃ4〕 BȂ332 増補 オーウェルのマザー・グース 50

〔600438Ȃ5〕 GȂ438 増補 女が学者になるとき 9

〔603312Ȃ5〕 SȂ312 増補 隔 離 79

〔603336Ȃ1〕 SȂ336 増補 空疎な小皇帝 「石原慎太郎」という問題 74

〔600436Ȃ1〕 GȂ436 増補 軍隊と地域 9

〔600469Ȃ9〕 GȂ469 増補 昭和天皇の戦争 3

〔600423Ȃ1〕 GȂ423 増補 「戦争経験」の戦後史 12

〔600357Ȃ9〕 GȂ357 増補 日本人の自画像 24

〔602158Ȃ0〕 BȂ158 増補 日本美術を見る眼 東と西の出会い 68

〔603331Ȃ6〕 SȂ331 増補版 悪役レスラーは笑う 75
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〔600193Ȃ3◆〕GȂ193 昭和天皇・マッカーサー会見 39

〔603100Ȃ8〕 SȂ100 食卓の文化誌 94

〔603052Ȃ0〕 SȂ52 食と日本人の知恵 96

〔600339Ȃ5〕 GȂ339 書誌学談義 江戸の板本 27

〔602330Ȃ0〕 BȂ330 書聖 王羲之 51

〔603141Ȃ1〕 SȂ141 シルク・ロード紀行 93

〔600410Ȃ1〕 GȂ410 人権としての教育 14

〔602023Ȃ1◆〕BȂ23 新年の挨拶 72

〔602353Ȃ9◆〕BȂ353 新版 一陽来復 46

〔600384Ȃ5〕 GȂ384 新版 占領の記憶 記憶の占領 19

〔600370Ȃ8◆〕GȂ370 新版 漱石論集成 22

〔603217Ȃ3〕 SȂ217～222 新版 匠の時代 １～６ 88

〔600210Ȃ7〕 GȂ210・211 新版 ディコンストラクション ⅠⅡ 38

〔600379Ȃ1〕 GȂ379 新版 哲学の密かな闘い 20

〔600401Ȃ9〕 GȂ401 新版 天使の記号学 16

〔600443Ȃ9〕 GȂ443 新版 ナショナリズムの狭間から 8

〔600368Ȃ5〕 GȂ368 新版 はじまりのレーニン 22

〔603125Ȃ1〕 SȂ125 新版 母は枯葉剤を浴びた 94

〔603293Ȃ7〕 SȂ293 新版 報復ではなく和解を 82

〔603014Ȃ8〕 SȂ14 新版 醜い日本人 日本の沖縄意識 97

〔603076Ȃ6〕 SȂ76 新編 愛情はふる星のごとく 95

〔600419Ȃ4〕 GȂ419 新編 つぶやきの政治思想 13

〔600236Ȃ7〕 GȂ236 新編 平和のリアリズム 35

〔600374Ȃ6〕 GȂ374 〈仏典をよむ〉２ 真理のことば 21

〔600220Ȃ6〕 GȂ220 〈心理療法〉コレクションⅠ ユング心理学入門 37

〔600221Ȃ3〕 GȂ221 〈心理療法〉コレクションⅡ カウンセリングの実際 37

〔600223Ȃ7〕 GȂ223 〈心理療法〉コレクションⅣ 心理療法序説 36

〔600224Ȃ4〕 GȂ224 〈心理療法〉コレクションⅤ ユング心理学と仏教 36

〔600225Ȃ1〕 GȂ225 〈心理療法〉コレクションⅥ 心理療法入門 36

〔600346Ȃ3〕 GȂ346 〈物語と日本人の心〉コレクションⅢ 神話と日本人の心 26

〔600347Ȃ0〕 GȂ347 〈物語と日本人の心〉コレクションⅣ 神話の心理学 25

〔600287Ȃ9〕 GȂ287 〈数学が生まれる物語〉第１週 数の誕生 32

〔600081Ȃ3〕 GȂ81 数学小景 42

〔603162Ȃ6〕 SȂ162 ストレス「善玉」論 92

〔600201Ȃ5〕 GȂ201 スルタンガリエフの夢 39

〔600447Ȃ7◆〕GȂ447 正義への責任 7

〔600450Ȃ7〕 GȂ450 政治思想史と理論のあいだ 7
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さ～そ
〔600334Ȃ0◆〕GȂ334 差異の政治学 新版 28

〔602070Ȃ5〕 BȂ70 西遊記の秘密 70

〔603192Ȃ3◆〕SȂ192 作詞入門 90

〔602294Ȃ5◆〕BȂ294 桜の森の満開の下 57

〔600412Ȃ5〕 GȂ412「鎖国」を見直す 14

〔602356Ȃ0〕 BȂ356 さだの辞書 46

〔603202Ȃ9〕 SȂ202 狭山事件の真実 89

〔603127Ȃ5〕 SȂ127 シーシキン他 ノモンハンの戦い 93

〔602303Ȃ4〕 BȂ303 塩を食う女たち 聞書・北米の黒人女性 56

〔600205Ȃ3〕 GȂ205 自我の起原 38

〔602271Ȃ6〕 BȂ271 時 間 60

〔600108Ȃ7〕 GȂ108 時間の比較社会学 41

〔603163Ȃ3〕 SȂ163 静かな大地 92

〔602306Ȃ5〕 BȂ306 自選短編集 パリの君へ 55

〔600382Ȃ1〕 GȂ382 思想家 河合隼雄 19

〔602300Ȃ3◆〕BȂ300 実践 英語のセンスを磨く 56

〔602129Ȃ0〕 BȂ129 実践 英文快読術 69

〔602255Ȃ6〕 BȂ255 石井桃子コレクションⅣ 児童文学の旅 63

〔602282Ȃ2〕 BȂ282 児童文学論 58

〔602202Ȃ0〕 BȂ202 詩とことば 66

〔603013Ȃ1〕 SȂ13 死別の悲しみを超えて 97

〔600338Ȃ8〕 GȂ338 ジャングル・クルーズにうってつけの日 27

〔600435Ȃ4〕 GȂ435 宗教と科学の接点 10

〔600326Ȃ5〕 GȂ326 十字架と三色旗 28

〔600389Ȃ0〕 GȂ389 自由という牢獄 18

〔600358Ȃ6〕 GȂ358 自由の秩序 23

〔602128Ȃ3〕 BȂ128 自由の牢獄 69

〔600328Ȃ9〕 GȂ328 シュタイナー哲学入門 28

〔600424Ȃ8〕 GȂ424 定本 酒㚌童子の誕生 12

〔600458Ȃ3〕 GȂ458 小 国 5

〔602347Ȃ8◆〕BȂ347 小説家の四季 1988―2002 48

〔602348Ȃ5◆〕BȂ348 小説家の四季 2007―2015 47

〔600404Ȃ0〕 GȂ404 象徴天皇という物語 16

〔603063Ȃ6〕 SȂ63 小児病棟の四季 95

〔600469Ȃ9〕 GȂ469 増補 昭和天皇の戦争 3
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〔600017Ȃ2〕 GȂ17 現代語訳 論 語 44

〔600249Ȃ7〕 GȂ249 現代の貧困 35

〔602269Ȃ3〕 BȂ269 現代語訳 好色一代男 60

〔600418Ȃ7〕 GȂ418 公正としての正義 再説 13

〔602344Ȃ7〕 BȂ344 狡智の文化史 48

〔602287Ȃ7〕 BȂ287～289 口訳万葉集 上中下 58

〔602312Ȃ6〕 BȂ312 声の力 54

〔600283Ȃ1◆〕GȂ283『コーラン』を読む 32

〔600263Ȃ3〕 GȂ263「国語」という思想 33

〔600229Ȃ9〕 GȂ229 国際政治史 36

〔603184Ȃ8◆〕SȂ184 獄中記 90

〔600214Ȃ5〕 GȂ214 国民の天皇 37

〔602277Ȃ8〕 BȂ277 心に緑の種をまく 59

〔602226Ȃ6〕 BȂ226 現代語訳 古事記 65

〔603005Ȃ6〕 SȂ5・6 ご冗談でしょう、ファインマンさん 上下 97

〔600318Ȃ0〕 GȂ318 古代中国の思想 29

〔602127Ȃ6〕 BȂ127 古典を読む 万葉集 69

〔603193Ȃ0〕 SȂ193 言葉の力 ヴァイツゼッカー演説集 90

〔603254Ȃ8〕 SȂ254 〈子どもとファンタジー〉コレクションⅠ 子どもの本を読む 87

〔603256Ȃ2〕 SȂ256 〈子どもとファンタジー〉コレクションⅢ 物語とふしぎ 86

〔603257Ȃ9〕 SȂ257 〈子どもとファンタジー〉コレクションⅣ 子どもと悪 86

〔603258Ȃ6〕 SȂ258 〈子どもとファンタジー〉コレクションⅤ 大人になることのむずかしさ86
〔603259Ȃ3〕 SȂ259 〈子どもとファンタジー〉コレクションⅥ 青春の夢と遊び 86

〔603210Ȃ4〕 SȂ210 子どもと暴力 89

〔602254Ȃ9〕 BȂ254 石井桃子コレクションⅢ 子どもの図書館 新編 63

〔603254Ȃ8〕 SȂ254 〈子どもとファンタジー〉コレクションⅠ 子どもの本を読む 87

〔600460Ȃ6◆〕GȂ460〈個〉の誕生 5

〔602305Ȃ8〕 BȂ305 この人から受け継ぐもの 55

〔600397Ȃ5〕 GȂ397 小林秀雄のこと 17

〔603266Ȃ1〕 SȂ266 古武術に学ぶ身体操法 85

〔602337Ȃ9〕 BȂ337 コブのない駱駝 49

〔600405Ȃ7〕 GȂ405 ５分でたのしむ数学50話 15

〔603029Ȃ2〕 SȂ29 困ります、ファインマンさん 96

〔603333Ȃ0◆〕SȂ333 孤 塁 双葉郡消防士たちの３･11 75

〔600467Ȃ5〕 GȂ467 コレモ日本語アルカ？ 4

〔600307Ȃ4〕 GȂ307・308コロンブスからカストロまで ⅠⅡ 30

5

001-016_IWGBM201（書名索引）_再校_初校.smd  Page 424/01/15 17:26  v3.60

〔600007Ȃ3〕 GȂ7 幾何への誘い 45

〔603319Ȃ4◆〕SȂ319 聞き書 緒方貞子回顧録 77

〔600434Ȃ7〕 GȂ434 危機の時代の歴史学のために 10

〔600422Ȃ4〕 GȂ422 企業中心社会を超えて 12

〔600106Ȃ3〕 GȂ106 魏志倭人伝の考古学 41

〔603216Ȃ6〕 SȂ216 北朝鮮の指導体制と後継 88

〔603323Ȃ1〕 SȂ323・324 キッシンジャー回想録 中 国 上下 76

〔603199Ȃ2〕 SȂ199 教育再定義への試み 89

〔600337Ȃ1〕 GȂ337 境界線の政治学 増補版 27

〔600459Ȃ0〕 GȂ459〈共生〉から考える 5

〔600001Ȃ1〕 GȂ1 共通感覚論 45

〔602331Ȃ7〕 BȂ331 霧の犬 51

〔600414Ȃ9〕 GȂ414『キング』の時代 14

〔603322Ȃ4〕 SȂ322 菌世界紀行 77

〔600415Ȃ6◆〕GȂ415 近代家族の成立と終焉 新版 13

〔600186Ȃ5〕 GȂ186 近代天皇像の形成 39

〔602032Ȃ3〕 BȂ32 近代読者の成立 71

〔600228Ȃ2〕 GȂ228 近代日本の国家構想 36

〔600006Ȃ6〕 GȂ6 近代 未完のプロジェクト 45

〔603336Ȃ1〕 SȂ336 増補 空疎な小皇帝 「石原慎太郎」という問題 74

〔600452Ȃ1◆〕GȂ452 草の根のファシズム 7

〔602314Ȃ0〕 BȂ314 黒雲の下で卵をあたためる 54

〔600436Ȃ1〕 GȂ436 増補 軍隊と地域 9

〔600455Ȃ2◆〕GȂ455 原子・原子核・原子力 6

〔600317Ȃ3〕 GȂ317 原始仏典を読む 29

〔600197Ȃ1〕 GȂ197 源氏物語 39

〔600344Ȃ9〕 GȂ344 〈物語と日本人の心〉コレクションⅠ 源氏物語と日本人 26

〔603080Ȃ3〕 SȂ80 原初生命体としての人間 95

〔600300Ȃ5〕 GȂ300 現代語訳 学問のすすめ 31

〔602225Ȃ9〕 BȂ225 現代語訳 蜻蛉日記 65

〔602269Ȃ3〕 BȂ269 現代語訳 好色一代男 60

〔602226Ȃ6〕 BȂ226 現代語訳 古事記 65

〔602234Ȃ1〕 BȂ234 現代語訳 竹取物語 伊勢物語 65

〔602242Ȃ6〕 BȂ242・243 現代語訳 東海道中膝栗毛 上下 64

〔602261Ȃ7〕 BȂ261・262 現代語訳 平家物語 上下 61

〔602259Ȃ4〕 BȂ259 現代語訳 方丈記 62

〔602235Ȃ8〕 BȂ235 現代語訳 枕草子 64
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〔600310Ȃ4〕 GȂ310 音楽史と音楽論 30

〔600438Ȃ5〕 GȂ438 増補 女が学者になるとき 9

〔603044Ȃ5〕 SȂ44 女の民俗誌 96

か～こ
〔602285Ȃ3〕 BȂ285・286諧調は偽りなり 上下 58

〔600350Ȃ0〕 GȂ350 改訂版 なぜ意識は実在しないのか 25

〔600221Ȃ3〕 GȂ221 〈心理療法〉コレクションⅡ カウンセリングの実際 37

〔603335Ȃ4〕 SȂ335「科学にすがるな！」 74

〔602031Ȃ6〕 BȂ31 鏡のなかの鏡 72

〔602189Ȃ4◆〕BȂ189 カクテル・パーティー 67

〔600300Ȃ5〕 GȂ300 現代語訳 学問のすすめ 31

〔603312Ȃ5〕 SȂ312 増補 隔 離 79

〔600390Ȃ6〕 GȂ390 確率論と私 18

〔602225Ȃ9〕 BȂ225 現代語訳 蜻蛉日記 65

〔600312Ȃ8〕 GȂ312 過去は死なない 30

〔600172Ȃ8〕 GȂ172 カジノ㗦本主義 40

〔603284Ȃ5〕 SȂ284 家事の政治学 83

〔603234Ȃ0〕 SȂ234 歌集 小さな抵抗 87

〔602263Ȃ1〕 BȂ263・264風にそよぐ葦 上下 61

〔600363Ȃ0〕 GȂ363 語る藤田省三 23

〔602323Ȃ2〕 BȂ323 可能性としての戦後以後 52

〔602014Ȃ9〕 BȂ14 荷風語録 72

〔600216Ȃ9◆〕GȂ216 家父長制と㗦本制 37

〔600417Ȃ0〕 GȂ417 貨幣システムの世界史 13

〔602037Ȃ8〕 BȂ37 蝦蟇の油 71

〔602320Ȃ1〕 BȂ320 上方落語ノート 第二集 53

〔602321Ȃ8〕 BȂ321 上方落語ノート 第三集 53

〔602322Ȃ5〕 BȂ322 上方落語ノート 第四集 52

〔603299Ȃ9〕 SȂ299 紙の建築 行動する 81

〔602341Ȃ6〕 BȂ341 彼らの犯罪 49

〔600396Ȃ8〕 GȂ396 過労死・過労自殺の現代史 17

〔603262Ȃ3〕 SȂ262 過労死は何を告発しているか 86

〔600294Ȃ7〕 GȂ294 漢語からみえる世界と世間 31

〔600439Ȃ2◆〕GȂ439 完本 中国再考 9

〔603302Ȃ6〕 SȂ302 機会不平等 80

〔603185Ȃ5〕 SȂ185 聞かせてよ、ファインマンさん 90
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〔603178Ȃ7〕 SȂ178 居場所のない子どもたち 91

〔603238Ȃ8〕 SȂ238 評伝 今西錦司 87

〔600457Ȃ6〕 GȂ457 現代を生きる日本史 6

〔603090Ȃ2〕 SȂ90 癒されて生きる 94

〔600466Ȃ8◆〕GȂ466 ヴァーチャル日本語 役割語のṖ 4

〔600456Ȃ9〕 GȂ456 ヴァイマル憲法とヒトラー 6

〔603334Ȃ7〕 SȂ334 ウクライナ 通貨誕生 74

〔603341Ȃ5〕 SȂ341 歌うカタツムリ 73

〔600353Ȃ1〕 GȂ353 宇宙の統一理論を求めて 24

〔602298Ȃ3◆〕BȂ298 海うそ 56

〔600388Ȃ3〕 GȂ388 永遠のファシズム 18

〔602292Ȃ1〕 BȂ292 英語のセンスを磨く 57

〔602069Ȃ9〕 BȂ69 英文快読術 71

〔602211Ȃ2◆〕BȂ211 エクソフォニー 66

〔600463Ȃ7〕 GȂ463 越境する民 近代大阪の朝鮮人史 4

〔600464Ȃ4〕 GȂ464 越境を生きる ベネディクト・アンダーソン回想録 4

〔602256Ȃ3〕 BȂ256 石井桃子コレクションⅤ エッセイ集 62

〔600356Ȃ2〕 GȂ356 江戸の酒 24

〔600212Ȃ1〕 GȂ212 江戸の食生活 38

〔600339Ȃ5〕 GȂ339 書誌学談義 江戸の板本 27

〔603273Ȃ9〕 SȂ273 NHKと政治権力 85

〔600427Ȃ9〕 GȂ427 増補 エル・チチョンの怒り 11

〔603279Ȃ1◆〕SȂ279 老いの空白 84

〔600243Ȃ5〕 GȂ243 王羲之 35

〔602180Ȃ1〕 BȂ180 王権と物語 67

〔602350Ȃ8〕 BȂ350 大きな字で書くこと／僕の一〇〇〇と一つの夜 47

〔602168Ȃ9〕 BȂ168 大阪ことば学 68

〔602332Ȃ4〕 BȂ332 増補 オーウェルのマザー・グース 50

〔600302Ȃ9〕 GȂ302 岡倉天心『茶の本』を読む 31

〔603319Ȃ4◆〕SȂ319 聞き書 緒方貞子回顧録 77

〔600425Ȃ5◆〕GȂ425 岡本太郎の見た日本 12

〔603313Ȃ2〕 SȂ313 沖縄の歩み 78

〔600385Ȃ2〕 GȂ385 沖縄の戦後思想を考える 19

〔600386Ȃ9〕 GȂ386 沖縄の淵 19

〔603301Ȃ9〕 SȂ301 沖縄 若夏の記憶 80

〔603258Ȃ6〕 SȂ258 〈子どもとファンタジー〉コレクションⅤ 大人になることのむずかしさ86
〔603095Ȃ7〕 SȂ95 終わりなき旅 94
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書名索引
ISBN978Ȃ4Ȃ00Ȃ あ～お
〔602244Ȃ0〕 BȂ244 愛唱歌ものがたり 64

〔603076Ȃ6〕 SȂ76 新編 愛情はふる星のごとく 95

〔600441Ȃ5◆〕GȂ441 愛について 8

〔602144Ȃ3〕 BȂ144 向田邦子シナリオ集Ⅰ あ・うん 68

〔602329Ȃ4〕 BȂ329 青い花 51

〔602246Ȃ4〕 BȂ246 青いバラ 64

〔602217Ȃ4〕 BȂ217 続 赤い高粱 66

〔603331Ȃ6〕 SȂ331 増補版 悪役レスラーは笑う 75

〔603289Ȃ0〕 SȂ289・290アジア・太平洋戦争史 上下 83

〔602346Ȃ1〕 BȂ346 アジアの孤児 48

〔603338Ȃ5〕 SȂ338・339あしなが運動と玉井義臣 上下 74

〔603264Ȃ7◆〕SȂ264 あたらしい憲法のはなし 85

〔602309Ȃ6◆〕BȂ309 アニメーション、折りにふれて 55

〔600030Ȃ1〕 GȂ30 アメリカ外交50年 44

〔602233Ȃ4〕 BȂ233 アンパンマンの遺書 65

〔600213Ȃ8〕 GȂ213 イエス・キリストの言葉 38

〔600321Ȃ0〕 GȂ321 イエスという経験 29

〔603268Ȃ5〕 SȂ268 医学するこころ 85

〔603182Ȃ4〕 SȂ182 生きにくい子どもたち 91

〔600270Ȃ1◆〕GȂ270 生き延びるための思想 新版 33

〔602139Ȃ9〕 BȂ139 遺産相続ゲーム 69

〔603085Ȃ8〕 SȂ85 イ シ 95

〔602252Ȃ5〕 BȂ252 石井桃子コレクションⅠ 幻の朱い実 上 63

〔602253Ȃ2〕 BȂ253 石井桃子コレクションⅡ 幻の朱い実 下 63

〔602254Ȃ9〕 BȂ254 石井桃子コレクションⅢ 子どもの図書館 新編 63

〔602255Ȃ6〕 BȂ255 石井桃子コレクションⅣ 児童文学の旅 63

〔602256Ȃ3〕 BȂ256 石井桃子コレクションⅤ エッセイ集 62

〔602327Ȃ0〕 BȂ327 石の肺 僕のアスベスト履歴書 51

〔602280Ȃ8〕 BȂ280 石原吉郎セレクション 59

〔602185Ȃ6〕 BȂ185 市川海老蔵 67

〔602353Ȃ9◆〕BȂ353 新版 一陽来復 46

〔603300Ȃ2〕 SȂ300 犬、そして猫が生きる力をくれた 81

〔603325Ȃ5〕 SȂ325 井上ひさしの憲法指南 76

〔603298Ȃ2〕 SȂ298 いのちの旅「水俣学」への軌跡 81
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12月 2日

0000000

岩
波
現
代
文
庫
創
刊
二
〇
年
に
際
し
て

　二
一
世
紀
が
始
ま
っ
て
か
ら
す
で
に
二
〇
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
激

な
進
行
は
世
界
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
世
界
規
模
で
経
済
や
情
報
の
結
び
つ
き
が
強
ま
る
と
と
も

に
、
国
境
を
越
え
た
人
の
移
動
は
日
常
の
光
景
と
な
り
、
今
や
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は

世
界
中
の
様
々
な
出
来
事
と
無
関
係
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
否
応
な
く
も
た

ら
さ
れ
る
「
他
者
」
と
の
出
会
い
や
交
流
は
、
新
た
な
文
化
や
価
値
観
だ
け
で
は
な
く
、
摩
擦
や
衝
突
、
そ
し

て
し
ば
し
ば
憎
悪
ま
で
を
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
う
副
作
用
は
、
そ
の
恩
恵
を
遥

か
に
こ
え
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　今
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国
内
、
国
外
に
か
か
わ
ら
ず
、
異
な
る
歴
史
や
経
験
、
文
化
を
持
つ

「
他
者
」
と
向
き
合
い
、
よ
り
よ
い
関
係
を
結
び
直
し
て
ゆ
く
た
め
の
想
像
力
、
構
想
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　新
世
紀
の
到
来
を
目
前
に
し
た
二
〇
〇
〇
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
岩
波
現
代
文
庫
は
、
こ
の
二
〇
年
を
通
し

て
、
哲
学
や
歴
史
、
経
済
、
自
然
科
学
か
ら
、
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
い
た
る
ま
で
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
書
目
を
刊
行
し
て
き
ま
し
た
。
一
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
書
目
に
は
、
人
類
が
直
面
し
て
き
た
様
々

な
課
題
と
、
試
行
錯
誤
の
営
み
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
読
書
を
通
し
た
過
去
の
「
他
者
」
と
の
出
会
い
か
ら
得

ら
れ
る
知
識
や
経
験
は
、
私
た
ち
が
よ
り
よ
い
社
会
を
作
り
上
げ
て
ゆ
く
た
め
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。

　一
冊
の
本
が
世
界
を
変
え
る
大
き
な
力
を
持
つ
こ
と
を
信
じ
、
岩
波
現
代
文
庫
は
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
を
め
ざ
し
て
ゆ
き
ま
す
。

 

（
二
〇
二
〇
年
一
月
）
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山本幸司編

松浦寿輝 （解説＝沢木耕太郎）

２０２４

名誉と恍惚
定価 上1815円・下1881円

網野善彦対談セレクション
定価1573円

1 日本史を読み直す

（上）（下）

SNSのお知らせ
@ iwanami_genbun

新刊，イベント，放映などの情報をつぶやいています．

松
原
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岩波書店 〒101-8002 東京都千代田区一ツ橋 2-5-5
TEL 0３（5210）４000 〈案内〉

岩波現代文庫

岩波書店

〈解説目録〉
2024年版

岩
波
現
代
文
庫〈
解
説
目
録
〉
２
０
２
４

◆ 岩波現代文庫ホームページ ◆

https://www.iwanami.co.jp/genbun/
現代文庫についてもう少し詳しく知っていただくために，内容紹介・目次・
著者紹介を掲載しています．また，ご購入いただける現代文庫の既刊書一
覧もあります．ご注文もお受けいたしますので，ぜひご利用ください．

受注後 1週間以内（休日を除く）に，ご自宅などご指定の場所までお届け
します．お支払いは，現物に同封の振替用紙によるお支払い，現物到着時
の現金支払い，またはカード支払い（JCB，VISA，UC，DC，NICOS，
MASTER）のいずれでも結構です．カードでのお支払いの場合には，ご
注文時に，岩波書店〈ブックオーダー〉係までご連絡ください．

お求めの岩波書店の出版物が店頭に
ない場合はその書店にご注文ください ◆◆

なお，お近くにお取り付けの小売書店がない場合には，岩波書店ブック
オーダー係をご利用ください．
▶TEL 04（2951）5032　FAX 04（2951）5034

おかけまちがいのないよう，お願いいたします．
▶送料＝1 回のご注文につき，全国一律 650 円．なお，「代金引換」の場合

のみ手数料として 200 円が送料に加算されます．雑誌等郵送の場合は実
費をいただきます．

◆ 岩波書店の直通電話のご案内 ◆

▶[読者の皆様からのお問い合わせ]〈電話案内〉 ……………… 03（5210）4000
▶[書店，取次店様からの在庫照会・ご注文 ]〈電話受注センター〉 … 04（2951）5031
▶[書店様からのお問い合わせ]〈営業部〉 ……………………… 03（5210）4112
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